






































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　魔王城。

　世界中に魔物の軍団──魔ま軍ぐんを派遣し、人類を恐怖に陥おとしいれている魔王の居きよ城じようだ。

　魔王城の周囲は、標高一万メルトナ（約一万メートル）を超えるエビル山脈に囲まれている。

　人間が魔王城にたどり着くには、エビル山脈の中ちゆう腹ふくを貫く『破滅の迷宮』を通っていくしかない。そこに仕掛けられた無数の罠は、幾いく多たの冒険者を葬ほうむってきた。

　運良く魔王城にたどり着けたとしても、そこには魔王──そして配下の魔軍四天王が率いる精せい鋭えい無む比ひの魔物たちがいる。

　まさに難なん攻こう不ふ落らく。魔王城は、人類にとって絶望の象徴であった。




　──魔王城の最上階には、人間であれば数千人が優ゆうに入るであろう長方形の大広間がある。太い柱の一本一本に精せい緻ちな彫ちよう刻こくがほどこされ、天井からは魔力で輝く巨大なシャンデリアが吊られていた。

　大広間の奥には階段があり、登った先には黄金で彩いろどられた玉ぎよく座ざが設置されている。

　玉座に座る女性の、美しくも威い厳げんに満ちた声が響きわたった。

「我が僕しもべ・魔軍四天王ども。面おもてを上げよ」

「「「「はっ」」」」

　階段の下にひざまずく銀髪の青年は、同僚である他の四天王とともに顔を上げた。

　青年の名はカイム・ノイエジーク。

　魔軍の最高幹部である『魔軍四天王』の筆頭だ。魔軍参さん謀ぼう──魔王の参謀も務めている。

　顔立ちは非常に整っている。やや鋭い目は紅玉ルビーのような光をたたえ、口くち許もとは凜り々りしく引き締まっていた。軍服をカッチリと着こなし、マントを羽は織おっている。

　玉座を仰ぎ見ると、そこには圧倒的な存在感を放つ美女が座っている。

　癖くせのある長い髪は、闇を切り取ったような漆しつ黒こく。

　黄金の瞳は恐ろしい覇は気きを放ち、弱い魔物なら睨にらまれただけで絶命するであろう。

　羽織っているマントは、大量の宝石で彩られている。普通なら装そう飾しよく過か多たに見えるところだが、本人の華やかさゆえに、あくまで『添そえ物もの』にとどまっていた。

　マントの下は少量の布やベルトで、豊かな胸と下腹部を覆おおうだけ。

　ニーソックスには何と茨いばらが巻かれている。奇妙な格好だが、それが不思議と似合っていた。

　彼女はジャフィ・サタナー・アンフィスバエナ。

　魔物を世界中に派遣し、人類を恐怖に陥れている魔王だ。

　玉座の右側には、大きな額がく縁ぶち状じようのものが二十枚ほど設置されている。

　これは魔法画面モニターという、偵察のための魔ま道どう具ぐだ。離れた場所にいる目玉型のモンスター『イビルアイ』が見たものが、額縁の中に映し出されるのである。

　魔法画面の一つに、金髪の美少女が映っている。

　年齢は十六歳くらいだろうか。ありふれた町娘の服装だが、腰のベルトには剣を挿さしている。

　少女の前では兵士たちが整列し、ラッパで勇ゆう壮そうな音楽を奏かなでている……これは出発の式しき典てんなのだ。

　魔王ジャフィは、薄笑いを浮かべる。

「いよいよ、この勇者エレナ・シャロットが、魔王──つまり妾わらわを討伐するための旅に出るようじゃな」

　勇者とは、魔王を討つ使命を持つ者。

　スラム街出身の花売りだったエレナは、半年前、とつぜん右手の甲に勇者の証あかしである紋もん章しようが現れた。
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　それから城に召めし上あげられて訓練を受け、今日、魔王打倒の旅に出発するのだ。

　魔王が頰ほお杖づえをつきながら、傲ごう然ぜんと見下ろしてきて、

「魔軍四天王よ、貴様らに問おう──まず魔ま界かい建けん築ちく士し・チクシーよ」

「は、はいっ」

　幼さの残る声とともに、栗色の髪の小柄な少女が立ち上がった。

　魔界建築士チクシー・アンロッド。

　ダンジョンや塔づくりの名手だ。殺人トラップの設置にも定評があり、葬ってきた冒険者は数知れない。

　魔王城へ通じる『破滅の迷宮』もチクシーが設計したものだ。

「チクシーよ、勇者への備えは万全か」

「はっ。ここ魔王城へ通じる『破滅の迷宮』は攻略不可能なほど複雑にし、数々のトラップを仕掛け──」

　意い気き揚よう々ようと語るチクシー。

　だが突然に死んだ目になり、うつむいて、

「……ておりましたが、ボクの配下のモンスターにより、埋め立てました……」

「うむ。あまりに難攻不落では勇者が魔王城まで来られん。トラップであの綺き麗れいな肌が傷ついても大変だしのぅ」

　魔王がウットリと、魔法画面の勇者エレナを見つめる。

　そのさまに、魔軍参謀カイムは密かにため息をついた。

（魔王城を守り続けてきた、『破滅の迷宮』）

　それをまさか、魔軍自らの手で埋め立てる日がこようとは。

　チクシーも気の毒である。『破滅の迷宮』の整備は彼女のライフワークだった。冒険者が殺人トラップで死ぬたび、チクシーは大喜びでカイムに報告に来てくれたものだ。

（もう、あのヒマワリのような笑顔は見られないのか）

　カイムが寂さびしく思う中、チクシーは魔王に言ごん上じようする。

「ただ『破滅の迷宮』を埋め立てれば、勇者が魔王城に来ることもできなくなります」

「うむ。それは困る」

「ですから、代わりにトンネルを掘っております。一本道ですから、勇者が迷う心配もありません」

「工事の進しん捗ちよく具ぐ合あいは？」

「突とつ貫かん工こう事じで進めており、順調です。ただ……崩ほう落らく事じ故こにより約一万体の魔物が死にました」

「構わぬ。妾は全てを闇に染める魔王ジャフィじゃからな」

（できれば魔物よりも、人間どもを闇に染めて欲しいのだが……）

　カイムは切なくなった。

　そんな魔軍参謀の気持ちをよそに、魔王はチクシーに細かく指示を出す。

「よいか、勇者は虫が嫌いじゃから、そのトンネルで虫系モンスターは遭そう遇ぐうさせないようにせよ。トンネル内の普通の虫も、モンスターによる人海戦術で根ね絶だやしにせよ」

　魔王からの指示を、チクシーが必死に羽ペンでメモをとる。

「勇者が疲れた時にも備えるのだぞ。一定の間隔ごとに回復の泉を用意しておけ」

「は、はい」

「『動く床』も設置し、それに乗るだけで勇者が魔王城まで到着できるようにするのだ」

　──魔軍にはいま、大問題が発生している。




　女魔王ジャフィが、宿しゆく敵てきであるはずの女勇者エレナに惚れてしまった事だ。




（何故こうなった）

　カイムは、もう何度目かもわからない自じ問もんをする。

　チクシーに指示を出し終えたジャフィは、続いて白はく衣いをまとう魔物に目を向けた。

　病的なまでに痩やせた、不健康そうな壮そう年ねんの男である。眼鏡めがねの奥の瞳には、どこか危ない光が宿っている。

「四天王の一人・魔ま物もの開かい発はつ士しマッドよ」

「はっ！」

　マッド・プリズナーは魔物を創ることが得意だ。

　一角巨人ギガントや骸骨魔術師スカルマジシヤンなどの強力な魔物を創造し、魔軍の戦力アップに大きな役割を果たしてきた。

　だがいま、彼が作成しているのは主おもに……

　魔王のため勇者を隠し撮りする魔物『イビルアイ』である。

「マッドよ、イビルアイの生産と配置は順調か」

「はっ。勇者が現在いる『グラン王国』を中心に、かなりの数を配置したのであります」

　イビルアイは十五サンチ（約十五センチ）ほどの目玉に、手足がついた魔物だ。

　このような魔物が町中にいると大騒ぎになる。なので建物の天井や、石いし畳だたみの隙間、茂しげみなど、人目につかない所に潜ませている。

「イビルアイの盗とう撮さつにより、魔王様は勇者のあられもない姿を、覗のぞくことが可能となりました」

　マッドは下げ卑びた笑みをうかべ、

「町の外の森にある泉にも、イビルアイを一体配置しております。そこで勇者が水浴びした暁あかつきには、その裸体がバッチリと」

「この愚か者が!!」

　次の瞬間──魔王が突き出した掌てのひらから巨大な炎が飛び、マッドを骨まで焼き尽くした。

　カイムは咄とつ嗟さに魔法でバリアを張って、ほかの四天王を守った。

　バリア越しでも猛烈な熱気が伝わってくる。魔王が放ったのは《至高天の炎エンピレオ》──炎系の最強魔法である。

　炭たん化かする同僚を横目に、カイムは紅玉の瞳を輝かせて玉座を見上げた。

「おぉ魔王様。誇り高き魔族の長おさとして、下げ劣れつな発言をした部下を許せなかったのですね」

「違う──泉に配置したイビルアイの数が少ない！　一体では、勇者の美び麗れいな裸身を撮り尽くすのに到底足りん!!」

　そっちか、とカイムはうなだれた。チクシーが慰なぐさめるように背中を撫なでてくれる。

　魔王は、魔法画面の勇者エレナを指さして、

「勇者の上半身、胸むな元もと、下半身、全体像、後ろ姿を撮影するために、少なくとも五体のイビルアイを泉に潜ひそませておけ！　……おい聞いておるのかマッド！」

「おそれながら魔王様、マッドは死んでおります」

　カイムの言葉を受け、魔王は炭化した部下を一いち瞥べつする。

「ふん、《至高天の炎》をぶつけたくらいで死ぬとは軟なん弱じやくな奴……魔ま界かい教きよう皇こうソゥよ、生き返らせろ」

「承うけたまわりましたわ」

　そう言ったのは妙みよう齢れいの美女──四天王の一人ソゥ・ネイドラだ。

　長い髪はゆるやかに波打ち、やさしい微び笑しようをたたえている。

　清せい楚そなシスター、といった顔立ちだが……。

　彼女が祀まつるのは邪じや神しんだ。逆ぎやく十じゆう字じが描えがかれた漆しつ黒こくの法ほう衣いをまとい、持つ杖つえの先端には、魔物の頭ず蓋がい骨こつがついている。

　ソゥは、澄すんだ声で魔法を唱となえた。

「《復活リザレクシヨン》」

　床に漆黒の魔法陣が現れる。そこからマッドが、ぴくぴくと痙けい攣れんしながら湧わき上あがってきた。

　全裸なのは服を焼き尽くされたからだろう。初う心ぶなチクシーが頰ほおを染めて目をそらす。

　魔界教皇ソゥは、魔物を生き返らせることができる。復活させる場所は、彼女が好きに決めることができる。

　他にもソゥは、死体をアンデッドとして使し役えきする能力も持つ。

　戦闘力も高く、四天王ではカイムに次つぐ実力者なのだ。

「……うぐぐ」

　マッドは生き返ったものの、顔色は悪く倒れ込んだまま。

　復活した直後は肉体が非常に脆ぜい弱じやくになり、ちょっとしたダメージでも再び死にかねないのだ。

　カイムは魔王に聞こえないよう、そっと声をかける。

「大丈夫かマッド。さぞ苦しかったであろう」

　だがマッドの表情は、恍こう惚こつそのものだ。

「いえ、むしろご褒ほう美びです……さすが魔王様。《至高天の炎》で我わが輩はいを炭にしてくださるとは」

「あぁ、お前はそういう奴だったな……」

　マッドはドＭであり、殺されるのが大好きなのだ。

　カイムも何度かマッドを殺したことがある。正直イヤだったが、引くほど土ど下げ座ざされたので断れなかったのだ。

『破滅の迷宮』が存在していた頃には、殺人トラップで自殺しにいくマッドの姿がよく見られたものである。

　それはさておき。

　玉座に座る魔王ジャフィは、復活したマッドになどまるで興味がないようだ。魔法画面の勇者エレナに釘くぎ付づけである。

　茨つきのニーソに包まれた、長い脚をパタパタさせながら、

「ほぁ～～～!!　今日も可愛いのう勇者は！　はよ妾に会いに、魔王城へ来てたもれ！」

「いや、貴方あなたを殺しに来るんですけどね」

　カイムは、ぼそりとつっこんだ。




　半年前、魔王の座を先代から受け継いだジャフィ。

　彼女の部下である魔軍四天王、そして幾多の魔物たちは……

　魔王ジャフィによる勇者のストーカー行為を手助けするため、全てを捧ささげる羽は目めになっていたのだった。
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　引き続き、魔王城・玉ぎよく座ざの間。

　魔ま軍ぐん四天王──参さん謀ぼうカイム、魔ま界かい教きよう皇こうソゥ、魔ま界かい建けん築ちく士しチクシー、魔ま物もの開かい発はつ士しマッド……

　そして玉座に座る魔王ジャフィは、十数枚の魔法画面モニターを見つめている。

　画面の一つに映る勇者エレナは、城の庭で兵士たちから見送られたあと、ひとりで城じよう下か町まちへ向かう。

　──勇者エレナを撮影しているのは、町の各所にジッと潜む沢山のイビルアイだ。彼女が移動すると、別の場所のイビルアイが撮影する仕組みである。

　この『グラン王国』は、大きな城じよう郭かく国こつ家かだ。

　城の周囲に城下町があり、さらにそれを囲んで高い城じよう壁へきがある。

　城壁は、モンスターの侵入を防ぐためのものだ。

　城下町の中央を貫く大通りは石いし畳だたみで舗ほ装そうされ、その脇には様々な店が軒のきを連つらねている。鍛か冶じ場ばからは鉄をたたく槌つちの音がし、精肉店では店主が豚や鳥などをさばいていた。

　酒場には、昼間からワインや麦酒ビールを飲んで騒いでいる者たちがいる。

　酔った顔を窓から出して、エレナに声をかけた。

『俺たちの平和のため、しっかりやって下さいよぉ』

『スラム育ちのお前が、まさか勇者サマになるとはなぁ。ちゃんと責任持って、魔王ぶっ殺してこいよ～！』

　エレナは苦笑いを浮かべ、小さく手を振った。

『は、はい……』

　それからもエレナは、沢山の人々から声をかけられる。

　この国──いや、人類の期待を背負っているのだから当然ともいえるが……

　エレナが返す笑顔は、愛あい想そ笑わらいの域を出ていない。

　それどころか彼女の瞳は、どこか冷めているようだった。

（……？）

　その様子を怪け訝げんに思うカイム。

　魔界教皇ソゥが、ゆるやかに波打つ髪を手で梳すきながら、

「冒険をはじめた勇者は『冒険者ギルド』へ行って仲間を集つどい、パーティを組むのが習ならわし。勇者エレナもそのつもりでしょうね」

「そうだな……ところで魔王様」

　カイムは玉座の魔王に声をかける。

　どうやらエレナをガン見するのに夢中なようだ。前のめりになり、胸の谷間が奥まで見えている。

「勇者が冒険者ギルドで、男とパーティを組み──そやつと恋こい仲なかになったらどうするのですか」

「ふん、その可か能のう性せいを考こう慮りよせぬ妾わらわだと思うか？」

　悲しいことに、まったく思わない。

「当然ぬかりはない」

　エレナは群むらがる人々を振り切って歩き、煉れん瓦が造づくりの二階建ての建物にたどりついた。

　冒険者ギルドだ。

　気合いを入れるように、胸の前で両こぶしを握っている。

『見ず知らずの人とパーティを組むのは不安だけど、頑張らないと』

　エレナは少し緊張気味に、木製の扉を開ける……

　魔法画面の一つが、冒険者ギルドの天井に潜むイビルアイからの映像に切り替わった。

　ギルドの入り口側には沢山のテーブルが置かれており、奥にはカウンターがある。

　……不ぶ気き味みなほど静かだ。

　カウンターに座る若い受付嬢以外は誰もいない。普通なら、冒険者で賑にぎわっているはずだが。

　エレナは不安げに周りを見回しながら、カウンターの椅い子すへ座り、

『え……と。冒険者ギルドって今日はお休みですか？　それとも冒険者が全員、出払っているとか』

『どちらも違います、勇者様』

　受付嬢は額を押さえて、苦悩に満ちた声で、

『うちのギルドに登録していた冒険者……全員が何者かに殺されてしまったんです』

『ええっ!?』

　エレナが口元を手で覆おおった。

　玉座に座る魔王が、ふんぞり返って豊かすぎる胸を張る。

「ふふふ……妾は先日この街に《転移テレポート》して、このギルドの冒険者を全員ぶっ殺しておいたんじゃ！」

《転移》は魔王とカイムだけが使える魔法だ。好きな場所に瞬間移動する事ができる。

「冒険者の死体はソゥに渡し、アンデッドにさせた。今はチクシーの指揮下で、魔王城へ繋がるトンネル掘りに精を出しておろう」

「労働力をご提供いただき、ありがとうございます、魔王様っ」

　チクシーが深々と頭を下げた。

　一方、魔法画面に映る受付嬢は、声を震わせて、

『冒険者たちも、勇者様のお役に立てずに無念だったことでしょう』

（そんな事はないぞ）

　アンデッドになって魔王城へのトンネル工事をしているのだ。トンネルは後で絶対に勇者の役に立つ。

　しかも、勇者と戦って倒されれば、経験値にもなれる──

　一いつ石せき二に鳥ちようとはこの事だ。

　エレナは不安げにうつむきながら、

『それではパーティが作れませんね。私、一人旅ですか……』

　グラン王国には、もちろん沢山の兵士がいる。

　だが国王は自らを警護させるために、一人もエレナと共に旅立たせなかったのだ……まあどうせ男の兵士を同行させても、《転移》した魔王に殺されるだろうが。

　エレナが弱気な声で、

『わたし一人で、モンスターに対抗できるかな』

『それは、あまり心配ないかもしれません』

　受付嬢は水差しから陶とう製せいのコップに水を注ぎ、エレナに差し出す。

『なぜか半年くらい前から、世界中の魔物の配置が大きく変わっているらしいです』

『？　どういう事ですか』

『以前はどの地域も、魔物の強さは同じくらいだったらしいけれど……なぜかここグラン王国の周辺は、非常に弱い魔物が配置されるようになったんです。そしてこの国から遠ければ遠くなるほど、強くなっていくんですって』

『ええっ』

　エレナが目を見開いた。

　これは魔王が、エレナのために行った改革だ。

　エレナが旅立ってすぐに、強いモンスターと戦うとやる気をなくしてしまうかもしれない。

　ゆえに、冒険を進めるごとに強くしていくよう、世界中の魔物を再配置したのである。

　再配置の命令を出したのは魔王だが、実際に調整をしたのは参謀のカイムだ。

（ひどい激げき務むだった）

　組織の改編、部下の不満の聞き役、船などを使った魔物たちの大移動……

　カイムの徹てつ夜やは九十日連続に達した。ついには過労死し、ソゥに生き返らせてもらったほどである。

　魔法画面に映る受付嬢が、不安げに己を抱きしめている。

『この大改革は、半年前にジャフィという者が魔王の座に就いてから行われたそうです』

『い、一体どんな恐ろしい狙いがあるのでしょう』

　エレナは得え体たいの知れない恐怖に襲われているようだ。まさか『自分に気持ちよく冒険してもらうため』とは、夢にも思うまい。

　そしてエレナは、ぽつりと呟つぶやく。

『魔王、ジャフィ……』

「むはー！　勇者が妾の名前を呼んでくれた！」

　魔王が照れ笑いしながら、喜びのあまり《至高天の炎エンピレオ》をぶっ放しまくる。壁や床に大穴があき、そこから魔物たちの断だん末まつ魔まの悲鳴が聞こえてくる。どうやら流れ弾を喰らったらしい。

「嬉しい……妾もう、死んでもいい……」

　残念ながら死んでいるのは、配下の魔物たちである。

　一方、魔法画面に映るエレナは、覚悟を決めた様子で立ち上がった。

『わかりました。魔王の狙いはよくわかりませんが、この辺りの魔物が弱いなら一人旅でも何とかなるかもしれません……武具屋で装備を調えて、旅に出ます』

『それなら〝アルマジロの鎧よろい〟がオススメです。安くて軽く、しかも丈夫。冒険初心者なら、ヘタに高い鎧をつけるよりも動きやすいですよ』

『アルマジロの鎧』とは、雑ざ魚こモンスターの『大アルマジロ』の皮を加工して作ったものだ。

　ただし見た目が非常に悪く、装備すると体の前後に巨大なアルマジロをくくりつけたような姿になる。

『〝アルマジロの鎧〟ですね。探してみます』

　エレナは丁てい重ちように頭を下げたあと、ギルドから出ていく。

　彼女は大通りに出たあと、すぐに向かいにある武具屋に入っていった。『アルマジロの鎧』を買うためだろう。

　魔王が玉座の肘掛けを、メキメキと音がするほど握りしめた。

「ア、『アルマジロの鎧』じゃと……！　あんなダサい防具を勇者に身につけさせてなるものか。魅み惑わくのボディラインが全く見えなくなるではないか」

　ソゥが嫋たおやかな笑みを浮かべながらも、火に油を注ぐ事を言う。

「しかも『アルマジロの鎧』は、そこそこ優秀な防具です。しばらく買い換える必要もありませんわね」

「そんなこと絶対に許さん！　もし勇者がしばらく『アルマジロの鎧』を着続けるなら、妾は……」

　魔王の長い髪がうねった。そして全身から、禍まが々まがしい魔力が溢あふれ出す。

「第二形態になって、どこかの国でも滅ぼさねば気が済まんぞ」

　魔王ジャフィには『第二形態』がある。

　妖よう艶えんな今の姿とは打って変わって、幼女の姿になるのだが、その力は実に一・五倍にもなるのだ。

（一いつ国こくを滅ぼすのは、魔王らしくて結構なのだが……）

　第二形態になると魔王の身体に多大な負担がかかるのだ。部下のカイムとしては、やらせたくない。

　そのためには。

「魔王様」

　カイムは玉座を見上げ、軍服の胸元に手を当てた。

「このカイム、勇者が『アルマジロの鎧』を着る事を阻そ止ししてみせましょう」

　魔王が前かがみになり、黄金の瞳を輝かせる。

「勇者に、あのダサい鎧を着させぬ秘策があるというのか」

「はい。それどころか──とても似合う美しい服を纏まとわせてみせます」

「おお、さすが魔軍参謀であるな！」

　魔軍参謀とは、全く関係ない任務ではあるが。

　──実のところカイムは、エレナが『アルマジロの鎧』を求める事を予想していた。この鎧は非常にコストパフォーマンスがよく、駆け出し冒険者の必ひつ需じゆ品ひんだからだ。

　そしてカイムは、魔王がエレナに『アルマジロの鎧』を着せたがらない事も予期していた。

　それらを踏まえ、ある準備をしていたのである。

　だがその内容は、魔王に教えない。

（……何故なら俺は、これからグラン王国の城下町へ行き、勇者エレナと会うつもりだからだ）

　その事で、魔王に嫉しつ妬とされたらたまったものではない。何かの拍子に勇者の胸でも触ったら、冗談抜きで殺されるだろう。

　気を引き締めるカイムを、魔王が腕組みして見下ろしてくる。

「カイムよ……貴様にもう一つ、重要な指令を与える」

「はっ！　なんでしょうか」

『重要』と聞いて身構える魔軍参謀。

　だが魔王の言葉は、あまりに意外なものだった。

「勇者がいま着ている服を、手に入れるのだ」

「は？　何故でしょう」

　カイムは、口をポカンとあけた。

　エレナが着ているのは、町娘の素そ朴ぼくな服。しかも長年使っているのか随ずい分ぶんくたびれている。特別な価値があるとは全く思えない。

　魔王は長い足を組み、見下しきった嘲ちよう笑しようを浮かべ、

「この愚か者が──妾が勇者の使い古しの服を、クンクンペロペロしたいからに決まっておろうが」

「き、決まっているんですか……」

　カイムは絶句した。

　魔王が強い声で、念押ししてくる。

「カイムよ。これらの任務は非常に重要じゃ」

「はい」

「失敗すればお前に残された道は二つしかない……火か刑けいか斬ざん首しゆじゃ」

　実質、死への一本道である。

　あとでソゥに生き返らせて貰えるだろうが、死ぬのはあまり気分のいいものではない。

（必ずや成功させねば）

　カイムはそう決意し、身を翻ひるがえして歩き出した。

　床に倒れたままのマッドを踏んで殺してしまったが、あとでソゥが生き返らせてくれるだろう。

「カイム、しっかりね～」

「がんばってくださいっ」

　ソゥは薄笑いを浮かべて手を振り、チクシーは両こぶしを握って声をかけてくれる。

　気き心ごころの知れたこの二人だけには、これからグラン王国へ行き、エレナと接触することを教えているのだ。

　玉座の間から出た後、カイムは魔法を唱える。

「《転移》」

　そして彼の姿は、魔王城から消えた。
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　カイムが《転移テレポート》で降り立ったのは、グラン王国の城下町。

　大通りから入った所にある、五階ほどの高さの共同住宅の屋上だ。低所得者が住む建物のため、あちこちが崩れかけている。

　周りからは死角になっていて、目撃される心配はない。

　カイムは己の格かつ好こうを見下ろした。軍服に、とても立派なマント……人間の町では目立ちすぎる。

「《変身チエンジ》」

　唱となえたのは、服装を変化させる魔法だ。

　マントは消え、軍服は絹の服に変わった。あちこちに細かい飾りがほどこされ、気き品ひんと高級感を感じさせるものだ。

（あとは……）

　目元を隠す、仮面をつける。

　これから勇者エレナと会うのだ。のちに戦う事もあるかもしれないので、顔は一応隠しておく。

　変装を終えたカイムは飛ひ翔しよう魔ま法ほう《飛行フライ》を唱え、共同住宅から舞い降りた。

　薄汚れたスラムの路地だ。

　あちこちにゴミ、汚物、それどころか人の死体も転がっており、酷ひどい匂いが鼻をつく。

　グラン王国は世界有数の豊かな国だが、大通りから少し入ればこんな光景が広がっている。

（そういえば、勇者エレナもスラム出身だったな）

　そんな事を思いつつ、足をすすめた。

　大通りへ入れば、沢山の人で賑にぎわっている。カイムの銀髪や仮面が珍しいのか、ときどき視線を向けてくる者もいる。よく観察すると、この国の人間は金髪や黒髪が多いようだ。

　町の中心部へ。

　そこには広場があり、多くの露ろ店てんが出ていた。ここは一定の使用料を払えば、自由に店を出すことができる。売っているのは武具、アイテム、食料品や花など様々である。

　この広場にはイビルアイは仕掛けられていない。人の密度が高すぎるし、店の入れ替わりが激しいのでイビルアイが潜みづらいのだ。

　つまり、広場の中の出来事は魔王に見られないという事である。

　スタスタと広場へ入るカイムに、露ろ天てん商しようたちが声をかけてくる。

「そこの仮面の兄ちゃん、肉の串焼き一つどうだい」「果か実じつ水すい、飲んでいきなって」

　それをことごとく無視しつつ、まっすぐに広場の中心部へ向かう。

　ここの露店の多くは、木箱やゴザに商品を乗せただけの粗そ末まつなものだが……

　カイムが入った露店は、質のいい天てん幕まくで覆われたものだ。

　やや暗い店内には長なが机づくえがあり、そこに冒険者用の服や、回復薬──ポーションの小こ瓶びんなどが陳ちん列れつされている。

「カイム様、お疲れさまでございます」

　青年が声をかけてくる。その顔立ちは覚えるのに非常に苦労しそうなほど、何の特徴もない。

「うむ。イミテーターよ。頼んでいた仕事はできたか」

「はい」

　この青年は、カイムの部下。

　姿を自在に変えられる魔物・イミテーターだ。戦闘力は低いが、人に化けて町に潜入させられるので重ちよう宝ほうしている。

　カイムはイミテーターに、店の奥へ案内される。そこには沢山の木箱が積まれていた。

　イミテーターが、木箱の一つのフタをあけると……

　ギッチリと『アルマジロの鎧よろい』が詰まっていた。

　カイムはあらかじめ、イミテーターに『王国中の防具屋から〝アルマジロの鎧〟を買い占めろ』と命令していた。

　むろんエレナがダサい鎧を着て、魔王にキレられないためである。

　怪しむ防具屋もいたかもしれないが、市価の十倍の金額を提示すれば断れるものではない。

（勇者は今頃、『アルマジロの鎧』が見つからずに困っているはず）

　防具屋で見つからないとなれば、必ずこの広場の露店街に来るはずだ。そのときにエレナと接触する。

　カイムは天幕から、再び外に出た。

　陽よう光こうのもと、ほかの露天商たちは一生懸命呼び込みをしている。

「らっしゃい、らっしゃい！」「安くしとくよっ」

　……だが対照的に、カイムは無言で腕組みし、魔ま軍ぐんの大幹部にふさわしい凄すさまじい眼光で見回すだけだ。カイムの露店に入ろうとしていた客も、逃げていく始末である。

　しばらくすると──お目当ての人物が近づいてきたようだ。

　露天商や客が口々に「勇者様！」「魔王をサクッと倒してくださいよ！」などと声をかけている。

　その中心にいるのは、もちろん勇者エレナ。相変わらず、愛あい想そ笑わらいを浮かべながら歩いていた。

　カイムは、腹の底から声を張り上げた。

「そこの女！」

　エレナは気づかない。カイムはさらに声を大きくする。

「そこの、腰に剣を挿さした女!!」

「えっ!?」

　エレナが立ち止まった。

　編んだ髪を揺らして周りを見回したあと、自分を指さして、

「わ、私ですか？」

　カイムは腕組みしたまま、傲ごう岸がん不ふ遜そんにうなずく。

「貴様以外に誰がいる。我が店を見ていくことを許可する」

　露天商や通行人はおろか、部下のイミテーターまでもが、カイムに呆あきれたような視線を向けてくる。

（はて、俺は何かミスをしただろうか）

　首をかしげていると、エレナが編んだ金髪をなびかせて近づいてきた。

　間近で見ると確かに美しい顔立ち。同性とはいえ魔王が夢中になるのも、わからないでもない。

　ただ服は長い間着ているのかくたびれており、あちこち繕つくろってある。

「……あのぅ『アルマジロの鎧』って、ありますか？　誰かが買い占めているらしく、どこも品切れみたいで」

「いや、我が店にもない」

　カイムは、しれっと噓を言ったあと、

「だが我が店では、それよりも素晴らしい防具を売っている。入店を許可するぞ」

　カイムは天幕の中へ、エレナを案内した。

　だがエレナは机に並んだ商品を見るより先に……呆れたような瞳でこちらを見上げてくる。

　カイムが首をかしげていると、驚くべき事を言われた。

「貴方あなたって、どこかの偉い方ですか？」

「!?」

　愕がく然ぜんとし、思わず一歩退がった。

　まさか、こちらが魔軍四天王の一人と見破ったのだろうか。

　さすが勇者……とカイムは密かに攻撃魔法の準備をしながら、

「な、何故そう思った？」

「お召めし物ものが立派すぎますし、あまりに大きな態度でしたから」

「……むぅ」

　カイムは赤面し、己の格好を見下ろした。これでも、いい服すぎたらしい。

（それに、人間の町へ商人として潜入するなら、もっと腰を低くすべきだったか）

　反省せねばならないが……部下のイミテーターが、慰なぐさめるように背中をポンポンしてくるのが腹立つ。

　エレナは細い肩をすくめて、

「それに貴方の銀髪、この国ではほとんど見ませんから。だから他国の方かと思ったんです」

　魔軍参さん謀ぼうは、ぎこちなく勇者に頭を下げる。

「無礼な応対をして済まなかった、許せ──いや違うな。た、たいへん申し訳ありませんでした」

「ふふっ、無理して敬語を使うことないですよ」

　エレナは口くち許もとに手を当てて笑ってから、やや暗い眼をして、

「……この国の人たちみたいに」

「？」

　カイムは首をかしげたあと、

「許してくれて助かる。接客業には慣れていなくてな。だが商品の質には自信があるから、見ていってほしい」

　エレナは頷うなずいた。だが今度はカイムの目元をチラチラと見てくる。どうやら仮面が気になるらしい。

「……すまんが、俺は素顔をあまり人に見せたくないのだ。少し気を遣ってくれると嬉しい」

「ご、ごめんなさい！　そうですね。魔物に負わされた傷を隠している人もいますし」

　エレナは彼女なりに納得したあと、ぺこぺこ頭を下げてきた。

　それから、商品が並んだ長机を見て──「わぁ」と緑柱石エメラルドの瞳を輝かせる。

　畳たたんであったドレスを手にとり、広げ、あらゆる角度から見つめる。

　リボンやフリルで彩いろどられた華やかなデザインに、心を奪われているようだ。

（よし、食いついたな）

　魔王や魔軍四天王の衣装を手がける、魔軍のデザイナー特製のドレスだ。

「勇者よ。それは『冒険者のドレス』。『アルマジロの鎧』を上回る防御力があるぞ」

「えっ!?　こんなに軽くて、薄いのにですか」

「生き地じは希き少しような『カミシロ麻あさ』を編んだもの。そのうえ防御魔法を付ふ与よしてあるからな」

　カイムは店の奥にあるカーテンの仕切りを指さして、

「そこで試着ができる。着替えてくるがいい」

「は、はい。では早速──」

「待て。そのドレスには、これもセットでついている」

　カイムは白いニーソックスを渡した。

　そしてエレナは弾むような足取りで、仕切りの中に入っていった。

　……そして五分ほど後。

　カーテンをあけて出てきたエレナは、輝くばかりの美しさを放っていた。

　今まで着ていた素そ朴ぼくな服とは全く違う、華やかで洗せん練れんされたデザインのドレス。それがスタイルの良さを強調している。

　エレナはご機嫌でくるくる回った。フリルのついたスカートがなびく様は、風に揺れる花のようだ。

「このドレスのサイズ、ぴったり……まるで私の為にあつらえたみたい……」

（その通りだ）

　イビルアイが覗き見した映像から、サイズを計測して作ったものである。

「わ、私っ、こんなに綺麗な服を着たの生まれて初めてです！　その上、防具としても優れているなんて！」

　飛び跳ねながら語るエレナだが、ハッと我に返ったように固まる。

　そして上うわ目め遣づかいで、

「……でもこれ、お高いんでしょう？　私、お金をそれほど持っていなくて」

「何？」

　カイムは奇妙に思った。

　エレナは勇者だ。この国の希望を一いつ身しんに受けて魔王討伐に出る。それならば……

「お前、王から沢山の路ろ銀ぎん──最低一万ゴールドくらいは貰えたのでは？」

　エレナは苦笑し、首を横に振った。

「まさか。王様からいただいたお金は、百ゴールドだけです」

「百ゴールド!?」

　安やす宿やどに数日泊まるだけで、なくなってしまうような金である。

「ふ、ふざけるなっ！　たった百ゴールドを渡して『魔王を倒せ』だと!?」

　それはつまり……魔王、ならびに魔軍をナメているということだ。

　許せん、と魔軍参謀は歯を食いしばり、拳を握りしめる。

　怒りを露あらわにするカイムに、エレナが意外そうな顔を向けてくる。

「わ、私のために怒ってくださるのですか？」

「……別にそういう訳ではない」

　カイムは深呼吸して、懸命に気持ちを落ち着ける。

　本来なら今すぐ城に乗り込んで、王の首をねじ切ってやりたいが……

（今は、任務に集中すべきだ）

　それが『勇者に綺麗な服を着せる』『勇者の古着を手に入れる』なのが悲しいが。

　魔王はエレナの古着を『クンクンペロペロ』したいらしい。

　カイムには全く理解不能な性せい癖へきだが……

　入手に失敗すれば、魔ま物もの開かい発はつ士しマッドのように処刑されるのだ。

　戦の不ふ手て際ぎわなどなら喜んで罰を受ける。だが『勇者の古着を手に入れられなかったから』なんて理由は嫌すぎる。

（必ずや、勇者の古着を手に入れるぞ）

　カイムがそう決意していると、エレナが尋たずねてきた。

「あのぅ、少し話はズレましたが、この『冒険者のドレス』のお値段は？」

　ここからの交こう渉しようが、勝負である。

　カイムは口許に手を当てて考えた後、こう言った。

「……百二十ゴールドだ」

「え、思ったよりずっと安いですね。でも私の手持ちだと、二十ゴールドほど足りないです……」

　しょんぼり肩を落とすエレナ。

　カイムは慎重に、決め手となる一言を告げる。

「そうか。ではお前が着ていた服を二十ゴールドで下取りしよう。それなら買えるな？」

　この商談に乗ってくれ、とカイムは願った。

　もしも失敗すれば、魔王に処刑されるのだ。

　脳裏をよぎるのは、骨まで黒くろ焦こげにされたマッドの姿。

　ソゥに復活させてもらえるとはいえ、あんな目にあうのはまっぴらである。

　そしてエレナの答えは──

「……とても残念ですが、やめておきます。このドレスでお金を使い果たすと、ポーションなど他のアイテムが買えなくなるので」

「!!」

　カイムは立ちくらみをおこし、机に手をついた。

　処刑への恐怖に、全身から冷や汗が吹き出してくる。

「ど、どうしたのですか」

「実は……厳しいノルマを上から課せられていてな」

「ノルマ？　売り上げノルマですか？」

『勇者の古着を手に入れる』というノルマである。

　カイムは顔に掌てのひらを当て、震える声で、

「それを達成できないと、上司に罰を受けるのだ」

「貴方、雇やとわれ店長だったんですか……？　でもそのご様子からすると、とても怖い上司なんですね」

「それはもう」

　なんといっても今、世界中を危機に陥おとしいれているほどだ。

　エレナは両こぶしを握り、カイムを元気づけるような笑顔で、

「で、でも上司からの罰なんて、せいぜい減げん給きゆうとかでしょう？」

「いや、処刑だ」

「冗談ですよね!?」

　目を見開くエレナ。

　カイムは、消し炭にされたマッドを思い浮かべ、

「本当だ──じっさい俺の目の前で、同僚が上司に焼き殺されたからな」

「どんな上司ですか!?」

　何なにせ魔王だからな、とはカイムは言えない。

　エレナは形のいい胸に手を当て、沈んだ声で、

「私、『勇者の使命を背負わされて大変だなぁ』って思ってましたけど……みんな色々あるんですね」

「ああ、本当にそうだな……」

　顔を見合わせてため息をつく、魔軍参謀と勇者。

（だが、落ち込んでいる場合ではない）

　カイムは必死に頭を回転させる。

（さっき勇者は『ポーションなど他のアイテムが買えなくなるので』と言ったな）

　ポーションは市場価格で、だいたい一本十ゴールドだったはず。

　ならば……

　カイムは長机に並んだポーションの小瓶を三本、勇者へ差し出した。

「さっきの商談を飲んでくれれば、おまけにこれらをつけよう」

「そ、それなら喜んで！」

　紆う余よ曲きよく折せつあったが、交渉は成立した。

　カイムはまずエレナから古着を受け取り、下取り金の二十ゴールドを渡した。

　続いて『冒険者のドレス』代として百二十ゴールドをもらい、ポーションの小瓶三本をおまけとして渡す。

　勇者は小瓶を、ご機嫌な様子でベルトにぶらさげる。

　対照的にカイムは、虚むなしい思いでエレナの古着を見つめた。

　魔王にとっては、何万個の宝石よりも価値がある品だが……カイムにとっては、只ただのくたびれた服である。

（魔王様は、なぜこんな物にそれほど執着するのか。『クンクンペロペロ』したいらしいが）

　カイムは試しに、古着へ鼻を近づけてみる。

　心なしかいい香りがするが、こんな物を命がけで得ねばならない自分が哀しくなるばかりだ。

　……ふと、視線を感じる。

　そちらに目を向けると、エレナが耳まで真っ赤にしてカイムを見つめていた。

「あ、あのっ。できれば嗅かがないでいただけると……清せい潔けつにはしてましたから、匂わないとは思いますが」

「す、すまん！」

　平ひら謝あやまりするカイム。

　エレナは仕切り直すように、わざとらしく咳せき払ばらいした後、

「全くもう……でも、ここいいお店なので、また利用させていただきたいです」

　ドレスの胸元に手を当てて、緑柱石の瞳で見つめてくる。

「ご存じかもしれませんが私はエレナ・シャロット。あなたのお名前を教えてくださいませんか？」
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　反射的に『カイム』と答えようとしたが、思いとどまる。

　将来、状況によっては勇者と戦う日がくるかもしれない。それに備えて、本当の名は隠した方がいいだろう。

　カイムは祖父の名前を、偽名として使うことにした。

「……レイだ」

「レイさん、ですね」

　エレナは、心に刻みつけるようにその名前を呟つぶやく。

　そして買ったばかりの『冒険者のドレス』をなでて、

「ありがとう。このドレスに、ポーション三本がついて百二十ゴールドだなんて、すっごく良い買い物でした」

「ああ。さらに良質な防具を仕入れておくから、また来てくれ。今日買ったドレスも、いい値段で下取りさせてもらおう」

　そうすれば再び、エレナの古着を魔王に献けん上じようできる。

　まさに好こう循じゆん環かんだ……魔王がそのたび『クンクンペロペロ』することを考えると、悪循環かもしれないが。

「わかりました」

　勇者は頷いたあと、いたずらっぽく笑って見上げてくる。

「レイさん。その時は下取りした私の服、嗅いじゃダメですよ？」

「た、たわけ！　誰が嗅ぐか！」

「ふふっ、そうですよね。そんな事を好んでするの、変態だけですよね」

（やはり、我が主あるじは変態なのか……）

　カイムは肩を落とした。





　　　　●






　エレナが店から去ったあと。

　カイムは下取りした古着を丁てい寧ねいに畳たたみ、魔族の職人が漉すいた最高品質の紙で包んだ。

　この服は魔王への献上品である。丁重に梱こん包ぽうせねばならない。

　そしてカイムは一度外へ出て、町でソゥやチクシーへの土産みやげを買った。

　再び広場の露店へ戻り、イミテーターに指示を出す。

「では、この店は頼むぞ」

「はい」

　そして《転移》を使う。

　到着したのは、魔王城にある広い自室。大きな執務机には書類が山積みになり、壁の棚は資料や本で埋まっている。

（早く魔王様に、勇者の古着をお届けしなくては）

　カイムは《変身》で人間の服から、魔軍参謀としての衣装に着替え、仮面を外す。

　再び《転移》を使い、玉ぎよく座ざの間の大扉に通じる前に飛ぶ。

（……む？）

　大扉の向こうから、多くの魔物の気配がする。先ほどまでは魔王に加え、自分たち四天王しかいなかったはずだ。

　大扉が勝手に開き、中から大だい音おん声じようが聞こえてきた。

『魔軍参謀にして魔軍四天王筆頭カイム・ノイエジーク様、ご入場！』

　沢山の拍手の音が、カイムの全身を打った。

　中央に敷かれた赤い絨じゆう毯たんの両側には、数百にも及ぶ魔物……。

　一ツ目鬼サイクロプス、死の絡繰人形デスマシーン、骸骨将軍スカルジエネラル、黒竜ブラツクドラゴンなどの強力な魔物がズラリと並んでいたのだ。

（こ、これは……）

　凱がい旋せん式しき。

『高名な冒険者を倒す』『一国を滅ぼす』などの大手柄を挙げた魔物を、盛大に迎えるためのものだ。

　ぶわっ、と全身から冷や汗が出てくる。

（やめてくれ。俺は勇者を着替えさせ、古着を下取りしてきただけなんだ……）

　羞しゆう恥ちでうつむきながら、赤い絨毯の上を歩く。

　大広間の奥の階段。その上の玉座には魔王が座り、隣には、ソゥとチクシー、マッドが立っていた。

「おおおお！　勇者が、素晴らしいドレスを着ておる。似合うぞ可愛いぞ────!!」

　魔王は玉座から身を乗り出し、魔法画面モニターを食い入るように見つめていた。

　画面ではエレナが『冒険者のドレス』をまとい、グラン王国の城下町をご機嫌で歩いている。通行人たちも、あまりの美しさに見とれているようだ。

　続いて魔王はカイムを見下ろし、両手を広げて立ち上がった。

「おお、よくぞ戻ったカイム！」

「はっ」

　カイムが片かた膝ひざをつくと、魔王は、

「よくぞ勇者が『アルマジロの鎧』を装備するのを阻そ止しし、あのドレスを着せてくれた！」

「お褒ほめのお言葉、ありがとうございます」

「貴様の功績を称たたえるため、急きゆう遽きよ魔物たちを集めた。聞こえるか。お前を讃たたえる声が」

　残念ながら、それほど讃える声は聞こえてこない。

『勇者が着替えた』だけで集めさせられたため、不満な魔物もいるのだろう。

「聞こえるか、お前を讃える声が!!」

　魔王が爆炎魔法を放つと、大広間の壁一面が丸々吹っ飛んだ。

　恐れおののいた魔物たちが、絞り出すように歓声をあげる。

「さすが魔軍参謀カイム様！」「あ、あれほどまで、勇者を可愛く着替えさせるとは！」

　言わされてる感丸出しである。

（もうやめてくれ……）

　穴があったら入りたい気分だ。ドＳのソゥが、そんなカイムをぞくぞく震えながら見下ろしてくる。

　そして魔王は、おそるおそる、という様子で、

「で、『もう一つの目的』は手に入れられたのか……？」

　カイムは階段をのぼって玉座の前へ進み、紙で包んだ古着を、伝説の武具であるかのように恭うやうやしく差し出す。

「はっ。これが勇者エレナの古着でございます」

「お、おおぉ……」

　魔王は震える手で受け取った。カイムが丁寧に行った梱包を、乱暴に破く。

　そして古着を、天高く捧げ持った。

「喜べ皆の者……ついに、ついに、妾わらわは勇者の古着を手に入れたぞ！」

「「「「おめでとうございます」」」」

　カイムたち四天王、それに魔物たちは拳や武器を突き上げ、鬨ときの声をあげた。

　黒竜は景気づけに火を吐き、楽隊が荘そう厳ごんなファンファーレを奏でる。世界征服を達成したような雰囲気である。

「ふぁあ、最高の香りじゃあ……」

　魔王は古着を鼻に押しつけながら、

「カイムよ、本当によくやってくれた。この働きを未み来らい永えい劫ごう語り継ぐため、貴様が勇者の古着を得た英雄詩サーガを作らせることとしよう」

「謹つつしんで、ご遠慮させていただきます」

　後こう世せいに恥を遺のこすだけのことだ。

「むぅ、謙けん虚きよな奴じゃな……じゃがカイムよ。『勝って兜かぶとの緒おを締めよ』という。この成功に驕おごることなく、次の任務に励はげんでほしい」

「は、はい」

　魔軍参謀カイムは、心の底から願う。

（次こそは……次こそは、まともな任務が来てくれ）

　だがそれは案の定、裏切られることになる。

　魔王は魔法画面の一つを指さして、

「見よ。勇者は、腰にポーションの小瓶をつけておるな」

　カイムはうなずいた。商談を成立させるため、おまけとして付けたものだ。

　そして魔王は、意外すぎることを言った。

「勇者があの小瓶を使用した後、回収せよ」

「は？」

「妾が舐なめて、勇者と間接キスをするためじゃ。わかるな」

　わかりません。

　そう言いたくなるのをこらえて、カイムは頭を下げた。命じられた以上、全力でやるしかない。

「はっ！　四天王筆頭にして魔軍参謀カイム・ノイエジーク──必ずや勇者の使用済みポーションの小瓶を回収してみせます！」

　役職と、任務の落差が切ない。

　ため息をこらえつつ四天王の列に並ぶと、ソゥが耳打ちしてきた。

「さすがカイム。できる男に仕事は回ってくるわね……変態的な仕事ばかりだけど」

「うるさい……ソゥ、すまんが今晩も酒につきあってくれるか」

「いいわよ～。人間界のお酒、お土産に買ってきてくれた？」

　うなずくカイム。酒好きのソゥへの口止め料のようなものだ。

　ひそひそ話す二人を、チクシーが見上げてきて、

「カイムさん、ソゥさん。ボクも交ぜてください」

「もちろんだ。お前への土産は城下町で買った、建築学の本だぞ」

「わぁい！　ありがとうございます！」

　笑顔で万ばん歳ざいするチクシー。その天てん真しん爛らん漫まんな姿に、ささくれた心が癒いやされていく。

　マッドも話しかけてきた。

「お三さん方かた、我わが輩はいも参加させてほしいのである」

　ソゥが流し目を送って、

「本当はイヤだけれど、貴方が四つん這いになって、テーブルになるなら参加させてあげる」

「ありがとうである！」

　ドＭのマッドが興奮に息を荒あらげる。チクシーは年長者をテーブルとして使いたくないのか、微妙な顔をしていた。

　カイムはその様子に苦笑した。

　アクの強い四天王によって少し心は落ち着いた。だが次の仕事を思うと憂ゆう鬱うつになる。

（『勇者の、使用済みポーションの空き瓶を手に入れろ』か。はぁ……）

　長らく魔軍参謀として働いてきたが、これほどやる気の湧かない仕事は初めてだ。

　先代魔王の時代は、やりがいのある仕事をバリバリしていた。

　ジャフィが魔王になったのは半年前のこと。その当初もカイムは魔軍参謀らしい仕事に従じゆう事じしていたものだ。

　だが──ある日、全てが変わってしまったのである。
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　ジャフィは、先代魔王ザンデ・サタナー・アンフィスバエナの一人娘として生まれた。

　ザンデは圧倒的な覇は気きを放つ、筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうの偉い丈じよう夫ふ。

　彼の姿を見るだけで魔物たちは震え上がり、人間は絶望したものである。

　ザンデはジャフィを次の魔王にふさわしい者にすべく、直じき々じきに教育をほどこした。

　帝王学、魔物の統率を学ぶための模擬戦、そして個人戦闘訓練。

　それらはいずれも厳しかった。個人戦闘訓練ではザンデに殺されかけたジャフィを、カイムが何度か命がけで庇かばったほどだ。

　ある時ジャフィが、親とはぐれた小鳥を拾い、飼っていた事がある。だがその小鳥をザンデは『魔王に優しさなどいらぬ』と娘の前でひねり殺してしまった。

　幼い頃は快かい活かつだったジャフィも、ザンデのそんな教育によって笑顔を失い、無表情になっていった。

　だがそれでもジャフィは、戦闘でも学問でも優れた才能を発揮した。

　当時、魔ま物もの開かい発はつ士しマッドはまだ四天王になっておらず、『魔ま将しようゴルディック』という武ぶ勇ゆうに優れた魔物が務めていた。

　ゴルディックは『ジャフィ様は、立派な後あと継つぎになられるに違いない』と喜んでいたものである……一方ソゥは『真面目すぎてつまらないわ』と言っていたが。

　だがある日とつぜん、魔ま軍ぐん全体に激げき震しんが走った。

　魔王ザンデに不ふ治じの病やまいが見つかったのだ。すでに病状は絶望的なほどに進んでおり、治療は不可能。それどころか残された命も、僅わずかとのことだった。

　魔ま界かい教きよう皇こうソゥでも、病や寿命などで亡くなった魔物を復活させることはできない。

　魔王ザンデは、ジャフィとカイムを枕元に呼んだ。

　たくましかった身体は、今や枯かれ木きのよう。覇気も全く感じられない。

　何度も咳をした後、かすれた声で、

「お前たちを呼んだのは、二つ理由がある。まず一つ目──グラン王国に勇者が現れた」

　カイムは息をのんだ。

　勇者とは、魔族から人類を守るために現れる者だ。

　その出自は様々で、騎士、商人、はたまた奴ど隷れいの子として生まれることもある。

　勇者の特徴は、十五歳になると右手の甲に『勇者の紋もん章しよう』が浮かび上がること。

　そうなった者は国に申告し、しばらく勇者としての訓練を受け、魔王討伐の旅に出されるのが習ならわしだ。

　ザンデは弱々しい眼まな差ざしを、ベッドの傍かたわらに立つジャフィに向ける。

「そしてもう一つの理由は──よく聞けジャフィ。ワシはもうすぐ死ぬ」

「はい」

　ジャフィの声は平へい坦たんで、表情は人形のよう。

　父が死にかけているのに、何の感かん慨がいもないように見える。『魔王に優しさなどいらぬ』という教えを守っているのだろう。

　それを見たザンデは、苦い顔をして、

「……すまなかったな、ジャフィよ」

「「え？」」

　ジャフィだけでなく、カイムも思わず聞き返してしまった。

　魔王ザンデが誰かに謝るなど、初めて見たからだ。

「ワシはお前を立派な魔王にするため、非常に厳しく接してきたが……それは間違いだったかもしれぬ」

　無表情だったジャフィの顔が、みるみる動揺に染まる。視線が落ち着き無くさまよい始める。

　ザンデは乾いた唇くちびるを嚙んだあと、

「思えばワシは、娘の笑顔をほとんど見たことがない……父として、これほどの不幸があろうか」

「父、上……」

　かすれた声を漏らすジャフィ。

　その滑すべらかな手を、ザンデは懸命につかんだ。そして精一杯の力をこめて告げる。

「我が娘ジャフィよ。これからは、お前の生きたいように生きよ」

　娘に、厳しすぎる教育をしてきた魔王の言葉とは思えなかった。

　そしてザンデは、心からの悔かい恨こんをにじませて、

「ワシは父としてではなく、魔王としてしかお前に接することができなかった……それを非常にすまないと思っている」

　そしてザンデは、微笑を浮かべてカイムを見上げてきた。

「我が第一の忠ちゆう臣しんカイムよ、娘を助けてやってくれ。よろしく頼む……ぞ……」

　そしてザンデの全身から力が抜け、ゆっくりと目を閉じた。

　──死んだのだ。

　ジャフィは瞬まばたき一つせず、魂が抜けたようにつぶやく。

「なぜそんな事を、死の間ま際ぎわに言うのだ……」

　そして一気に、感情をほとばしらせる。

「『生きたいように生きよ』じゃと!?　さんざん『魔王としての生き方』というものを妾わらわの心身に叩き込んでおきながら、なんじゃ……なんじゃ今更……！」

　ジャフィはザンデの亡なき骸がらにすがりつき、その胸を何度もたたいた。

　それは父を痛めつけているようでもあり……子供が駄だ々だをこねるようでもあった。

　カイムはその様を、黙って見守るしかなかった。

　三十分ほど経っただろうか。

　ジャフィは天を仰ぎ、唇を血が出るほど嚙んだあと、

「今更生き方など変えられぬ。妾は魔王の娘、ジャフィ・サタナー・アンフィスバエナなのだ」

「……」

「カイムよ。父上の崩ほう御ぎよを魔軍全体に伝えよ。盛大な葬儀を行うのだ」

「承うけたまわりました」

「そのあとは戴たい冠かんの儀ぎを行い、妾が魔王の座に就つく。そして立派な魔王となるのだ」

　カイムは胸に手を当て、頭を下げた。

　ザンデはジャフィに『生きたいように生きよ』と遺言した。

　そしてカイムには『娘を助けてやってくれ』と告げた。

『立派な魔王になる』ことがジャフィの目標なら──カイムはそれを叶えるべく助けるだけである。

　……それが彼女の本心なのかどうかは、わからないが。





　　　　●






　カイムの段取りのよさもあって、魔軍全体をあげたザンデの葬儀、そしてジャフィの戴冠の儀はつつがなく終わった。

　魔王となったジャフィは、指揮官クラスの魔物との面会、財務状態の把は握あくなど、父の仕事の引き継ぎをした。

　魔軍全体の視察も行う。魔王城へ通じる『破滅の迷宮』を整備していた四天王チクシーにも、激げき励れいの言葉をかけたりした。

　生活は多忙を極めたが、それはジャフィにとって救いであったかもしれない。

　魔王としての仕事に没ぼつ頭とうしていれば、父の『生きたいように生きよ』という遺言について考えずにすむからだ。

　そんなある日の夜。

　カイムはジャフィの部屋に呼び出された。彼女の生き真ま面じ目めさを物語るように、膨ぼう大だいな資料や本が棚に整然と収められている。

　カイムは執務机を挟んで、椅い子すに座るジャフィと向き合った。

　机の資料を見ると、どうやら将来有望な魔物のピックアップをしているらしい。

「カイムよ。『魔物開発士マッド・プリズナー』とかいう奴を知っておるか」

「その異名通り、魔物の開発に非凡な腕を持っています。最近開発した『イビルアイ』という魔物は……」

　カイムがイビルアイについて説明すると、ジャフィは感心したように、

「ほぉ、それは偵察に非常に向いておるのぅ」

「はい。マッドはその……性格に多少難はありますが、優秀な魔物です。もっと上の立場につければ、更なる活躍が期待できるかと」

　検討しておこう、と頷うなずくジャフィ。

　彼女を見てカイムは思う。

（マッドは、いずれ俺も推すい薦せんしようと思っていた男）

　ジャフィは部下の戦闘力にだけ注目せず、特性を見抜いて適材適所に配置する力もあるようだ。

　ジャフィは話を変えるように、長い脚を組み、

「さてカイムよ。父上の葬儀と戴冠式が終わり、仕事の引き継ぎにも一段落ついた。次に何をすべきかわかるな」

「はっ。先代魔王様が語られた、グラン王国に現れた勇者──その討とう伐ばつですね」

　うむ、とジャフィは頷いた。

「すぐに全軍に出撃命令を出せ。グラン王国に総攻撃をかけ、勇者を殺すのだ」

「いえ、そこまで大規模な攻勢ですと、勇者が混乱に紛まぎれて落ち延びる可能性がございます。ここは少数精鋭で隠おん密みつ裏りに奇き襲しゆうし、勇者を討つべきかと」

「……うむ、その言げんもっともだな。『隠密裏に奇襲』というと、《転移テレポート》が使える妾とカイムで行くのが最適か」

《転移》は魔軍でも、ジャフィとカイムしか使えない。

　たった二人での奇襲となるが、魔軍のＮｏ．１とＮｏ．２の実力者だ。勇者はまだ修行中で未熟だろうし、戦力としては充分すぎるほどである。

　ジャフィは肩をすくめて、

「他の四天王も連れていかぬとなると……ソゥ、チクシーはともかく、ゴルディックは『なぜワシを勇者討伐に参加させてくれなかったのですか』と怒りそうじゃな」

「ゴルディック殿は武ぶ人じんとして純粋すぎます。『やあやあ我こそは』などと名乗りを上げて突っ込まれたら、隠密作戦どころではありませんし、それに……」

「それに？」

「ゴルディック殿に勇者を討たせるより、ジャフィ様が勇者を討った方が、魔王としてハクがつきます」

「……結果、ますます妾は魔王らしくなる訳じゃな」

　ジャフィは自じ嘲ちよう気ぎ味みに笑った。

　父の『生きたいように生きよ』という遺言とは裏腹に、彼女は魔王としての道を着々と歩んでいる。

　ジャフィは迷いを振り切るように頭かぶりを振った後、立ち上がる。

「ではカイムよ。勇者を討ちに、ともにグラン王国へゆくか」

　カイムは軍服の胸元に手を当てて、

「魔王様──貴方あなたは大切な御お身体からだ。万一の危険もあってはなりません。まず私が先にグラン王国へ《転移》し、安全を確認してから魔王様をお呼びしたいと思います」

「うむ。では妾は、ここで待機しておるぞ」

　ジャフィが腕組みすると、豊かな胸が強調された。

　彼女がマントの下に纏まとうのは、僅かな布とベルトだけの大胆すぎる衣装。それに、茨いばらが巻かれた奇抜なニーソックス。

　だがこれらは伝説級の防具であり、物理、魔法ともに高い耐性を持つ。防御面での心配はいらないだろう。

　カイムは頭を下げたあと《転移》を唱となえた。

　一瞬の浮遊感の後……。

　到着したのは、草が生おい茂しげる平原。

　雨が降ったのか、地面がぬかるんでいる。

　すでに夜になっているが、魔族は人間よりはるかに夜よ目めが利く。計画に支障はない。

　少し離れた所に城壁が見える。グラン王国を魔物から守る為のもので非常に高いが──

「《飛行フライ》」

　飛ぶことのできるカイムには、どうという事もない。

　城壁を越え、暗い城下町の上空を飛ぶ。居酒屋らしき建物には点々と明かりがついている。

「勇者エレナ・シャロットの登場に乾杯！」

「まさかあの貧乏花売り娘がねぇ！」

「あれだけの別べつ嬪ぴんだ。困こん窮きゆうのあまり、いつか娼しよう婦ふになるのを期待してたんだが」

　などと声が聞こえてくる。

　カイムは、都市中央にそびえる城の上空に辿たどりついた。ここに今、勇者はいるはずだ。

（……む）

　城の一角に広場があって、弓の的や、剣や槍を打ち込む為の案山子かかしが設置されている。

　練れん兵ぺい場じようのようだ。

　かすかな月明かりの中、藁わらでできた案山子に剣を打ち込む少女が一人。

　ありふれた町娘の服を着ているが、その右手の甲こうに見えるのは──勇者の紋章。

（間違いない。アイツが勇者だ！）

　カイムは《念話コール》でジャフィに連絡をとる。離れた場所にいる者と思念で話ができる、便利な魔法だ。

『魔王様、勇者を発見しました』

『よくやった。お前の現在地を詳しく教えよ』

『はい。《座標コーデイネイ》を使います』

　この魔法は『魔王城から、自分がいる場所への方角と距離』を計測するもの。

　カイムは《座標》で得た数値を、魔王に伝える。

『わかったカイム。すぐにそちらへ《転移》し、勇者を殺す』

『はっ！　お待ちしております』

　……だが、ここで一つ問題がある。

　ジャフィは《転移》があまり得意ではないのだ。狙った地点から数十メルトナも離れてしまうこともある。

（うまく俺の側に《転移》してきてくれればいいが）

　そう思った瞬間。

「きゃあっ!!」

　練兵場の勇者が悲鳴をあげ、ぬかるんだ地面へ仰向けに倒れた。

（さすが魔王様。《転移》直後に勇者を殺したのか？）

　期待するカイムだが、よく見ると違うようだ。

　どうやらジャフィは、意図せず勇者のもとへ《転移》し、押し倒してしまったらしい。

「いつつ、なんじゃ一体」

「それはこっちの台詞せりふ……何なのいきなり？」

　二人の少女は、よろよろと立ち上がった。

　ジャフィは勇者を下敷きにしたため、ほぼ汚れてはいない。

　対して、勇者は背中などが泥まみれだ。紋章がある右手の甲も汚れている。ゆえに彼女が勇者とは、ジャフィは気づいていないようだ。

　勇者は目を細めて、ジャフィを凝ぎよう視しする。夜目が利く魔族──ジャフィやカイムとは違い、この暗さではほとんど見えていないだろう。

「うっすらとしか見えないけど、その格好、もしかして……」

　魔王と気づかれたか、とカイムが身構えたとき、

「あなた、娼婦さん？」

　全身から力が抜けた。ジャフィのマントの下は露出度がかなり高めで、そう見えてもおかしくない。

　さすがのジャフィも毒どく気けを抜かれた様子だ。

「しょ、娼婦じゃと!?」

「うん。城の貴族に呼ばれてきたのかな？　よく道を間違えて、こっちの練兵場にくるんだよね」

「な、何を訳のわからん事を」

　ジャフィは右手を突き出し、マントをはためかせて言い放った。

「聞いて驚け──妾こそいずれ人間どもを根ね絶だやしにする、魔王であるぞッ!!」

　威い厳げんに満ちた姿を見て、カイムは涙ぐんだ。亡き先代魔王・ザンデに見せてさしあげたい程だ。

　だが……

　勇者は恐れるわけでもなく「おおー」と拍手するのみ。

「わぁ、すごいすごい。それっぽい」

　自己紹介が不発に終わった魔王は、やや頰ほおを赤くして、

「き、貴様、全く信じておらんな？」

「うん。よく見えないけどその格好と口調……『魔王プレイ』って奴のためなんだよね？　この城に住む貴族、魔王っぽい格好をさせた娼婦を責めるのが好きな変態が多いらしいから……」

「なに!?　許すまじ！」

　人間にとって、魔王は恐怖の象徴だ。

　それを疑ぎ似じ的てきにとはいえ、責めたてて愉たのしむ──そういう歪ゆがんだ性せい癖へきを持つ者もいるのかもしれない。

　勇者は泥がついた指を服でぬぐったあと、ジャフィの豪ごう華かなマントに触れた。マントについた宝石が揺れ、微かな月げつ光こうで輝く。

「この手触り、凄く高級な素材だよね。キラキラした石も沢山使ってるし……本物の魔王のモノみたい」

（実際、そうだからな）

　続いて勇者は、ジャフィの全身を見つめる。

「うーん……顔はよく見えないけど、貴方すごくスタイルよさそうだし、声も綺麗。頑張れば、グラン王国で一番の娼婦にもなれるんじゃないかな」

「たわけ。妾は魔王じゃ。そんなものに興味はない」

「娼婦として、あくまで魔王になりきるプロ根性……！　尊敬してしまうわ」

　勇者が感嘆の声をあげた。

　なぜかジャフィはやや頰を染め、うつむいている。ちょっと照れているようだ。

　……妙な流れになってきたので、カイムは《念話》で語りかける。

『魔王様──っ。和なごんでいる場合ではありません。そいつがターゲットの勇者です！』

　だがジャフィに《念話》は届いていないようだ。

　勇者との会話に気をとられているためだろう。《念話》は集中力が必要な魔法なのだ。

　ジャフィは、先程スタイルを褒められたことを受けてか、

「女よ。貴様のスタイルも素晴らしいではないか。我が魔軍でも上位に入るであろう」

「あはは。魔軍って二足大豚オークとか、骸骨剣士スカルナイトとかがいるんでしょ？　その中で『スタイルが上位に入る』と言われても」

「そうか──ふっ、言われてみればそうだな……」

　ジャフィの口くち許もとがほころんだ。

　その表情は、見たこともないほどリラックスしている。

　考えてみれば……ジャフィがいつも接する相手は部下ばかりなのだ。そこでは常に『魔王らしい振る舞い』が求められる。

　実に皮肉なことだが、ジャフィは今、生まれて初めて……

『魔王』と聞いても真に受けないあの勇者に、飾らぬ気持ちで接することができているのだ。

　カイムはその光景を、黙って見ていることしかできない。あの少女が、討つべき勇者だと伝えれば──ジャフィの今の笑顔は消えてしまうだろう。

　勇者と魔王の、奇妙な立ち話は続く。

「……でもあなた、言葉遣いや気き品ひんからすると、いいところのお嬢様みたいね。どうしてそんなお仕事を？」

　勇者はジャフィの事を『没ぼつ落らく貴き族ぞくが娼しよう婦ふに身を落とした』とでも思っているのだろう。

「そ、それは……」

　ジャフィはうつむいて、絞り出すようにいった。

「父上が、突然亡くなってしまって」

「そうなの……だから貴方が頑張らないといけないんだね」

　うむ、とジャフィは頷き、夜空を見上げた。

「父上は妾に厳しい教育を施ほどこした。じゃが死ぬ直前にそれまでの事を謝罪し『生きたいように生きよ』と言い残して亡くなった──ふん、勝手な父親じゃ」

「…………いいなぁ」

　勇者がこぼした言葉に、ジャフィが目の色を変えた。

「い、『いいなあ』じゃと!?　父上が死んだ話をしたのに、なんたる言いぐさ──」

「私のお父さんは、最低のロクデナシだったから」

　ジャフィは言葉を失った。勇者は怒りを堪こらえるような口調で、

「お母さんや私が、懸命に花を売って稼いだお金は暴力で奪い、バクチや酒に使う。そのお金もなくなれば、お母さんに『身体を売れ』と言う──」

　勇者は唇を嚙みしめたあと、声を詰まらせて、

「お、お父さん、酔って石畳に頭をぶつけて死んだけど、正直せいせいしたの。お母さんはアイツに働かされ過ぎたせいで、それから間もなく死んじゃったけど……」

「……な、なんと酷ひどい父親じゃ」

（あなたの父親、魔王ですけどね）

　カイムは心中で言った。

　勇者は微び笑しようをジャフィに向けて、

「さっき『いいなあ』って言ったのはその為。あなたは私と違って、お父さんに愛されていたんだよ。だから亡くなる間ま際ぎわに『生きたいように生きよ』って言ってくれたんじゃない？」

「……」

「だからもっと素直に、お父さんの気持ちを受け取ってもいいんじゃないかな」

　ジャフィは背中を丸め、顔を両手で覆った。

　魔王などではなく、迷子の子供のようだ。

「じゃ、じゃが。妾は立場上、誰にも素直な姿を見せられん。父上が死んだときも、涙を我慢したのじゃ」

「立場？　ああ『没落した貴族の大だい黒こく柱ばしらだから』とかの理由……」

　勇者は、またしても勘違いしている。

　それを否定しようとしたジャフィを、なんと──勇者がそっと抱きしめた。

「辛かったんだね」

「な、何をする。妾は魔王。慰なぐさめなど要らぬ」

「いいんだよ。今はそんなプレイ用のキャラを演じなくても」

　別に、プレイ用ではないのだが。

　そんな事を知るはずもなく、勇者は続けた。

「ただの、一人の娘として──お父様を失った悲しみを、思いっ切り吐き出せばいいと思う」

「う……うぅう…………」

　そして堰せきが切れたように、ジャフィの口から嗚お咽えつがあふれた。

「わぁあああああああ……お父様。お父様ぁああああああ────っ！」

　ジャフィは勇者にすがりついて、幼おさな子ごのように泣きつづけた。

　先代魔王が死んでから、ジャフィが初めて素直になった瞬間であった。




　それから十分も経っただろうか。

　ジャフィはようやく勇者から離れ、何度も目をこする。

　そして消え入るような声で、

「……みっともない所を見せてしまった」

「そんな事ないよ。私だってお母さんが死んだ日は、涙が枯かれるほど泣いたもの」

「そうか……ありがとう」

　ジャフィは見たこともないほど愛おしげな顔で、勇者を見つめる。

（魔王様に、心しん情じようを吐と露ろできる友ができたのは、本来は良いことなのだが……）

　あまりに皮肉なことに、その相手は暗殺のターゲットである勇者なのだ。

　しかもそのことに、ジャフィはまだ気づいていない。

　勇者が心配そうな声で、

「話し込んでしまったけど、お仕事に行かなくていいの？　お客様の貴族に怒られるよ」

　娼婦の仕事に遅刻しないか、案じているようだ。

「たわけ、妾は勇者を暗殺しに来たのじゃ」

「本当に魔王キャラに徹てつしてるね……」

　勇者は感かん嘆たん混じりに呟つぶやいたあと、状況を一変させる言葉を放った。

「じゃあ、私を殺さなきゃいけないね」

「!?」

　ジャフィの顔色が変わり、一歩退がる。

「貴様、何を、言って──」

「気づいてなかったの？　暗くて見えないかもしれないけれど、ちょっと待ってね」

　勇者は己の服で、泥で汚れた右手の甲をぬぐう。

『勇者の紋章』が現れた瞬間、ジャフィは叫んだ。

「ま、まさかお前が、勇者じゃったのか!?」

「えっ、よく見えたね……そう。私が勇者エレナ・シャロット」

　ついに、少女の正体を知ってしまったジャフィ。

　目を閉じて天を仰ぎ──覚悟を決めたように奥歯を嚙んだあと、戦闘のための構えをとる。

（魔王様、おいたわしい……）

　これからジャフィは、初めてできた友を殺さねばならないのだ。

　その悲劇にカイムが胸を痛めていると……

　ジャフィが構えをといて、

「そ、そうか……じゃが貴様は勇者としてまだ未熟。この魔王の相手をするには、百年早いわ！　さらば！」

　そう言って、城の中へ入っていった。

（ええ───!?）

　カイムは驚きよう愕がくしつつ、《飛行》でジャフィを追いかける。

　城の中の大きな柱の陰に連れ込み、ひそひそと会話をした。

「ま、魔王様！　勇者暗殺はどうされたのですか？」

　ジャフィはこれ以上ないほど顔をそらして、ぼそぼそと、

「暗殺は、中止じゃ」

「なぜですか。勇者と友人になったからですか？」

　だとしたら、まだ同情の余地はある。

　だがジャフィの答えは、カイムの想像を遙はるかに超えていた。

　豊かな胸の前で人差し指を合わせ、頰ほおを染める。そして初う心ぶな少女のように呟く。

「…………ほ、惚ほれたからじゃ」

　カイムは、口をあんぐり開けたあと、

「ほ、惚れた!?　本気、ですか……？」

「本気も本気じゃ」
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「はぁあ!?」

　普段は冷静なカイムが、素すっ頓とん狂きような声を出した。

　無ぶ礼れいとはわかっているが、ジャフィの両肩を摑つかんで揺らす。

「お気は確かですか!?　結ばれる訳がないではありませんか！」

「くっ。そうかもしれんな……なんという悲劇的な愛なのか」

　そうだ。

　魔王と勇者が結ばれるはずもない。

「よりによって妾が愛した者は、同性だったとは」

「いや、そこもですけど……そこもですけど!!」

　カイムは声を絞り出したあと、ため息交じりに言った。

「では魔王様、これから如何いかがなされるおつもりですか」

「うむ。父上は妾へ、こう遺ゆい言ごんをしたな。『お前の好きなように生きよ』と」

「は、はい」

「ゆえに妾はこれから好きなように──勇者エレナのために生きる。貴様ら四天王をはじめ、魔軍は総力をあげて、妾に手を貸せ！」

　カイムは絶句した。

　そんな魔王、聞いたこともない。

　だが先代魔王ザンデは、カイムにとっても大だい恩おんある方だ。その遺言ともなれば、聞くしかない。

　ジャフィは見たこともないほど生き生きとした様子で、

「よしカイムよ。早速魔王城へ《転移》で戻り、準備開始じゃ」

「じゅ、準備とは？」

「まずは魔物開発士マッドに命じて、イビルアイをたくさん作らせ、勇者の様子を逐ちく一いち見られるようにするぞ」

（そんな覗のぞき魔まのような事を、誇り高き魔王が……）

　なぜこうなった。

　カイムは、柱に手をついてうなだれた。




　──無論、ジャフィによる方針の大転換は、魔軍全体に大混乱をもたらした。

『魔王が、勇者に恋するとはなんたることか』

『その恋の手助けのため、なぜ魔軍が総力をあげねばならんのだ』

　そんな至し極ごくもっともな不満を持った魔物たちをまとめ、反乱軍を組織したのが──

　四天王の一人・魔将ゴルディックである。

　だが第二形態になったジャフィの強さは圧倒的で、ゴルディックを一撃で倒してしまった。

　そしてカイム、ソゥ、チクシーたちの活躍により、反乱軍もあっさり壊かい滅めつした。

　反乱の首しゆ謀ぼう者しや、魔将ゴルディックは四天王の座を剝はく奪だつ。

　そして罰として、死し罪ざいではなく……

　世界の果てにある誰も来ないような祠ほこらで、一人で『うまのふん』が入った宝箱の番人をさせられている。

　誇り高き武人である彼には、死より辛いだろう。

　一度カイムが様子を見に行ったところ、涙目でこう懇こん願がんされた。

『頼むカイムよ。せめて宝箱の中身を……伝説のアイテムとか、もっと守る気が湧わくような物にしてくれ!!』

　カイムは同情しつつも、

『一応魔王様に伝えてはみますが、ムリだと思います』

『くっ……こうなれば自ら命を絶つか……』

『そうなさっても、たぶん魔王様がソゥに命じ、貴方を生き返らせますよ』

『無念!!』

　ゴルディックは血の涙を流した。

　気の毒に思ったカイムは、一応ジャフィに報告した。

『魔王様。ゴルディック殿が〝宝箱の中身を、もっと守り甲が斐いがあるものに〟と懇願されています』

『そうか。では──奴が守る宝箱の、うまのふんを増やしてやれ』

『量の問題ではないと思いますが……』

　そして今も魔将ゴルディックは、世界の果てで、宝箱に満まん載さいされたうまのふんを守り続けている。




　ゴルディックの代わりに四天王に抜擢されたのが、魔物開発師マッドだった。

　彼が大量生産したイビルアイにより、魔王のストーキング行為は過激さを増していく。

　そしてカイムたち魔軍の面々も、ジャフィの思いつきに振り回されることになるのだった。
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　話はふたたび、今に戻る。

　魔王城の、広大な玉ぎよく座ざの間。カイムは魔ま界かい教きよう皇こうソゥ、魔ま界かい建けん築ちく士しチクシー、魔ま物もの開かい発はつ士しマッドと並んで立っていた。

　玉座に座る魔王を仰ぎ見れば、カイムが獲かく得とくした戦利品──

　勇者エレナの古着を鼻に当て、混乱魔法でもかけられたように蕩とろけた顔をしている。

「んんんんん～～～勇者の……勇者エレナの匂いいいいひっっっつ!!　甘くて爽さわやかで、頭トロけちゃいそうにゃのぉほおおおおっ!!」

　背はい徳とく的てきなのは魔王として結構なことだが、背徳のレベルが低すぎる。

　魔王は火ほ照てった顔で、カイムを見下ろしてきた。

「カイム、本当によくやったぞ。勇者の古着を手に入れた貴様こそ、今のところ最大の功こう労ろう者しやじゃ」

「ははぁっ」

「この勢いに乗じようじ、勇者が飲んだポーションの小こ瓶びんも獲得するのだぞ」

　あまり乗じたくない勢いだが、やらねばなるまい。

　そしてカイムたち四天王や魔王が、魔法画面モニターに視線を移すと──

　冒険の準備を整えて城門から出ようとする勇者を、兵士や町の人々が見送っていた。

『勇者エレナ、魔王を倒してくださいよ！』

『勇者！　勇者！』

『世界を救ってください！　何もできない私たちですが、ここで祈っております！』

　エレナは笑顔こそ浮かべているが、どこかぎこちない。

　城門から出て街道をしばらく歩くと、グラン王国を振り向いて、暗い声でつぶやいた。

『……勝手な人たち』

　それを見たカイムは、露ろ店てんでエレナが言ったことを思い出す。




『ふふっ、無理して敬語を使うことないですよ……この国の人たちみたいに』




　どうやらエレナはグラン王国の人々に、密かに不満を抱いているようだ。

　だが知り合って間もないカイムには、その理由はわからない。

　ともあれ、エレナは街道を西へ歩いて行く。その両側には平原や森が広がっていた。

　彼女の当面の目的地は、西に二日ほど歩いたところにある『勇気の洞どう窟くつ』だ。

　そこには『勇気の宝ほう玉ぎよく』というアイテムがある。

　伝説の武器『聖せい剣けんヴルガラッハ』を手に入れるためには、勇気、愛、知恵、闘志、信頼の宝玉を集めねばならない。

『聖剣ヴルガラッハ』がなければ、人間は魔王城の城門をあけることができない。勇者にとって、魔王打倒に不可欠なアイテムといえる。

　魔王が、画面の中のエレナをガン見しながら、

「まあ、勇者が五つの宝玉集めに失敗しても、何も問題はないのじゃがな……その場合は魔物たちに宝玉を集めさせ、手に入れた『聖剣ヴルガラッハ』を勇者に渡すから」

　魔王からすれば、『聖剣ヴルガラッハ』など魔王城のカギにすぎない。むしろさっさと入手してもらい、早く魔王城へ来て欲しいのだろう。

　カイムは質問した。

「魔王様。具体的に、どうやって勇者に聖剣を渡すのですか？」

「んぁ？　適当な雑ざ魚こモンスターに『聖剣ヴルガラッハ』を持たせて、勇者に殺させればよい」

　雑魚モンスターが伝説の武器をドロップしたら、ぜったい偽物と思われるのではなかろうか。

　そんな疑問を抱くカイムをよそに、魔王が言う。

「さて──この辺りのエリアは、マッドが勇者をもてなす準備をしたんじゃったな」

「はっ」

　眼鏡めがねと白衣を身につけた、壮そう年ねんの魔物が答えた。

　四天王の一人・魔物開発士マッドだ。

「我わが輩はいが用意した最初のプランは……イビルアイ部隊による、勇者の念入りな撮影です」

　そう言ったとたん、エレナが歩く街道の脇から、イビルアイが二十体ほど現れた。

　この魔物は非常に弱いため、町中で見つかると人間に殺されてしまう。なのでグラン王国では物陰に隠れさせ、ほぼ動かさずにエレナの撮影をさせてきた。

　だが町の外に魔物がいても何の不思議もない。堂々と、エレナの撮影ができる。

　イビルアイたちはエレナから一定の距離をとって併走し、三百六十度から撮影を開始する。

　玉座の間にある複数の魔法画面には、エレナのあらゆる角度からの姿が映し出される。

「おお！」

　興奮する魔王だが、エレナからするとかなり不気味だろう。大量のイビルアイが、攻撃する訳でもなく見てくるだけなのだから。

　マッドが眼鏡を押し上げながら、魔王に問う。

「魔王様、勇者のどんな映像をご所しよ望もうでありますか」

「ふとももじゃ！　もっと至近距離から、ふとももを見せぃ！」

「承うけたまわりました──イビルアイ部隊、目標は勇者のふともも。もっと接近するのである！」

　イビルアイたちは命令を受け、ふとももを撮影すべく向かっていくが……

　剣を抜いたエレナにより、ばさばさと斬り倒されていく。

「イビルアイ───！」

　カイムは叫んだ。下級の魔物ではあるが、魔王に無む茶ちや振ぶりされるもの同士として同情を禁じ得ない。

「撤てつ退たいは許さん、突撃するのである！」

　マッドは非情な命令を下した。イビルアイ部隊は仲間の死体を踏み越えて、エレナのふとももを撮影しようと前進する。

　忠ちゆう誠せい心しんに溢れた崇すう高こうな光景──だが目的が目的なので、何ともやりきれない。

　そして……二十体のイビルアイは、エレナによって全滅させられた。その様子は、近くにいる他のイビルアイによって撮影されている。

　魔王は豊かな胸の下で腕組みし、真剣きわまりない顔で言う。

「……殺されたイビルアイの遺体は、丁てい重ちように回収せよ」

「おお、部下を手厚く埋まい葬そうしようというのですね。ついに魔王としての自覚が」

　カイムが笑顔で言うと、魔王は首を横に振り、

「いや『死の直前に見たものは網もう膜まくに焼き付く』というからな。勇者の姿が焼き付いているかもしれんから、確認せねば」

「……」

　カイムは、もう期待しないことにした。

　魔法画面を見れば、エレナは肩で息をしつつ、大量のイビルアイの死体を見下ろしている。

『な、なんなの？　攻撃してくる訳でもなく、私に近づいて凝ぎよう視ししてくるだけなんて』

　カイムは不気味がるエレナを見ながら、《計測サーチ》という魔法を唱えた。




『５』という数字がカイムの脳に飛び込んできて、やがてそれが『６』に変わる。




（む、勇者のレベルが６に上がったか）

　レベル。

　それはこの世界における、強さの指し標ひようだ。

　魔物も人間も、敵と戦うと『経験値』を得ることができる。それが一定量になるとレベルが上がり、体力や魔力などあらゆる能力が上昇する。

　自分のレベルは本能的にわかるのだが、他者のレベルは《計測》を使わなければわからない。

　レベルはほぼ、戦闘力と比例する。

　並の冒険者は10くらいなので、レベル６のエレナはまだまだ駆け出しというところだ。

　ちなみに魔王ジャフィのレベルは82。

　四天王筆頭のカイムは75で、ソゥが70、チクシーが63、マッドは57。

『魔王とカイムのレベル差が少ない』と思うかもしれないが……

　魔王ジャフィは変身することで『第二形態』になることができる。そうするとレベルは１２０にも達するのだ。

　それはさておき。

　魔法画面の中のエレナが、イビルアイの死体を見て怪け訝げんな顔をした。

『あれ、この魔物たち、皆ゴールドを持ってる。なんでだろう……』

　当然、魔物には人間の金など何の価値もなく、持つ理由はない。

　だがジャフィが魔王となってから、エレナと戦う魔物にはゴールドの所持が義務づけられた。

　その理由をカイムが尋ねると、ジャフィはこう言ったものだ。

『勇者は戦闘後に金を得ることで、装備──服などを買い換えやすくなる。これで妾わらわは、様々な格好の勇者が見られるわけじゃな。

　しかも魔物を殺せば金を得られるとなれば、冒険へのモチベーションも上がろう。まさに一いつ挙きよ両りよう得とくよ』

　部下の魔物の死は、損とは考えないらしい。恐るべき魔王である。

　それはさておき、エレナは気き味み悪わるそうな顔をしながらも、大量のイビルアイの死体から金を回収した。総額百ゴールドはあるだろうか。

　それから戦闘で乱れてしまった金髪、服を整える。

　特に服は念入りに確認している。買いたてなので、イビルアイの返り血がついていないか気にしているようだ。

『〝冒険者のドレス〟は、汚れてない……よね』

　エレナはくるくる回りながら、己の身体を見下ろす。スカート部分がなびき、白ニーソに包まれた綺麗な脚が見えた。

「おお、眼がん福ぷくじゃ～」

　目を細める魔王。だがエレナの次の言葉は、彼女へ冷水を浴びせかけるものだった。

『レイさん……ちょっと不思議な男の人だったけど、お話するの楽しかったな。ふふ』

　どうやら、ドレスを買った時のことを思い出しているらしい。笑顔を浮かべている。

「レイ……？　男……？」

　魔王の暗い声に、玉座の間の空気が重くなった。

「四天王たちよ、この名に心当たりはあるか？」

　カイムは同僚とともに首を横に振ったが、内心冷や汗をかいていた。

　そして思う。

（やはり露店で勇者と接触する時、イビルアイに撮影されないようにしてよかった……）

　魔王は嫉しつ妬と深ぶかい。エレナと話しただけで、あらぬ疑いをかけられ処刑されかねない。

「ぐぬぬ。レイとやら……地獄の果てまで追いかけ、勇者との関係を吐かせてやろうか」

（地獄の果てどころか、貴方のすぐそばにいます）

　カイムは心中でつぶやいた。

　彼の苦悩も知らず、身だしなみを軽く整えたエレナは、再び街道を西へ進もうとする。

　次の瞬間。

　街道右側の森から光線が放たれ──それを喰らったエレナが、石像になった。

「な、なにぃ───!?」

　驚きの声をあげる魔王。

（あれは《石化ストーン》の魔法だな）

　一瞬だが、森に暗黒魔術師ダークマジシヤンの姿が見えた。あいつの仕し業わざだろう。

　エレナは自分が石化したことも気づいていないらしく、脚を踏み出したままの姿勢で固まっている。

　魔王が動揺も露あらわに、

「お、おいマッドよ、石化させるとはどういうつもりだ。解除魔法をかければ元に戻るとはいえ……」

「ご覧下さい」

　今度は森から、三十サンチほどの人型の魔物が五十体ほど出てきた。

『みんな、いこー』『がんばるー』

　小妖精ブラウニー。

　戦闘力は低いが、手先が器用な魔物だ。小さな体で一生懸命に麻あさ袋ぶくろ、水みず瓶がめ、大工道具、板などを担いでいる。その様子にチクシーが「かわいい」と呟つぶやいた。

　小妖精の半数が、エレナの四方を囲むように板で壁を作り始めた。

　もう半数は、麻袋に入った白い粉を水で溶かしていく。どうやら石せつ膏こうらしい。

『壁できたー』『んじゃ次ー』

　木の壁に囲まれた石化エレナに、小妖精たちは上からドロドロの石膏をかけていく。

「魔王様……今、小妖精たちは、石膏で勇者の型をとっているのです」

「なに、マッドよ。それはつまり」

「はい。型に青銅を流しこめば、何体でも勇者のブロンズ像を造る事が可能になります」

「おぉ、見事じゃ！」

　ジャフィは感嘆の声をあげたあと、カイムを見てくる。

「カイム。勇者の古着を見事手に入れたお前じゃが、マッドという強力なライバルが現れたな……これからも二人、妾の欲望を満たすため高め合うがよい」

　それは高め合うというより、負のスパイラルではなかろうか。

　いっぽう小妖精たちは石化エレナに石膏を流し終えた後、たっぷり一時間ほど放置。

　それから、ノミとカナヅチで石膏を二つに割った。

　見事なエレナの型がとれている。

『できたー』『わーい。ごほうびのお菓子もらえるー』

　小妖精たちは型を皆でかつぎ、去って行った。

　続いて森の中から、再び暗黒魔術師が魔法を唱えた。今度は《状態異常回復リカバリー》という魔法である。

　石化から戻ったエレナは、立ちくらみを起こしたようにふらついたあと、

『……？　何かいま一瞬、意識が飛んだような……』

　顎あごに人差し指を当て、嫋たおやかに首をかしげる。金髪が陽光にきらきらと輝いた。

『……何だったのかなぁ？』

　魔王が魔法画面を、力強く指さした。

「おぉ、いまの勇者の表情、すっごく可愛い！　再び石化させ、あの型をとれ！」

「魔王様、冒険がいつまで経っても進みません！」

　カイムはたまらず進言した。




　それから一時間ほどは、エレナは順調に歩みを進めた。

　鳥の美しい鳴き声や、道端の花に目を細める余裕などもあったのだが──

　とつぜん遭遇した魔物たちに、表情をこわばらせた。

　十五体ほどのローパーだ。円柱状の胴体に、湿った触手が沢山ついた魔物である。

『う、うわああぁ、ウネウネしてるぅうう……』

　エレナはかなり不気味がっている。全身が震え、顔色は真っ青だ。

　確かにローパーの姿は、人間にとって生理的嫌悪を感じるモノかもしれない。だがそれを考こう慮りよしても、エレナの反応はやや過か剰じような気がする。

　逃げようとしたエレナを、ローパーが取り囲んでいく。彼女はやむなく剣を抜いた。

「マッドよ、これはまさか」

　魔王の問いに、マッドが両手を広げて叫んだ。

「これぞ今日のメインイベントであります！　ローパーの触手により、勇者があられもない姿に剝むかれる姿をご照しよう覧らんあれ！」

　エレナは剣で斬りかかったが、ローパーのヌメった触手で受け止められる。触手はやわらかく、切断できない。

　それどころか逆に、剣を奪われてしまう。

　そして──触手が次々にエレナの身体にからみつき、自由を奪われてしまう。

『くぅっ…………えっ、なんなのっ!?』

　エレナの苦く悶もんの声は、驚きに変わった。

　なんと──街道脇の森から、百体近いイビルアイが飛び出してきて、エレナを取り囲んで撮影をはじめたのだ。かなり不気味な光景である。

　そしてローパーの無数の触手が、エレナの身体をなでまわし『冒険者のドレス』に手をかける……。

『ちょ……いや、やめっ』

　その脱がせ方は……なんというか、巧こう妙みようだった。

　一気に全裸にするのではなく、焦じらすように──期待感をあおるように、じわじわと剝いていくのだ。

　イビルアイたちの撮影も絶ぜつ妙みようで、アングルや日光の当たり具合もしっかり計算されているようだ。先ほど魔王がリクエストしたふとももは、特に重点的に映されている。

「おお────！」

　立ち上がり、魔法画面に駆け寄って大興奮する魔王。

　マッドが得意満面で眼鏡を押し上げながら、

「このローパーとイビルアイたちは、我わが輩はいが鍛きたえた精鋭部隊であります」

「鍛えた、じゃと？」

「はい。我輩を実験台にさせ『どう脱がせて、撮影すれば色っぽくなるか』を試したのであります」

　魔王が珍しく、表情をひきつらせた。

「そ、そうか……マッド、苦労をかけたのぅ」

「いえ、ローパーの触手に締め付けられ、恥ずかしい姿を撮影されるのは、ドＭの我輩には最高でしたよ」

　想像もしたくない光景だ。チクシー、それにソゥすらゲンナリした顔をしている。

　そしてローパーのヌメった触手が、いよいよエレナの大事な部分……胸やふとももの奥を、剝き出しにしようとする。

「おおお。ついに、ついに───！」

　魔王の興奮が最さい高こう潮ちように達した、その時。

『ぐすっ』

　魔法画面から、しゃくりあげる声がしたあと、

『うぅううう。お願いだからやめて……やだ、イヤあぁ────!!』

　勇者が、普通の少女のように盛大に泣き始める。

　魔王が「え、あ」と慌てだした。

　たとえて言うなら……『好きな子をいじめていたら、本気で泣かれて途方にくれる』状態。

　ローパー部隊も、どうしていいかわからない様子だ。

　エレナを地面に下ろした後、拘束をといた。エレナを慰なぐさめるためか、背中や頭を撫なでたりしている。余計ぬるぬるになるので、触らない方がいいと思うが。

『ウネウネしたの、いやぁ────！』

　エレナは粘ねん液えきにまみれたまま、何度か転びながら、グラン王国の方へかけていく。

　奪った剣を返そうと一匹のローパーが追いかけるが、エレナにとっては恐怖の対象でしかないだろう。

　魔王は顔面を蒼そう白はくにして、魔法画面を見ていたが……

「マッドぉ、貴様！」

　嵐のような殺意とともにマッドを睨にらみつけた。闇色の長い髪が、怒りで逆立っている。

「このたわけ！　勇者を泣かせおってからに!!」

「え、魔王様も喜んでいたではないですか」

「問もん答どう無む用よう、死ね!!　《紅蓮インフエルノ獄龍ドラゴン》!!」

　魔王の右手から巨大な炎の龍が飛び出し──マッドを火だるまにした。

「んほおおおおおぉおおおあ───!!」

　ドＭのマッドは、恍こう惚こつの叫びをあげながら絶命した。

　そして魔王は玉座に勢いよく座り、これ以上なく不機嫌そうに、

「魔界教皇ソゥよ、罰としてマッドはしばらく生き返らせるな！」

「はっ」

　丁てい重ちように頭を下げるソゥ。

　カイムが深く嘆たん息そくしていると、その腕がそっと引っ張られた。

　見ればチクシーが、うるうると涙を浮かべている。

「カ、カイムさぁん……ボク、勇者が今度訪れる『勇気の洞窟』で、色々準備をしているんですけど」

　炭化したマッドを指さして、

「ボクもミスしたら、あんな風になるんですよね……」

「何事も慣れだ」

「慣れたくないですよ!?」

　ますます涙目になるチクシー。

　カイムは彼女の頭を優しく撫なでつつ、泣きながら去って行ったエレナを思い出す。

（ローパーやイビルアイによって、ずいぶん傷ついてしまったようだが……立ち直れるだろうか）

　その危き惧ぐは、現実のものになるのだった。
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　触しよく手しゆ責ぜめで大きなトラウマを負った勇者エレナは、グラン王国の城下町へ戻り、宿に引きこもってしまった。

　カイムが、グラン王国の露ろ店てんを預けているイミテーターに、町の様子を《念話コール》で尋ねると……。

　勇者エレナの評判は、急落したらしい。

　人々は『期待はずれだよねぇ』『税の無駄』『やっぱスラム出身の元花売りなんぞには、ムリなんだよ』などと言っているらしい。エレナが泊まる宿に石を投げつける者も多いという。

　あれほど期待して送り出したのに、露ろ骨こつなまでの掌てのひら返がえしだ。

　旅立った日に、魔物にやられて戻ってきたのだからムリもないが……勇者とはいえ、少女一人に『魔王討伐』という重すぎる責任を押しつけるのはいかがなものか。

　それに、そんな風に寄ってたかってバッシングしては、余計にやる気をなくすとわからないのだろうか。

（……といっても、魔ま軍ぐん参さん謀ぼうの俺が考えることでもないが）

　カイムは思わず自じ嘲ちようする。

　──いまの一番の問題は、魔王ジャフィが大いに不機嫌になってしまった事だ。愛いとしのエレナは宿の一室に引きこもり、イビルアイで撮影もできない。

　このままでは、エレナは魔王城まで来るどころか……当面の目的地である『勇気の洞どう窟くつ』へ行くこともできないだろう。

（なんとか、この状況を打だ破はせねば）

　カイムは死亡中のマッドの仕事を引き継ぎ、グラン王国周辺の魔物の配置転換を行った。

　まず、エレナにトラウマを与えたローパー部隊を、魔王城に引き上げさせようとした。

　だが数体のローパーが『我々はマッド様の命令しか聞かない』と反抗し、グラン王国の周辺に隠れた。

　またエレナを触手で嬲なぶられたらたまったものではない。カイムは必死になって見つけ出し、魔王城へ強制送還した。その後も見回ったし、グラン王国周辺にローパーはもういないだろう。

　続いてカイムは、倒せば経験値を大量に得られる超レアモンスター『メタルゴブリン』を王国周辺に三体配置した。大した強さではないので、今のエレナでも倒せるはずだ。

　これらの狙いは、エレナの冒険に対するモチベーションを取り戻してもらう事である。

（だがこの情報は、勇者に知ってもらわなければ意味がない）

『王国周辺の魔物の配置が変わった』なんて、エレナが気づけるはずもないのだ。

「俺が自ら、勇者に伝えに行かねばならんだろうな」

　カイムは銀ぎん杯ぱいを傾けながら、そう言った。魔界製のブランデーの強烈な味が、舌に広がっていく。

　ここは、魔ま界かい建けん築ちく士しチクシーの私室。

　部屋の主あるじのチクシーの他に、カイム、それに魔ま界かい教きよう皇こうソゥがテーブルを囲んでいた。

　広い部屋には、世界各地のダンジョンから回収した殺人トラップが所ところ狭せましと置かれている。勇者がかかって怪け我がしないように、撤てつ去きよしたものだ。

　油断して近づくと作動するので、注意が必要である。

　カイムは、酒のつまみの稲妻羊ライトニングシープの乳でできたチーズを食べつつ、

「チクシー、お前これらのトラップ、別な場所に移した方がいいんじゃないか？」

　チクシーが沈しずんだ顔をして、

「そうですね……朝起きると、たまにマッドさんが死んでたりするんですよ。ドＭだから、夜中に入ってきて自ら罠わなにかかるんでしょうね」

「最悪の目覚めだな」

　朝あさ一いちで、同僚の死体を見せられるチクシーがかわいそうだ。

　チクシーが「それはともかく、カイムさん」と小動物を思わせる仕し草ぐさで見上げてきて、

「ボクからも、勇者の冒険へのモチベーションを上げてくれるようお願いします。このまま引きこもられたら、勇者の為に改装している各地の洞窟や塔などが無駄になるので」

　特にチクシーは、エレナの当面の目標である『勇気の洞窟』は念入りに改装したようだ。

　カイムは手を伸ばし、チクシーの栗色の髪を撫なでる。

「大丈夫だ。お前の頑張りは無む駄だにせん」

　小さな同どう僚りようは、嬉しそうに微笑ほほえんだ。蜂はち蜜みつ酒しゆで少し酔っているのか、頰ほおがほんのり染まっている。

　一方、ソゥは色っぽく脚を組みながら銀杯を傾けている。彼女が飲んでいるのは、人間なら喉が溶けるほど刺激が強い蒸じよう留りゆう酒しゆだ。

「カイム。忘れているかもしれないけれど、勇者が口をつけたポーションの空き瓶びんの回収もね」

「ああ、それもあったな……」

「貴方あなたならできると信じているわ」

　なにひとつ、嬉しくない信頼だ。

　やや憮ぶ然ぜんとするカイムに、ソゥはいたずらっぽく笑い、流し目を向けてきて、

「でもカイム。勇者ちゃんのモチベーションを上げるなら『魔物の配置が変わった』って教えるだけじゃ駄目よ」

「む？　ではどうすればいいのだ」

「女の子を元気づけるなら、遊びに誘うのが一番」

　カイムは当惑して、何度もまばたきした。

「遊び……？　遊びとは」

「明後日、グラン王国の広場で祭りが行われるらしいの。勇者ちゃんを誘ってみたら？」

　カイムは腕組みし、大真面目な顔で思し案あんする。

　いい案かもしれない。ふさぎこんでいるエレナも、賑にぎやかな場所に連れていけば気分転換になるだろう。

「ありがとうソゥ。そうしてみよう」

「礼には及ばないわぁ」

（さて、どう勇者を誘うか）

　銀杯を傾けながら、カイムは思考に没ぼつ頭とうする。
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　それゆえ、ソゥが薄笑いを浮かべていたことに気づかなかった。

「くすくす……面白いことになりそう」




　それから一時間ほど後。

　酒に弱いチクシーがウトウトしはじめたので、カイムは彼女を抱きかかえてベッドに寝かせた。

　廊ろう下かへ出てソゥと別れ、自室へ向かう。

（さて、勇者のモチベーションを上げる方法は見えてきたが）

　もう一つの課題、使用済みポーションの空き瓶の回収方法も考えねばならない。

（どうすべきか）

　少し酔った足取りで歩いていると、暗い声が聞こえてきた。

「はぁ～～～～～……」

　そちらを見れば、廊ろう下かの隅すみに宝箱のようなものがいた。

　箱の口が開いており、そこからため息が漏れている。口の上下には、サメのように鋭い歯が並んでいた。

（ミミックか）

　宝箱に擬ぎ態たいしたモンスター。

　ダンジョンなどでジッとしていて、宝箱と勘違いしてあけた冒険者を嚙み殺すのだ。

「どうしたミミックよ、ため息などついて」

「こ、これは魔軍参謀さま！」

　ミミックは口をいっぱいに開いて、そのまま床に伏せた。ミミック族の最さい敬けい礼れいらしいのだが、カイムにはよくわからない。

「何か悩みでもあるのか」

「は、はい。実は……私たちミミック族は、存そん亡ぼうの危機に立たされているのです」

　部下の悩みを聞くのも、魔軍参謀の務めである。

「その危機とやら、聞かせてみよ」

　ミミックが、身を起こして話したところによると──。

　魔王の方針転換により、ミミックのような罠型モンスターは活躍の場を失った。

　エレナの身体に傷でもつけたら大変だからである。

　世界中の洞窟の罠が回収されて、チクシーの部屋にあったのと同じ理由だ。

（ふむ）

　カイムが腕組みして、真剣に考えると……

　脳裏にあるひらめきが走った。それは、彼自身が抱える問題も解決する、まさに名案であった。

　勢い込んでたずねる。

「貴様、ミミック族としての誇りを捨てる覚悟があるか」

「誇り……？」

「貴様ら一族は、宝箱に擬態して冒険者を葬ほうむり、数々の戦果を上げてきただろう」

「はい──私も親から、そのような武ぶ勇ゆう伝でんをいくつも聞かされたものです」

　ミミックは口を半開きにした状態で、固まった。

　表情がないのでわからないが、追つい憶おくにふけっているようだ。

「いいかミミック。今の魔軍の状況では、ミミック族は武勇伝は作れない……だが俺の案に乗れば、手て柄がらを上げることはできる」

「ほ、本当ですか」

「ああ。だがそのためには、覚悟が必要だ。どうだ、やってみるか」

　ミミックは、しばしの間考えた後……。

　蝶ちよう番つがいが壊れるほどに、大口をあけて叫んだ。

「やらせてください！　手柄を上げるためなら、なんでもします！　この身体、いかようにもお使い下さい！」

「その言げんや良し。では今から我が部屋に来い。多少痛いが、覚悟しろ」

「え……」

　それから一晩中、ミミックの絶ぜつ叫きようが魔王城に響きわたった。
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　その二日後、魔王城……

　カイムは自室で《変身チエンジ》を使い、人間の服に着替えていた。目元を隠す仮面もつける。

　エレナに会いにいくためである。

　今日しっかり話して、冒険へのモチベーションを取り戻してもらわなければならない。

　気合いを入れるカイムの脳裏に《念話》による声が聞こえてきた。

『カイム様』

　グラン王国に配属したイミテーターのものだ。いまは主おもに、エレナが引きこもる宿を監視させている。

『勇者エレナ・シャロットに動きあり。宿屋から出てきました』

『何』

『どうやら宿代が尽きたらしく、宿の主に追い出されたようです』

『ふむ。で、どこへ向かった』

『スラム街のほうです』

　スラムはエレナの生まれた場所だ。土地勘があるのだろう。

　それに町の人にバッシングを受けているため、人目につかないところに行きたいのかもしれない。

『わかった。俺もすぐにそちらへ向かう。お前は勇者の居場所を常に把は握あくし、危険が迫ればなんとしても守れ』

『了解いたしました』

　そしてカイムは、用意していた鞄かばんを持ち《転移テレポート》を唱えた。
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　カイムが降り立ったのは、グラン王国城下町──そのスラム街にある共同住宅の屋上。

　日は既すでに落ちているが、遠くに見える広場は明るい。

　松明たいまつがいくつも点いていて、楽器の演奏や人々の喧けん噪そうがきこえてくる。ソゥが言っていた、祭りが始まっているのだろう。

　イミテーターからの《念話》が脳内に響く。

『カイム様。私は今、勇者がいる建物の前にいます。目印は……』

　案内を受け、カイムは《飛行フライ》を使ってイミテーターのもとへ向かう。

　そこは死し臭しゆうと汚物の匂いがたちこめる裏うら路ろ地じに立つ、一件の小屋の前だった。

「イミテーターよ。こ……ここに、勇者がいるのか？」

「はい」

　おそらく空き家だろう。藁わら葺ぶきの屋根は半分ほどが腐り落ち、土壁は崩れかけている。

　今にも倒壊してしまいそうだ。路上生活者すら寄りつかないだろう。

「ご苦労だった。あとで褒ほう美びをとらせる」

　イミテーターは頭を下げて、去って行った。

（さて……）

　カイムは鞄からランタンをとりだし、火炎魔法で火をつけた。

　小屋の扉に手をかけ、あける。

「だ、誰ですかっ」

　突然の来訪者に驚いたのか、小屋の奥にいたエレナが慌てて立ち上がったが──

　ランタンに照らされたカイムの顔を見て、目を見開く。

「あなたは……露ろ天てん商しようのレイさん！　どうしてここに」

「お前がスラムの方に向かっていくのを、見たのでな」

　イミテーターが、という言葉をカイムは飲み込む。

「入っていいか？」

「別に、私の家じゃないですよ……」

　弱々しい笑みを浮かべるエレナ。土壁に背をあずけて座り、膝ひざを抱える。

　小屋の中をよく見ると、壊れた椅い子すやテーブルが散らばっている。部屋の隅に積まれている腐った藁は、前の住民がベッドとして使っていたものだろうか。

　カイムはエレナの隣に腰を下ろし、ランタンを置く。

「レイさん。どうしてわざわざ来てくれたのですか？」

「お前はウチの店の大事な顧こ客きやくだ。しょぼくれているのを見過ごすことはできん」

　カイムは適当に言い訳したあと、やるべきことを再確認する。

（勇者に、グラン王国周辺の魔物の配置を変えたことを教えねばな）

　だがエレナは今、ひどく落ち込んでいるようだ。

　少し話をして、気持ちを落ち着けることが必要だろう。

　カイムは鞄から瓶を取り出し、中身を陶とう製せいのコップに注いで差し出す。琥こ珀はく色いろの液体が、ランタンの明かりで幻想的に輝く。

「これは……？」

「紅こう茶ちやだ。ワインでも持ってこようかと思ったのだが、お前が酒を飲めるかどうか分からないのでな」

　エレナが両手でコップを受け取り、鼻を近づけてうっとりする。

「なんていい香り……私、紅茶なんて初めてです」

「そうなのか」

「はい。私、こういう地区で育ちましたし」

　自嘲気味にボロ小屋の中を見回すエレナ。

　──カイムは半年前、魔王と共にエレナを暗殺しにいった時のことを思い出す。

　エレナは自分の境きよう遇ぐうを、こう語っていた。




『私のお父さんは、最低のロクデナシだったから。お母さんや私が、懸命に花を売って稼かせいだお金は暴力で奪い、バクチや酒に使う。そのお金もなくなれば、お母さんに〝身体を売れ〟と言う──』




『お母さんはアイツに働かされ過ぎたせいで、それからまもなく死んじゃったけど……』




　カイムは、エレナの手の甲の『勇者の紋もん章しよう』を指さして、

「その紋章が現れたあとは、城で訓練を受けたのだろう？　そこでは旨うまいものを食べさせてくれたのでは？」

「まさか。堅いパンや、凄くまずい保存食ばかりでした。一度文句を言ったら叱られましたよ。『魔王討伐の旅は厳しい。旨いものを食べる余裕などない！』って」

　エレナは下へ手たな声真似をした。

（ふむ……）

　カイムは考える。

　この国の者はエレナを、肩書きでしか見ていない。

　スラムの花売りだったときは見下し、

　勇者と判明したときは『勇者だから頑張るのは当然』と思い、

　エレナがローパーによって傷ついたら『勇者のくせにだらしない』と言う。

　この少女は好きで勇者になった訳でもないのに──勝手に期待され、勝手に失望されるのだ。

「私の事を話したんですから、今度はレイさんの事も教えていただけませんか？」

　今度はエレナが問いかけてきた。ずっと宿に引きこもっていたため、誰かと話したかったのかもしれない。

「前にお聞きしましたけど、レイさんは何ど処こか違う国の人なんですよね」

「ああ、遠くから来た……とても遠くからな」

　カイムは魔王城がある、北の方角を見つめる。

「そうですか。私も魔王打倒の旅を続ければ、貴方の故郷に行く事もあるでしょうか」

「ああ、きっと」

　なにしろ、勇者の最終目的地だ。

「どんな所なんですか？」

「それはもう、魔物だらけ──」

　そこまで言って、カイムは慌あわてて口を押さえた。

『つい本当のことを言ってしまった』と焦あせった時……。

「そ、そんなに、レイさんの故郷は魔軍による侵略が進んでいるのですか!?」

　エレナが、見事に勘違いしてくれた。

「ま、まあそんなところだ。現状は、魔物の巣と言っていいだろう」

「……！　な、なんて事」

　エレナは痛ましげに、唇を震わせる。

　そして気き遣づかうような声で、

「以前はどんな所だったのですか？」

「以前……」

　カイムは先代魔王ザンデが統治していた頃の、魔軍を思い出した。

　ザンデは、娘のジャフィには厳しかったが有能なリーダーで、つねに魔物全体のことを考えていた。

「素晴らしい所であった。俺は厳しくも聡そう明めいな王に仕つかえ、仕事に邁まい進しんしていたものだ」

「えっ。レイさんは、かつて王様に仕えていたのですか……あなたの貴族っぽさの理由も、これで納得です」

　またも、勝手に納得してくれるエレナ。

　カイムは喜き々きとしてザンデ時代の事を語っていたが──

　とつぜん死んだ目になり、

「だが、現魔王ジャフィにより、全て……全て変わってしまった」

　エレナの古着や、口をつけたポーションの小瓶を回収するために頑張らねばならない。

　魔軍参謀らしからぬ、今の境遇。

　がっくりと肩を落とすカイムに、エレナは同情の眼まな差ざしを向けてきて、

「なるほど……魔王ジャフィによる侵略で、レイさんは故郷を失ったのですか。そして今は、露天商に身をやつしていると」

　勘違いの上に、勘違いを重ねている。

　だが、話をしたことでエレナの気持ちはずいぶん和やわらいだようだ。

　本題に入ることにする。

「ところで勇者よ。いつまでも魔王討伐に旅立たぬ訳にもいくまい。どうも、ローパーに襲われたことが原因のようだが……」

「ご、ご存じなのですかっ」

「お前がぬるぬるになって、この国に戻ってくるのを見たのでな」

　イビルアイでだが。

　エレナは真っ赤になって、抱えた膝に顔をうずめる。

「わ、私、子供の頃に、町の外へ花を摘つみにいって蛇へびに嚙かまれたことがあって……ああいうウネウネしたものがどうしてもダメなんです」

「そうか……」

　これでローパー同様、人食大蛇バジリスクなどのモンスターも出番がなくなってしまった。

『彼らの身の振り方も考えねばな』と魔軍参謀として思いつつ、

「その話なのだがな勇者よ。近頃──このグラン王国周辺の、魔物の配置が変わったようだ」

　不思議そうな顔を向けてくるエレナに、続ける。

「ある筋の情報によると、ローパーはこの辺りからいなくなったみたいだぞ」

「えっ！」

　魔軍参謀の自分が、ローパーを異動させたので間違いない。

　エレナは首をかしげて、編あまれた金髪を揺らした。

「『ある筋』というと、商人のネットワークか何かですか？」

「ま、まあそんな所だ」

　カイムは、エレナのコップに紅茶を注ぎ直しつつ、

「俺自身も実際に視察……ではなく、この国周辺を見て回ってローパーがいないか確認したからな。間違いない」

「『見て回った』って──魔物がいるのに危ないですよ」

「別に構わん。お前のためならば」

　エレナの頰が、ほんのり染まっていく。

　そして慌てて顔をそらして、

「な、なんでそんな恥ずかしいことをサラッと……もしかしてレイさんって、天然の女たらし……？」

　ぼそぼそと呟つぶやくエレナに、カイムは続ける。

「他にも、ある筋から情報を集めた所──経験値を大量に得られる超レアモンスター『メタルゴブリン』が、このあたりに三体ほどやってきたらしい」

「ある筋、すごすぎませんか!?」

『怪しまれるだろうか』と思ったが、エレナは緑柱石エメラルドの瞳を輝かせて、

「レイさん、スゴイ！　貴方は只ただ者ものではありませんね」

「あまり誉めるな。今の俺は上司に命じられて働く、しがない労働者にすぎん」

「そういえば、レイさん雇われ店長なんでしたね。以前に『失敗すると処刑される』『目の前で同僚が焼き殺された』とか仰おつしやってましたし……」

　エレナは愛らしい顔を寄せてきて、他に誰もいないのに耳打ちしてくる。

「それほど厳しい掟おきてがあるなんて、レイさんは絶対に普通の露天商ではありませんね……貴方が所属しているのは、本当はどんな組織なんですか？」

（どんな組織……）

　カイムは腕組みして、穴だらけの藁葺き屋根を見上げた。

「なんというか……世界中に、強つわ者ものを派遣する組織だ」

「傭兵の派遣業でしょうか？　私も旅の途中で、レイさんの同僚や部下とお会いする事もあるでしょうか」

「そうだな──いや、それどころか既に会っているだろうな」

「え？　いたかなぁ」

　首をひねるエレナ。先日彼女を陵りよう辱じよくしたローパーも、直属ではないがカイムの部下である。

（よし。ローパーがいなくなった事、メタルゴブリンがこの周辺に来た事は教えたぞ）

　目標の一つは達成した。

　結果、エレナはある程度元気になってくれたようだ。だがもっと冒険へのモチベーションを上げるため、次の行動に移る。

「勇者よ──今から、広場での祭りにいかないか」

「え……」

　唐突な申し出に、エレナは何度もまばたきする。

　少しして……口くち許もとがほころび、緑柱石の瞳をキラキラと輝かせた。

　だが突とつ如じよハッとした様子で、悲しげにうつむく。

「でも、お祭りの会場に行ったら……また『勇者なのにこんな所で何してるんだ』とか言われちゃいます」

　今のこの町の空気なら、そう心配するのも無理はない。

　だがカイムは、当然その対策もしている。鞄に再び手を入れ、外套マントを取り出した。頭をすっぽりと覆おおえるような、大きなフードがついている。

「これを着れば、勇者とはわからないだろう。それに手袋も用意したから、手の甲の紋章を隠すといい」

　エレナは弾はじけるような笑顔になったが、何故かまたションボリと肩を落とす。

　感情表現が豊かで、見ていて飽きない。

「……あの私、お金ないんです。だから遊んだり食べ物を買ったりは……」

「俺がいくらでも奢おごってやる」

　エレナは顔の前で両手を振って、

「そ、そんな。悪いですよっ」

「気にするな。お前が元気になるなら安いものだ」

　その結果、魔王の機嫌が良くなるのなら、何万ゴールド使っても構わない。

「だ、だからレイさん、どうしてそういう事をサラッと言うんですかぁ……」

「む？　俺の本心だから仕方なかろう」

「…………やっぱり天然たらし」

　よくわからない事を言って、顔をそらすエレナ。首筋が赤いのは、ランタンの明かりのためだろうか。

　カイムはエレナの腕をとって立たせ、外套を着せてやる。フードを深く被らせると、顔も金髪も隠れた。

　魔王がイビルアイによる映像で見たとしても、エレナとはわからないだろう。
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　それから二人はボロ小屋を出て、暗いスラム街を通り、大通りへ出る。

　広場へ向かった。かがり火に照らされて多くの人々がおり、吟ぎん遊ゆう詩し人じんや歌手の賑にぎやかな音楽が聞こえてくる。

　エレナはここに来るまで、勇者とバレないかオドオドしていたが……誰も気づかないので、次し第だいに落ち着きを取り戻していく。

　そして食べ物の屋や台たいを見ると、子供のような声をあげた。

「あ、レイさん、あれが食べたいです！　それにあれも……」

　あっという間にエレナは豚肉の串焼き、バターをたっぷり乗せたジャガイモ、リンゴジャム入りのクレープを買う。

　それを次々と口に運び「ん～～～～！」と幸せそうな顔をする。

　カイムは肩をすくめて、

「お前は、顔に似合わず食いしん坊なのだな」

　エレナは頰を染め、食べるのをピタッと止めた。

　カイムが渡した果か実じつ水すいで口こう中ちゆうのものを飲み込み、上目遣いで言う。

「……今まで、こういう物を食べる機会がなかったのです。花売りをしているときは、お腹をすかせながら屋台を横目に見ていましたから」

「そうか。ならば好きなだけ食うがいい」

　そう言いつつ、カイムも屋台で陶器入りの麦酒ビールを買って飲んでみた。

（ほぅ）

　普段はワインやブランデーを飲むカイムだが、これはこれで旨い。後でソゥに土産みやげとして買っていこうと思う。

　エレナに勧すすめられて買ったリンゴクレープも、素朴でいい味だ。小麦の香る生き地じを嚙むと、中からリンゴジャムの甘あま酸ずっぱさが広がる。

　カイムも何気に楽しみながら、エレナとゆっくり歩いていると『シャンシャン』という金属音が聞こえてきた。

　近づいて見てみれば、踊り子がタンバリンの音ね色いろに合わせて情熱的に踊っている。その姿に見物人たちは拍はく手しゆ喝かつ采さいを送る。

　エレナが胸の前で両手を組み、感かん嘆たんの声をあげた。

「ああいう風に踊れる人って凄いですよね。私、リズム感が全くなくて」

「俺は得意だぞ」

　旨い酒と食べ物でやや機嫌が良くなったカイムは、その場で軽くステップを踏む。

　そのリズミカルな動きに、エレナが大きく目を見開いた。

「わぁ、お見事です……で、でも何故でしょう、力がぬけていく感じがします」

（しまった）

　カイムが踊ったのは『ドレインダンス』といって、相手の体力を吸いとる技だ。本来は戦闘時に使うモノである。

　カイムはフラつくエレナを支えるように、背中に手を置く。

　そしてこっそり、回復魔法をかけた。

「あれ？　治りました。なんだったんでしょう」

「き、きっと、立ちくらみだろう」

　カイムは適当に言い訳したあと、別の場所へ歩き出した。

　派手な服を着た大道芸人の前を、通り過ぎたとき……。

「さあさあ寄ってらっしゃい見てらっしゃい──これより私が行うのは、伝説の召しよう喚かん魔ま法ほうですぞ！」

（なにっ？）

　カイムは興味を引かれ、振り返った。

　生き物を召喚する魔法など、伝説にしか登場しない。カイムはおろか魔王すら使えないのだ。

（だが考えてみれば、こんな人間がそんな大魔法を使えるわけがない）

　ふん、とカイムが鼻を鳴らすと──

　大道芸人が掲げた手から、いきなり鳩はとがあらわれた。

「な!?　本当に召喚魔法を!?」

　魔軍参謀は心の底から驚きよう愕がくし、後ずさりした。

（この男、実は恐るべき魔術師なのか？　魔軍の脅きよう威いにならぬうちに始末しておくべきか……!?）

　そんな事を、本気で考えていると……

　袖そでをくいくいと引っ張られた。

　見れば、フードの下でエレナが笑みを嚙み殺している。

「レイさん、あれは召喚魔法ではなく、奇術ですよっ」

「き、奇術？」

　それはそれで、恐ろしい名前の響き。

　人間が新しく開発した魔術体系だろうか。

（魔王城へ戻ったら、魔軍の幹部たちと緊急会議をする必要があるな）

　真剣に検討していると、エレナが目を瞬しばたたかせて、

「奇術を見たことがないのですか？　魔力を使うんじゃなく、物理的な仕掛けがあるんですよ」

「なに？」

「さっきの奇術はですね……服の内側に小さなポケットがあって、そこに鳩さんをしまっておきます。そして、まるで召喚したかのように出すらしいです」

　エレナは花売りをしていた時、親切な奇術師に仕掛けを教えてもらったらしい。

（そ、そうか。人間が恐るべき術を開発したわけではなかったか）

　胸をなで下ろすカイム。

　エレナが口許に手を当てて、いたずらっぽく笑い、

「ふふっ。奇術を、召喚魔法と本気で信じるなんて──」

「む？」

「レイさんって、前から思ってましたけど……世せ間けん知しらずなんですね」

「なっ！」

　魔族であるカイムは、百年近い時を生きている。

　自分の五分の一も生きていない小娘に『世間知らず』と言われ、プライドが傷つけられた。

　こちらの心中も知らず、エレナは楽しそうに大道芸人を指さして、

「あ、次の奇術が始まるみたいですよ」

　見れば大道芸人が、今度は細長い木箱に寝そべっている。

　そこへ助手らしき女が、赤い箱をかぶせる。赤い箱には二つの穴が向かい合わせに空あいていて、そこから芸人の顔と足が出ている。

　そして次の瞬間、助手が斧を振りかぶり……

　赤い箱を中央から切断した。大道芸人の顔と足が、がくりと垂れ下がる。

　観客から悲鳴、そして驚きの声があがった。

　それは魔軍参謀とて例外ではない。

「な、なんだあれはっ!?　処刑ショーか？」

「あはは、違いますよ……よく見て下さい」

　なんと──大道芸人の顔と脚が、再び動き出した。

　間違いなく胴体は、赤い箱の中で切断されているはずなのに。

「な、なにぃい──!?」

「レイさん、なぜあの人が動けるかわかりますか？」

　エレナが、試すような眼差しで見上げてくる。

　魔軍参謀としての……そして年上としてのプライドがある。再び間違えるわけにはいかない。

　カイムは腕組みして真剣に考えた後、声を弾ませて、

「わかった！　あの助手の女は死霊術師ネクロマンサー。ゆえに胴体を切った男の死体を操れるのだっ」

「ぶぶー。不正解です」

「何!?」

　エレナは背伸びして、ひそひそ耳打ちしてくる。金髪から甘い香りがただよう。

「大道芸人さんが横たわっている、木箱がありますね。あの中に実は、大道芸人さんと同じズボンを穿はいた人がいるんです。赤い箱から出ている下半身は、その人のものなんです」

　それとは逆に、顔を出している大道芸人は、下半身を木箱の中へ隠しているらしい。

　だから斧で切られても無事だったのだ。

（くっ……！　見事な知恵だな、人間どもめ……！）

　カイムは歯を食いしばり『人間は侮あなどれん』と認識を新たにした。

　そして今度、魔王城の飲み会で、自分がやってソゥとチクシーに見せてやろうと思った。




　それからもカイムはエレナとともに、祭りの会場を回った。

　ソゥとチクシーへの土産として、酒やお菓子なども買っておく。

　そして夜が更ふけ、祭りも終盤へとさしかかった頃……エレナが、一つの屋台に目を留とめた。

　奥にある棚に、人形やおもちゃなど様々なものが並んでいる。手前の台には弓が置いてあった。

「レイさん、あれをやってみませんか」

「なんだあれは？」

「ご存じないんですか……？　射しや的てきですよ。弓で矢を撃ち、並んでいる景品を落とすと、それが貰えるんです」

「ほぅ……！」

　カイムは不敵に笑った。これこそ、奇術の時の恥をそそぐ機会。

　四天王の筆頭として、あらゆる武芸は修めている。

　とうぜん弓も得意だ。こんな近い的など、眼をつぶっても当たるだろう。

　カイムはエレナに土産を預けた。そして店主に銅貨を渡し、弓と二本の矢を受け取る。

　エレナが弾はずんだ声で、応援してきた。

「レイさん、一番右のぬいぐるみをとってくれると嬉しいです。私、ウサギさん大好きなので！」

　なるほど。そこには小さいが質の良さそうな、ウサギのぬいぐるみがある。

「任せよ」

　弓を構え、矢をつがえる。

　その感触に違和感を覚えつつも、放ってみたところ……矢はカイムのイメージとは、全く違うところへ飛んでいった。

　カイムは歯ぎしりした。

「ぐぬぬ……なんだこの弓矢は！　作りが滅め茶ちや苦く茶ちやではないか！　弓の弦つるがゆるいし、矢や羽ば根ねもロクなものを使っていない！」

「屋台のものですし、仕方ないですよ」

　エレナが苦笑して背中を撫なでてくる。

（おのれ人間め姑こ息そくな。だがこのカイム・ノイエジーク、こんな妨害には屈せぬ）

　まだ矢は一本残っているのだ。

　カイムは大きく深呼吸する……今まで四天王筆頭として、数々の激戦をくぐり抜けてきた。

（俺なら絶対に当てられる）

　そう信じ、精神を極限まで集中して放つ──

　だが。

　矢はむしろ、さっきより大きく外れた。

「馬鹿な!!」

　魔軍参謀はくずおれ、地をたたいた。

　そして、カイムのプライドを更に傷つける事が起こる。

　五歳くらいの子供が客としてやってきて、エレナが欲しがっていたウサギのぬいぐるみを一いつ矢しで落としたのだ。

　そして、うずくまって呻うめくカイムを見下ろして、

「さっきから見てたけど、おにーさん才能ないねー」

「ぶ、無礼者!!　名を名乗れ！」

　子供相手に本気で悔しがるカイム。エレナはお腹を抱え、目の端に涙さえ浮かべて笑っている。

　本当に楽しそうな、年頃の少女らしい笑顔だった。
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　祭りは終わりにさしかかった。

　屋台は次々に店じまいし、松明の明かりが消されてゆく。人々は多くが帰き路ろにつき、さっきまでの喧けん噪そうが噓のように広場は静かになった。

　その光景を、エレナは寂さびしそうに見つめている。

　カイムは彼女をうながし、並んで大通りを歩き始めた。

　そして考える。

（勇者は、ウサギが好きだったのか。ならばウサギ型モンスターも、この近辺に配置するか。勇者には攻撃しないよう言い含めて……）

　そうすればエレナの、冒険へのモチベーションは更に上がるだろう。

　だが──四天王筆頭として、矢をぬいぐるみに当てられなかったのは忸じく怩じたる思いだ。

「すまなかったな勇者よ。あのウサギのぬいぐるみ、取ることができなくて」

　カイムが銀髪をかきながら言うと、エレナは首を大きく横に振った。

「いえ、そのお気持ちだけで本当に嬉しいです」

「ふむ？」

「……この国の人たち、ローパーにボロ負けした私に『勇者のくせに』とか『さっさと魔王倒して俺たちを守れよ』とか言うだけでしたけど……」

　エレナが、長身のカイムを見上げてくる。

　緑柱石の大きな瞳には、強い信頼が宿っていた。

「レイさんだけが私を元気づけてくれました。だから今日は、本当に嬉しかったんです」

「そうか」

「それに貴方は独自の情報網を使って──それに自分で見て回ってまで、この近辺の魔物の状況が変化した事を調べてくれました」

「気にすることはない、勇者よ」

　それが、カイムの仕事だからである。

「気にしますよ……」

　そしてエレナがカイムの前に回り込んできた。うつむいて、外套の下の脚をもじもじさせている。

　カイムが当惑していると、勇者は意を決したように見上げてきた。

　頰を紅潮させ、少し裏返った声で、

「レ、レイさんっ……私のこと勇者って呼ぶの、やめてもらえませんかっ！」

　カイムは首をかしげた。

　ではどう呼べば良いのだろう。

「エレナです。エレナと呼んで下さい。そ、そうしたら私、とても嬉しいですっ！」

　そんな簡単なことで冒険へのモチベーションが上がるなら、むしろありがたい。

「わかった。エレナ」

「え、えへへ……」

　エレナが両頰に手を当て、とろけそうな笑顔になる。

「私、すごく勇気が出てきました！　元気づけてくれたカイムさんに応えるためにも、また旅に出てみます！」

「そうか……！」

　カイムは目的を達したのだ。

　だがそれができたのは、自分の力だけではない。
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　エレナの動どう向こうを伝えてくれたイミテーター、それに祭りに誘うことを提案してくれたソゥの助じよ力りよくが大きい。

　そして……エレナをもてなすため、今も世界各地で頑張っている魔物たちにも、思いをめぐらせる。

「勇者──いや、エレナよ」

「は、はいっ！」

　まだ名前を呼ばれることに慣れてないのか、エレナがびくっとする。

「聞いてくれ。このグラン王国の人々は、エレナに冷たかったかもしれない」

　だが、とカイムは続ける。

「エレナは一人ではない。お前の冒険のために頑張っている、沢山の者たちがいる」

「頑張っている人たち……」

　エレナは外套のボタンを外して、中に着ている『冒険者のドレス』を見つめた。

「そうか、この素敵なドレスだって、誰かが作ってくれたわけですものね」

　そう。

　イビルアイの映像でサイズを計測し、魔軍のデザイナーが一生懸命に作った。

　それに今も……エレナのため魔王城を囲むエビル山脈を、貫通するトンネルを掘っている魔物もいるのだ。

　このグラン王国の冒険者も、アンデッドになってその作業に従じゆう事じしている。

　チクシーも頑張って『勇気の洞窟』を改装してくれた。

「エレナよ、それだけは覚えておいてくれ」

「レイさん」

「俺は……エレナを、いつも見守っているからな」

　イビルアイで、という意味だったのだが、エレナは頰を染めて目をそらす。

　そしてカイムは、彼女の手を取った。

　驚いたのか、大きくエレナの体がはねる。カイムはその掌てのひらに銀貨を乗せた。

「これを使い、今日は宿屋でゆっくり休め」

「だ、だめです、貰えないですよ」

「……露店であれほど、俺の金で食ったのにか？」

　肩をすくめて言うと、エレナは「……いじわるです」と少し頰を膨らませる。

　そのさまに、カイムは思わず微笑した。

「エレナよ、しっかり湯ゆ浴あみをして、きちんと身み支じ度たくを整えて、明日旅立つのだぞ」

「ど、どうしてそこまで念入りに言うんですか？」

「エレナにはいつだって、綺麗でいてほしいからだ」

　むろん魔王のためにである。

　エレナはこれ以上ないほど真っ赤になり、フードを深くかぶって顔を隠してしまった。
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　勇者エレナ・シャロットは、露ろ天てん商しようレイと共に祭りを回った翌朝──

　泊まった宿で、久々に旅のための準備を調えた。

　宿から借りた木き桶おけに湯ゆを張って、布で念入りに身体をぬぐう。

　そして『冒険者のドレス』を身につけ、ベルトにポーションの小瓶と剣をつける。

（よし、行こう）

　宿から出た後、いちど広場へ向かい、レイの露店へ昨日のお礼をしに行ったが……彼は不在で、妙なほど印象に残らない顔立ちの店員がいるだけだった。

　レイに会えなかったのはとても残念だが、仕方ない。

　エレナは店員に「レイさんによろしくお伝え下さい」と告げて、露店を後にした。

　大通りを歩き、城門へ向かう。

　その途中で人々から冷たい視線、嫌みな言葉、罵ば声せいを何度も浴びせられた。

　思わず唇くちびるを嚙んだが、気にしても仕方ない。

（……レイさんが元気づけてくれたんだから、しっかりしないと）

　城門から出て、街道を西に進む。

　落ちつきなく視線をめぐらせ、ときどき街道脇の森から物音がすると身がすくんでしまう。

　先日、大量のローパーに襲われたことがトラウマになっているからだ。

（……でもローパー、出てこないな）

　相変わらずイビルアイが時折こちらを窺うかがってくるが、それだけだ。

　レイの言葉が、頭をよぎる。




『ある筋の情報によると、ローパーはこの辺りからいなくなったみたいだぞ』

『俺自身も実際に視察……ではなく、この国周辺を見て回ってローパーがいないか確認したからな。間違いない』




　この情報は正しかったようだ。だが……

（『メタルゴブリンがこの辺にいる』はさすがにデマじゃないかな）

　メタルゴブリンは、倒せば大量の経験値が入手できる。だが『冒険者が一生に一度出会うかどうか』といわれる程のレアモンスターだ。

（そう簡単に遭そう遇ぐうするわけないよね）

　……と思っていたら、街道の向こうから鉄色のゴブリンが、ものすごいスピードで走ってきた。

「……って、きた───!?」

　またしてもレイの言った通りだった。

　ただメタルゴブリンは、二つの理由で倒すのが困難とされている。

　まず一つは、鉄製ゆえ防御力が高いこと。

　二つ目は、非常に素早いことだ。攻撃が躱かわされるし、すぐに逃げてしまう。

（いまの私の攻撃力じゃ、倒す前に逃げられるかもしれない……）

　エレナが剣を抜くと、メタルゴブリンは目の前で立ち止まった。

　なぜ逃げないのだろう。

　ダメ元で攻撃してみる。てっきり躱されるかと思ったが……堅い手応えとともに、剣が命中する。

　メタルゴブリンは逃げる事なく、それどころか反撃もせず、エレナの攻撃に耐えている。

　そしてこの魔物は、こう呟つぶやいた。

「カイム様。俺はここでしっかり死んでみせます。だから残された家族には、いい生活を……」

（カイム？）

　この魔物の上官だろうか。きっと血も涙もない奴に違いない。

　それからエレナは、二十分ほどもメタルゴブリンに攻撃をかけた。

　メタルゴブリンは家族へ別れの言葉を延々と続けている。逆にエレナの心が折れそうになった。

　そしてようやく、メタルゴブリンを倒すと……




　エレナのレベルが６から、一気に12にまで上がった。




　他者のレベルは《計測サーチ》を使わなければ不明だが、自分のレベルは本能的にわかるのだ。

　体力、素早さ、魔力などが急激に上昇したのを感じる。

　レベル17になれば、勇者専用の雷魔法《雷撃サンダーフレア》を覚えることができ、戦闘力が一気にアップするだろう。

　エレナは青空を見上げ、レイのことを思い出した。

（ローパーはいないし、メタルゴブリンとは遭遇するし、全部あの人の言った通り……）

　一体、何者なのだろう。

『冒険者のドレス』という素晴らしい防具を売ってくれた。

　なにより昨夜は……エレナの悩みを親身に聞いてくれたし、一緒に回った祭りは、本当に楽しかった。

　しっかりした大人の男性かと思いきや、奇術に本気でビックリしたり、射しや的てきでムキになったりと可愛らしいところもある。

　レイのことを考えると、胸の奥があたたかくなる。

（そういえば私『ウサギが好き』ってレイさんに教えたけど……今度、何かプレゼントされたりして。射的で取れなかったぬいぐるみとか。えへへ）

　幸せな想像に浸っていたとき、小さな足音がした。

　慌てて剣を構えたが……木陰から現れたのは、小さな白いウサギ。どうやら魔物ではないようだ。

「おいでおいで」

　エレナが両手を広げると、嬉しそうにしがみついてきた。

　可愛くて、もふもふした感触が心地よい。

（……冒険って、楽しいかも）

　勇者エレナは初めて、そう思った。
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　一方、魔王城の玉ぎよく座ざの間。

　複数設置された魔法画面モニターの一つには、エレナがご機嫌でウサギと戯たわむれる姿が映っている。

　その様子に、玉座に座る魔王が大喜びしていた。

「おぉ、勇者が冒険を楽しんでおる！　あの笑顔のなんと可か憐れんなことよ！」

　ご機嫌で手をたたく姿に、カイムはホッとした。

　彼の隣にはソゥ、チクシーがいる。マッドは先日のローパー事件による罰で、まだ死んだままだ。

（ローパー部隊の異動、それにメタルゴブリンの派遣は正解だったな）

　先ほどエレナが倒したメタルゴブリンは、実は罪人。重大な軍ぐん規き違い反はんを犯していたので、処刑が決まっていた。

　カイムはメタルゴブリンと面談し、残された家族の優遇と引き替えに、エレナに倒されに行かせたのである。

　あのメタルゴブリンがどれほど家族を想っていたかは、エレナに斬られ続けても逃げなかった事が物もの語がたっている。罪人とはいえ、見事な最期であった。

（俺が用意したウサギにも、エレナは喜んでいるな。用意してよかった）

　エレナが抱いている白いウサギは『毒どく々どくウサギ』という魔物だ。

　ひとたび嚙めば、大きな牛すら殺すほどの毒を持つ。

　毒々ウサギは、本来は禍まが々まがしい模も様ようをしている。だがカイムは塗と料りようで白く染め『エレナには絶対に攻撃するな』と厳げん命めいし、派遣したのだ。

　画面の中のエレナが、魔物とも知らずに毒々ウサギに頰ほおずりする。

『ふふっ、可愛い』

「可愛いのはお前じゃよ、勇者～」

　魔王はとろけそうな笑顔で、魔法画面を見つめる。

　そして『名案を思いついた』という風に手をたたいて、

「なあなあカイム、妾わらわが精せい巧こうなウサギの着ぐるみの中に入ったら、勇者に可愛がって貰もらえるじゃろうか？」

「大きすぎて、不自然だと思います」

　それに撫でられるたび『んほほぉぉおおお』とか言って悶もん絶ぜつするだろうから、絶対に怖がられる。

　そのとき画面の中のエレナが、ふと思い出したように、

『あ、そうだ。ポーションを飲んでおこう』

　エレナは、メタルゴブリンとの戦いではダメージは受けなかった。

　だが一気にレベルが上がったため、体力の上限が大きく増えたのだ。

　ゆえに今ポーションを飲めば、体力を回復することができる。

　エレナは腰のベルトからポーションの小瓶をとって、中身を一気に飲み干した。

　それを見た魔王は駄だ々だっ子このように、魔法画面を指さす。

「カイムよ、あれじゃ！　妾は何としてもあれが欲しい」

「ご安心を。手は打ってあります」

　画面の中のエレナは、ポーションの空き瓶を再びベルトにつけようとしたが……

『……あれ？』

　少し離れた場所に、高さ五十サンチ程の箱があるのを見つけた。

　箱には、こう書いてある。




　ゴミ箱

　ポーションの空き瓶などお入れ下さい。あとで再利用リサイクルいたします




『……ゴミ箱??　こんな物、さっきまであったかな？』

　画面の中のエレナ同様、魔王も首をかしげている。

「カイムよ、あのゴミ箱はなんじゃ？　妾にも、突然現れたように見えたが」

「魔王様。実はあれは、ゴミ箱ではありません」

　カイムは一ひと呼こ吸きゆうおいてから、

「宝箱型の魔物──ミミックでございます」

「なに？　見た目が全然違うではないか」

「私がゴミ箱のように塗装し、文字を書き、キバまで抜いて偽ぎ装そうさせたのです」

「な、何故そこまでして……」

　わかりませんか、とカイムは前置きし、

「勇者の後を尾行し……ポーションの空き瓶を、回収させるためです！」

「なんと!!」

　魔王は感かん嘆たんした様子で、全身を震わせた。

「妾の願いを叶えるために、歯も抜くとは……まさにあのミミックこそ忠ちゆう臣しんの鑑かがみ。ソゥ、チクシー、おぬしらも見習うがよい」

　絶対イヤです、と二人の顔には書いてあった。

　だがまだ『ポーションの空き瓶を得る』という目的が達成された訳ではない。

　画面の中のエレナは毒々ウサギを抱いたまま、ミミックに近づいていく。

「え……と。この中に瓶を捨てればいいのかな」

　そしてミミックに書かれた文字を見て、

「『再利用いたします』って、『瓶を洗ってポーションをまた入れる』ってこと？」

（すまんエレナ。再利用とは、魔王様がペロペロするということなのだ）

　カイムは心中で謝った。

　そしてエレナはミミックのフタをあけ、空き瓶を持った手を入れる。

　その時──ミミックのフタが微かすかに動いた。

　禁きん断だん症しよう状じようのように、小こ刻きざみに震えている。きっと長年、冒険者を嚙み殺してきた習しゆう性せいが抜けていないのだろう。

　キバは抜いたとはいえ、エレナを嚙んだりしたら……

（耐えろミミック！　でなければお前、魔王様に殺されるぞ！）

　カイムは、拳を握りしめて応援する。

　その後もミミックはフタ部分を、微かに震わせていたが──

『これで、よしと』

　エレナが空き瓶を入れ、ミミックから手を抜く。

　するとフタが、自動的にゆっくりと閉じられた。それを見たエレナが『すごい。魔力で動いてるのかな？』と感心している。

　魔王が立ち上がり、戦に勝利したかのように拳をふりあげた。

「おお、ミミックのヤツ、みごと使用済み空き瓶を手に入れおった！　奴には莫ばく大だいな恩おん賞しようを与えようぞ！」

（良かったな、ミミック……！）

　カイムの胸が熱くなった。

『ゴミ箱に姿を変える』というアイデアを考えたのはカイムだが、それを実行したのはミミックだ。

　長年、宝箱型モンスターとして生きてきたミミック。ゴミ箱になるには葛かつ藤とうもあったことだろう。

　だが長年冒険者を葬ってきたキバ、そしてプライドも捨て、いま大きな戦せん果かを手にしたのだ……それが『勇者の使用済み空き瓶』というのは多少切ないが。

「空き瓶は手に入るし、勇者はご機嫌じゃし、本当に今日は最高じゃ！」

　魔王は玉座に座り直し、長い脚をパタパタさせたあと、

「あ、そうじゃカイム」

「はい」

「グラン王国の、先日まで勇者が連れん泊ぱくした宿があったな──あの宿を、何十万ゴールド出してもかまわんから買え」

「？」

　全く指示の意味がわからず、首をかしげる。

　すると魔王に、鼻で笑われた。

「お前もまだまだ未熟よな。勇者が連泊していた部屋の、布団などを手に入れるために決まっておろうが」

（さすが魔王様……ひどい意味で計り知れない）

　カイムは《念話コール》で、グラン王国の露店にいるイミテーターに、宿を買収するよう命じる。

　もしも手配が遅れ──エレナが使っていた部屋に他の客が泊まって、それが汗くさいオッさんだったりしたら魔王にキレられるだろう。

「魔王様、部下に《念話》で指示をしておきました」

「うむうむ、仕事の早い部下は好きじゃ」

　その朗ほがらかな声に、カイムは安あん堵どした。今日は色々なことがうまくいき、魔王は実にご機嫌である。

　……だがエレナの次の言葉で、玉座の間の空気が一変した。

『ローパーはいないし、メタルゴブリンはいるし──本当にレイさんが言った通りだったなぁ』

　そうつぶやいて、毒々ウサギを抱きしめる。

『あの人のこと、もっともっと知りたい。あんな素敵な男性だし、恋人とかいたらイヤだな……』

　エレナの頰は染まり、緑柱石エメラルドの瞳はとろけている。

　その姿はまるで……恋する乙女のよう。

「な、な、ななな」

　魔王の──そしてカイムの顔も蒼そう白はくになった。

「勇者が男のことを、うっとり考えておる!!　これはゆゆしき事態じゃ！」

　魔王がカイムに、真剣な顔を向けてきて、

「カイムよ、前にも聞いたが、『レイ』とかいう男に心当たりはないか」

　あり過ぎるほどある。

　だが真実を言うことはできない。嫉しつ妬とに狂った魔王に、ぜったい殺される。

　ソゥは面白そうに表情を緩め、チクシーはハラハラとこちらを見つめていた。

　カイムは腕組みして、難しい顔を作った後、

「さ、さあ。見当もつきませぬな」

　魔王は頷いたあと、天を仰いで咆ほう哮こうした。

「レイとやら!!　貴様は我が不ふ倶ぐ戴たい天てんの敵ぞ！」

（主しゆ君くんから、不倶戴天の敵にされてしまった……）

　カイムはせつなく思いつつ、エレナが映っていた魔法画面に視線を戻す。

（……ん？）

　その画面は、いつの間にか真っ暗になっていた。

　魔王は玉座から身を乗り出して、当惑した声で、

「な、なんじゃ？　カイムよ。これはどういう状況じゃ？」

「勇者を撮影していたイビルアイに何かが起こったか、もしくは……」

　イビルアイは撮影した映像を魔力に変換し、ここ魔王城の魔法画面へ送っているのだ。その魔力が何かで妨さまたげられている、などの理由が考えられる。

　だが、ここにいてもわかる事は少ない。

「このカイム、責任者として現地に行って参ります」

「うむ。一刻も早く勇者の姿を妾におがませるのじゃ」

　カイムは《転移テレポート》を唱となえた。

　浮遊感ののち、周りの景色が一変する。

　グラン王国から西にある林の中だ。やや離れたところに、街道が見える。

　このあたりで、エレナは毒々ウサギと戯たわむれたりしていたはずだ。

（エレナはどこだ？）

　カイムは《変身チエンジ》でいつもの人間の服に着替え、目元を覆う仮面をつける。

　林を少し歩いてみると、木こ陰かげにイビルアイが一体倒れていた。おそらく先ほどまでエレナを撮影していた個体だろう。

　さらにその近くに、毒々ウサギ、ゴミ箱の姿をしたミミックが倒れている。

　三体とも気絶しているらしい。

　そのうちカイムは毒々ウサギに手を当て、魔法を唱えた。

「《状態異常回復リカバリー》！」

　毒々ウサギが、ゆっくり目をあけ……カイムに気づくと、瞬時に平へい伏ふくした。

「これは魔ま軍ぐん参さん謀ぼうカイム・ノイエジーク様！　僕みたいな低級モンスターに、手ずから魔法をかけていただけるなど」

「礼はいい。勇者エレナはどうした」

「はい。突然、冒険者らしき風ふう体ていの男たちが現れ……いきなり《昏倒スタン》を使われました。それで僕も勇者も気を失ってしまったのです」

　撮影していたイビルアイも、その余よ波はを受けて気絶したのだろう。脆ぜい弱じやくなモンスターゆえ、仕方のないことかもしれない。

　ミミックだけは《昏倒》が効かなかったのか、戦った形跡がある。だがキバがなかったため返り討ちにされたようだ──ゴミ箱が突然襲いかかってきて、相手はさぞ驚いただろうが。

（それにしても、冒険者だと……？　グラン王国の冒険者は、魔王様が全滅させたはずだが）

　他の地域から流れてきた者たちかもしれない。だが、今はどうでもいいことだ。

　男たちが美しい女をさらってすることなど、決まっている。

（急いで行方ゆくえを追わねばならん）

　やられた魔物三体のうち、真っ先に毒々ウサギを治療したのはそのためである。

「毒々ウサギよ。勇者のにおいを辿たどれ。俺を彼女のもとに連れていくのだ」

　ウサギの嗅きゆう覚かくは犬に匹ひつ敵てきするほど鋭い。可能なはずだ。

　毒々ウサギは地面に鼻をつけ、そのまま小走りで進む。

　カイムはその後をついていく。ミミックやイビルアイには悪いが、治療は後回しだ。

（俺の主君の、愛する女に手を出したこと……後悔させてやる）

　だがこの行動が──カイム自身に生涯最大の危機をもたらす事を、彼は知る由よしもない。





　　　　●






　エレナ・シャロットが意識を取り戻すと、眼の前に薄汚れた男の顔があった。

「きゃっ！」

　思わず悲鳴をあげる。逃げようとしたが、手足が縛られており、立ち上がることもできない。

（ここは……）

　湿気が高く、ひんやりした空気。

　松明たいまつの明かりに照らされて、岩肌や鍾しよう乳にゆう石せきなどが見える。どうやら洞どう窟くつのようだ。

　五人の男が、自分を見下ろしていた。

　みな体つきは逞たくましく、着ている鎧はかなり良い物。だが顔つきの卑いやしさが、全てを台無しにしている。

　タチの悪い冒険者たちだろうか。

「おはよう。可愛い可愛い、勇者ちゃん」

（……わ、私は）

　ウサギと戯れていた時、いきなり状態異常魔法をかけられ、気絶させられたのだ。

　一応、自分はレベル12の勇者。

　ある程度の魔法耐性はあるはずだが、それも通用しなかったとなると、中々の使い手に違いない。彼らの屈強な身体も、それを裏付ける。

（きっと彼らは、私を……）

　全身に、男たちの好こう色しよくな視線が浴びせられる。

　花売りをしていた時にも、何度もこういう目で見られて嫌な思いをしたものだ。

　しかも、ここは誰もいない洞窟……ローパーの群れに襲われた時とは、比較にならぬ恐怖がこみあげてくる。

　エレナは一度深呼吸したあと、怯おびえを抑えつけるように声を張り上げた。

「わ、私は、グラン王国が魔王ジャフィ討伐のため派遣した勇者です！　私を襲うということは、王国を敵に回すということで……」

「あぁ大丈夫、大丈夫。俺たちそういうの気にしないから」

　冒険者の一人が、耳をほじりながらいう。

「グラン王国の王だって、別にアンタのことを娘のように思ってるわけじゃあるまい？　勇者の紋章が現れたから、訓練して、魔王討伐の旅に送り出しただけの事さ」

　……確かに、その通りだ。

　エレナを大事に思うなら、一人旅などさせず兵を何人もつけてくれただろうし、もっと沢山の路ろ銀ぎんもくれたはず。

　思わずうつむいたとき……顎あごを摑つかまれて上を向かされた。

　冒険者が、生臭い息とともに言う。

「アンタが俺たちにグチャグチャにされ、そのあと王様に泣きついても『勇者なのだから立ち上がれ』って言われるだけさ」

「……!!」

　悲しいことに、その言葉も間違ってはいない。

　エレナは所しよ詮せん、魔王を討伐するための道具なのだ。どんなにボロボロになっても『魔王を倒す』という目的さえ果たせればいい。

　王だけでなく、グラン王国の人々にとってもそれは同じ。

　魔王討伐は、エレナ一人に完全に丸投げ。

　ほとんど援助もせずに勝手に期待してくる。なのに失敗したり、くじけたりすると掌てのひらを返し、罵倒される。

　唯ゆい一いつ慰めてくれたのは……露天商のレイだけだ。

　冒険者たちの荒い呼吸が、間近に迫ってくる。

　痛いほどの力で、複数の腕に身体をつかまれた。動けない。

　怯えを隠す気持ちなど吹っ飛び、勇者エレナは──普通の少女のような悲鳴を漏らす。

「ひっ……」

「おいおい勇者なんだろー!?　『身体は屈しても、心は屈しない』とか言わなきゃー！」

　笑い声が洞窟に反響する。悪夢の中にいるようだ。

　エレナは声をつまらせ、しゃくりあげながら、

「あ、貴方あなたたちは冒険者でしょう。魔物を倒さず、こんな事を……」

「俺たちは楽しい思いができればそれでいいの。でも勇者ちゃんは今からおきる苦難をバネにして、俺たちが住む世界に平和をもたらしてくれよな」

　あまりの言いぐさに、涙があふれて止まらない。

　脳裏に浮かんだのは、今は亡き母。

　そして……不思議な露天商、レイだ。

　態度は大きいが良質な物を売ってくれて、情報通で、話を親身に聞いてくれる大人の男性。

　でも、ちょっとしたことでムキになるような、可愛らしいところもある。

　一緒にいると心が安らぐ、とても楽しい人。




『俺は……エレナを、いつも見守っているからな』




　こうレイが言ってくれたとき、胸があたたかいもので一杯になった。そのあと泊まった宿屋でも、ドキドキが止まらなかった。

　もしも、この言葉が本当なら。

「……レ……」

「あん？」

「レイ、さんっ……たすけて……っ」

「レイ？　好きな男の名前かい？　でもこんな所に来るわけないだろうが!!」

　恫どう喝かつされ、嘲ちよう笑しようされる。

　そう。来るはずがないとわかっている。

　だが呼ばずにはいられない。エレナは天を仰ぎ、魂を絞り出すように叫んだ。

「レイさぁぁああああぁ─────ん!!」




「エレナ!!」




　はじめは、幻げん聴ちようかと思った。

　涙で滲にじむ瞳で、声がした方向を見つめる。

　洞窟の暗い通路を、こちらへ駆けてきたのは……あの背の高い露天商だった。足下にはなぜか、エレナが戯れていたウサギもいる。

「ぶ、無事かっ!?　大丈夫かエレナ!?」

　レイは、見たこともない程に焦あせっている。

　そしてエレナを摑んでいる冒険者たちを睨にらみつけ、

「き、貴様ら……」

　すさまじい咆ほう哮こうをあげて、怒りをほとばしらせる。

「その女が、誰のモノかわかっているのか!!」

（レ、レイさん何を言って──）

　別に自分は、彼のモノではない。

　なのにそう言われることは、不思議な事に……嬉しかった。

　だがそれも束つかの間ま、再び不安が心を満たしていく。

　レイはただの露天商なのだ。昨日の祭りでの射的では一いつ矢しも当たらず、子供相手にムキになっていたほど。

　そんな青年が、屈強な冒険者五人を相手に何ができるだろう。

　現に、冒険者たちは全く警戒していない。

　それどころか、新たな獲物が現れたことに喜んでいるようだ。

　レイの高級そうな服を見て、貴族だと思ったのかもしれない。身ぐるみをはぎ、身みの代しろ金きんをせしめるつもりだろう。

　冒険者の一人が、剣で己の肩をたたきながらレイに近づいていく。

「おぅおぅ兄ちゃん。正義のヒーロー気取りか？」

「それは、俺には最も似合わん言葉だな」

　よくわからない事を言うレイ。

　冒険者が得意げに両手を広げる。

「俺ら五人の、平均レベルは20だぞ？　お前みたいなひょろひょろ野郎たった一人で、敵かなうと思うか？」

（レ、レベル20……!?）

　エレナは驚いた。

　それが本当なら、一人一人が骸骨剣士スカルナイトとも戦えるレベルである。不意をつかれたとはいえ、今のエレナが敵わない訳だ。

　レイと対峙する冒険者は、鎧の胸元をたたいて、

「しかも武器も防具も、全てミスリル製！　素手のお前が、どう立ち向かうってんだ？」

　ミスリルは強きよう靱じんなうえに、高い魔法耐性も持つ金属だ。

「こうだな《[image: ]熱の手クリムズンタツチ》」

　レイの手が男の鎧に、そっと触れた。

　それだけで──ミスリルの鎧が瞬時に赤せき熱ねつし、飴あめ細ざい工くのようにドロリと溶け、身体にまとわりつく。

「な──なんだこれ熱い熱いあつい、噓だろああああああアアっぁああ助けてたすけぎぎぎゃがああアアアアあ────っ!!」

　おぞましい絶ぜつ叫きようが響きわたり、肉が焼ける匂いがたちこめる。

　その冒険者は三十秒ほど奇怪な踊りを舞って苦しみ抜いた後、倒れて事こと切きれた。

（な、なに今の!?）

　レイが何か魔法を使ったらしいが、そのすさまじさにエレナは呆ぼう然ぜんとするばかりだ。

　彼女とは対照的に──残りの冒険者四人が、ひるまずレイに向かっていったのは一流の証あかしかもしれない。

　まず襲いかかったのは格闘家らしき冒険者だ。

　頭ず蓋がい骨こつすら砕くほどの蹴りを放ったが──その足を、レイは軽々と摑む。

　続いてレイはその細腕で、身体ごと持ち上げる。

　そこには、天井から垂れ下がった細い鍾乳石があった。

「えっ、がげっ、ぎぐあぁああああげぼぼぼげあっ!?」

　その冒険者は……あろうことか、まるで魚の串焼きのように頭から尻まで鍾乳石が貫通した。とんでもない死に様である。

　だが冒険者たちの猛もう攻こうは止まらない。今度は挟はさみ撃うちだ。左右からそれぞれ槍、斧を持った男ふたりが襲いかかる。

　レイは表情一つ変えず、短い詠えい唱しようのあと両手で同時に魔法を放った。

「《災禍のデイザスター竜巻トルネード》、《永久凍土の棺フローズンコフイン》」

　瞬間。

　槍使いは鎧ごと無数の肉片に細さい断だんされ、斧使いは武器を振り上げたまま氷漬けにされた。

（凄、すぎる……!!）

　いずれも、魔術師がレベル50以上で覚える魔法だ。膂りよ力りよくといい、多彩な魔法といい、レイの戦闘力は想像を絶している。

　そして何より──彼がいま発している覇気は鬼き神しんのよう。先日、奇術にびっくりしていた青年と同一人物とは、とても思えない。

「ひっ……ひぃいいい！」

　冒険者の最後の一人が、足をもつれさせて逃げ出した。仲間たちの全滅に錯乱したのか、先程レイが駆けて来た入り口ではなく、洞窟の奥に向かっている。

　それをレイは追いかけることもなく、凍てつくような声で、

「貴様らは大切な女を、慰なぐさみ者ものにしようとした。生きて帰れると思うな」

（た、大切な女……！）

　エレナの心臓は、高鳴りのあまり爆発しそうだ。

　レイは詠唱を開始する。先ほどの《災禍の竜巻》《永久凍土の棺》よりも遙はるかに長く、複雑なものだ。
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　そして彼の背後に巨大な魔法陣が現れる。

　神話の英雄のごときその姿に、エレナの瞳は釘付けだった。

「その罪、木こっ端ぱ微み塵じんになって償つぐなえ──《流星落下メテオストライク》!!」

　レイがつきだした右手から、巨大なエネルギーの塊かたまりが飛び出していった。

　うなりをあげ、冒険者へ直撃し──その肉体を文字通り粉砕した。勢い余って小規模な崩落が起きたらしい。岩が落下する音が聞こえ、地面が微かに揺れる。

「ふむ、洞窟を壊さぬよう手加減したのだが……あれでも強かったか」

　レイは不本意そうに首をかしげている。

　──今ここで起こったのは、凄せい惨さんきわまりない戦闘。

　だが座り込んだままのエレナは、生しよう涯がいでもっとも強い感動に包まれていた。

（あぁ……!!）

　レイの圧倒的な強さ。そして何より、たった一人で自分を助けに来てくれた事に激しく胸を打たれたのだ。

「エレナ」

　レイがこちらを見た。あれほどの戦いの後なのに、息一つ乱していない。

　近づいてきて、手しゆ刀とうでエレナを拘束する縄を切ってくれた。

　目の前に膝をつき、頰に手を当ててくる。ひんやりした体温が心地よい。

「無事かエレナ？　酷い事はされなかったか？」

「は、はい」

「そうか……」

　レイは大きく息を吐いて、全身から力を抜いた。

「本当に──本当に、よかった……!!」

　その声には、心の底からの安あん堵どがこもっている。

（そこまで、私を心配してくれたんだ……！）

　ぽーっとレイを見つめていると、彼は不思議そうな顔をして、

「ん？　どうかしたか？」

　エレナは耳まで真っ赤になり、うつむいてしまう。

　頭が茹ゆだってしまったばかりに、間抜けな言葉を発してしまった。

「あの、素敵なお召めし物ものが、血で汚れています」

「む？」

　レイは何の興味もなさそうに、血に染まった己の立派な服を見下ろした。

「どうという事はない。お前の方が何万倍も大切なのだから」

「──!!」

　これほどの多た幸こう感かんは、初めてだ。

　貧血のように頭がクラクラして、力なく岩壁に背中を預ける。

「……わ、私、もうダメです」

「『もうダメ!?』　大丈夫か、何か薬物でも飲まされたのか!?」

　違います、と言おうとしたとき。

　レイが懐から小瓶を取り出し、口につっこんできた。強引に中身を流しこまれる。

　エレナは目を白黒させながらも、小瓶に貼られたラベルを見て驚きよう愕がくした。




『神の霊薬エリクサー』




　希少な素材から作られる、超レアアイテムだ。その値段は十万ゴールドを優に超え、ほとんどの病やまいを瞬時に治せるらしい。

　それをレイは、エレナの為に一瞬のためらいもなく使ってくれた。申し訳なさと、それ以上の喜びが湧いてくる。

　すでにこの時点で、エレナはレイに惚ほれていたが──

　そのダメ押しとなる、小さな事件が起きる。

　エレナは、レイの目元を覆う仮面がずれているのに気づいた。先ほどの戦闘で激しく動いたためだろう。

（レイさんの素顔、見てみたいな。けれど……）

　初めて会ったとき、彼はこう言っていた。




『……すまんが、俺は素顔をあまり人に見せたくないのだ』




『仮面で大きな傷を隠している』とか『顔立ちにコンプレックスがある』等の理由かもしれない。

　それなら、我慢すべきだろう……とエレナが思ったとき。

「む、仮面がずれて視界が……」

　レイが仮面に手を当て、位置を直そうとする。

　だがその手が滑り……仮面が落ちた。

　素顔が、露あらわになる。

　そこには傷など一切なく、ましてや妙な顔というわけでもなかった。




　──いやそれどころか、英えい雄ゆう譚たんの主人公のような絶世の美青年であった。




　紅玉ルビーよりも深い輝きを放つ、紅くれないの瞳。

　切れ長でやや冷たい感じの目だが、それがかえって男性としての魅力を高めている。

（もうだめ。無理）

　エレナの気持ちが爆発した。

　レイの両手を握りしめ、整った顔をまっすぐに見み据すえる。

「レイさん」

「むぅ？　どうしたエレナ」

　さっきまであれほど無双していたのに、不思議そうに首をかしげている。可愛い。

「私は……」

「うむ？」

　エレナは息を吸い、これまでの人生で一番大きな声を出した。

「貴方のことを、愛しています!!」

　レイは何度もまばたきする。

　愛しています、愛しています……と声が洞窟内に反響している。

　そして、三十秒を超えるほどの沈黙のあと──

「はぁ!?」

　ふだんは冷静なレイが、素すっ頓とん狂きような声をあげた。

「な、なな、なにを血迷ったことを言っているのだ、エレナ！」

「血迷ってなんかいません、私は本気です」

「それならなお悪い！　お、俺はエレナと、絶対に結ばれる訳にはいかないのだ」

　どういう事だろう。

　レイは貴族か何かの出身のようだし、スラム出身のエレナとは結ばれないという事だろうか。

　ならば……

「わかりました、レイさん」

「おぉ、そうか」

「私は魔王を倒し、その報ほう奨しようとして貴族の地位を得ます」

「…………」

　ん？　と本当に不思議そうに首をかしげるレイ。

　エレナは胸に手を当てて、

「そうしたら私を、お嫁さんにしてください！」

「なんでだ!?」

　全くわからん……と銀髪を抱えるレイに、エレナはたたみかける。

「レイさんは、私を大事に思ってくださっているのですよね？　さっきあれほど必死に助けてくれたのですし……先日は、元気づけてくれましたし」

「ま、まあ、それは事実だ」

「ではなぜ、私の気持ちを受け入れてくださらないのですか」

　レイは苦しそうに、しばらく唸うなった。

　そして本当に珍しいことに、愛想笑いを浮かべて、

「お、お前にはもっと、ふさわしい相手がいると思うのだ」

「ふさわしい相手？」

「たとえばだな──いつも凄く偉そうで、むっちむちの身体をした女性とか……」

「なぜ女性!?　私は普通に男性と結ばれたいです！」

　一体、何を言っているのだろう。レイは「そうだよな……」と再び頭を抱えている。

　エレナは、鼻がつくほどの距離に詰め寄った。

「と・に・か・く！　私はレイさんと結ばれたいのです！」

「……ほ、本当に無理なのだ、本当に！」

「何故ですか!?　職業規則上『顧客と恋愛してはいけない』とかあるんですか!?」

　適当に言っただけなのだが、レイは押し黙ってしまった。

　これはまさか……

「ほ、本当にそんなルールがあるんですか？」

「ま、まあ……なくも、ない……」

　エレナは腹が立ってきた。

　前に聞いた話によると──レイはミスをすると、上司に処刑される可能性もあるという。実際に同僚が、目の前で焼き殺されたらしい。

　エレナの愛するレイは、いつも上司から理不尽なルールや難題を押しつけられているのだろう。

（なんて、酷い職場なの……！）

　エレナは決意を固めた。

「だったら私──レイさんの職場を、潰します！」

「なぁ!?」

「私の愛を邪魔するものは、許しません！」

「それはやめてくれエレナ！　勇者としては正しいんだろうけど、それだけは！」

　よくわからないことを言うレイ。

　そして立ち上がり、脱だつ兎とのごとく逃げ始めた。

「あ、追いかけっこですね、逃しませんよ！」

　あたり一面には、冒険者たちの惨ざん殺さつ死し体たいが散乱している。

　だが今のエレナには、カップルが戯たわむれる浜辺のように思えた。

「あはははははははははは、レイさ～ん！　待ってくださ～い！」

「な、何故だ、何故こうなった!!」

　エレナの無む邪じや気きな笑い声と、レイの悲ひ鳴めいが洞窟内に響いた。
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（……た、大変な事になった）

　魔ま軍ぐん参さん謀ぼうカイムは、かつてないほど混乱していた。

　脳裏をよぎるのはもちろん、先日の洞どう窟くつでの事件。

　主君である魔王ジャフィが、思いを寄せる勇者エレナ。

　彼女を冒険者くずれの男たちが陵りよう辱じよくしようとしていたため、助けに入った結果……




『貴方あなたのことを、愛しています!!』




（まさかエレナが俺に惚ほれるとは）

　完全に計算外である。自分のどこに、惚れる要素があったのだろうか。

　わからない……とカイムは苦悩しつつ、魔王の居室の前までやってきた。先ほど《念話コール》で呼び出しを受けたのである。

『エレナとの関係がバレたのか』と一瞬危き惧ぐしたが……

《念話》では怒っている様子はなかった。あまり心配はいらないだろう。

（主しゆ君くんに謁えつ見けんするのだ。エレナとの一件は忘れ、集中せねば）

　そう自分に言い聞かせ「失礼いたします」と魔王の部屋の扉をあけると。




　中に、メイド服を着たエレナが十数人いた。




「うぉおおおおおああ!?」

　カイムは魔軍参謀らしからぬ悲鳴をあげ、飛びすさった。

　大勢のエレナをかきわけて、魔王が現れる。

「おぅカイムよ。よく来た」

「魔王様、こ、この勇者たちは……ひょっとしてイミテーターですか？」

　姿を自在に変えられる魔物である。カイムも人間に化けさせたイミテーターに、グラン王国の城下町の露ろ店てんを任せていた。

　魔王はエレナの代わりとして、イミテーターを変身させたのだろうが……その表情は不満げだ。

「試しに変身させたが、ダメじゃ。こんな偽りでは、妾わらわの心は満たされぬ」

　そう言いつつも、魔王は両手に偽エレナを抱き寄せている。そこそこ楽しんではいるようだ。

　部屋の中に入る。

　中央には──マッドが小妖精ブラウニーたちに命じ、石せつ膏こうで型をとらせたエレナの等身大ブロンズ像が鎮ちん座ざしている。

　壁を見れば直径十五サンチほどの、布状のものがびっしり貼られている。その全てにエレナの姿。まるで精せい巧こうな絵画のようだ。

　これはエレナが冒険をはじめた日、ふとももを撮影しようとして返り討ちにあったイビルアイの網もう膜まくだ。死体を回収し、網膜をとって保存魔法をかけたらしい。

『死の直前に見たものは網膜に焼き付く』のは本当だったようだが、正直な所かなり不気味である。

　イミテーター、ブロンズ像、そして壁にびっしりと貼られた網膜……エレナがこの部屋に来たら気絶するかもしれない。

　おまけに、天てん蓋がい付きの豪華なベッドには──グラン王国の城下町の宿ごと購入してまで手に入れた、エレナが使った布団。

　この部屋は、魔王の歪ゆがんだ愛に満ちあふれていた。

「ところでカイムよ」

　魔王は偽エレナに膝ひざ枕まくらされながら、壁に設置された魔法画面モニターを指さす。

「我が愛いとしの勇者は、最近なにをしておるのかの？」

　映っているのは、グラン王国の城下町。

　露店が密集している広場。その近くの道に、勇者エレナがいた。必死な様子で通行人に話しかけている。

『あの、そこの広場で、レイさんって方がやっていた露店を知りませんか。立派な天てん幕まくでできたお店です』

『いや、わからないが……広場の露ろ天てん商しように聞いた方がいいんじゃないか』

『すでに聞き込みをしました。でもみんな私が捜してる露店は、〝こつぜんと消えてしまった〟って』

　──カイムは露店でエレナと会う時、魔王に見られて嫉しつ妬とされるのを避けたかった。

　ゆえにイビルアイに撮影されないよう、人が密集する広場の中央部に露店を構えたのだ。ここならイビルアイが近づこうとしても、踏まれたり人に見つかったりして殺されてしまう。

　そしてカイムはエレナに告白された後、すぐに露店を撤去した。『これ以上会うのは危険』と判断したからである。

　結果エレナは『レイ』を捜し求め、聞き込みをしているというわけだ。

　エレナは空を見上げて、切なげに呟つぶやく。

『ああ、レイさん、貴方は今どこに』

「ま、またじゃ……」

　魔法画面を見る魔王が、地獄の底から響くような声を出した。

「またレイ、レイ、レイ!!　先日から勇者の頭は、この男のことで一杯のようじゃ!!」

　カイムは身をすくめた。

　魔王が偽エレナの膝枕から起き上がり、血走った目を向けてきて、

「もしや勇者はその『レイ』とやらを好いておるのでは……カイム、貴様どう思う」

「さ、さあ。人間の考えることはわかりかねます」

　本当に、わからないのだ。

　魔王が首を大きくかしげて、長い黒髪を揺らす。

「むぅ？　カイムにしては歯切れが悪いのぅ……そういえば『レイ』といえば、お前の祖父の名じゃな」

　冷や汗が、とめどなく吹き出してくる。

　だが魔王は笑顔を向けてきて、

「まあ、単なる偶然に決まっておるなっ」

　会話がいちいち、心臓に悪い。

　カイムは話題をそらすため、質問してみる。

「と、ところで前から疑問に思っていたのですが──なぜ魔王様は勇者を『エレナ』とお呼びになられないのですか？」

「決まっているじゃろう」

　魔王はエレナのブロンズ像に抱きついて、

「勇者と仲良くなってから『勇者じゃなくエレナって呼んで下さい』って赤面しながら言われたいんじゃ。それが楽しみで、楽しみでな～」

（俺、もうそれ、言われてる……！）

　魔王に知られたら嫉妬では済まされまい。カイムは、どんどん足場がなくなっていくような恐怖にとらわれた。

　彼としては珍しく愛あい想そ笑わらいを浮かべて、

「もう一つ質問です。もしも……もしもですよ？」

「ん？」

「勇者が『レイ』の事を愛していたとして……魔王様の目の前に、その『レイ』が現れたらどうし」

「殺す」

　食い気味に即答された。

　魔王の全身から、ドス黒い魔力が滲にじみ出だしてくる。エレナの姿をしたイミテーター全員が、あまりの威圧感にバタバタ倒れた。

「ありとあらゆる拷ごう問もんにかけて責せめ苛さいなみ、瀕ひん死しになったら回復魔法で全ぜん快かいさせる。それを『レイ』の寿じゆ命みようが尽きるまで繰り返し、最後は魔物の餌えさにする」

「……」

　完全に本気だ。

「……ん？　カイムどうした？　震えておるな」

「い、いえ、魔王様の全力の拷問が拝見できると思うと、楽しみで」

「そうか。期待しておけ。お前は特等席で見物させてやるからなっ」

　ある意味、特等席ではある。

（本当に、まずいぞ……）

　カイムが立ちくらみを起こしかけた時、魔法画面に動きがあった。

　エレナが、貴族らしき風ふう体ていの男に叱しつ責せきを受けている。

『勇者よ、いつまでこの国にいるのだ。魔王討伐の旅はどうした──早く当面の目的地である〝勇気の洞どう窟くつ〟に向かえ』

　どうやらエレナの旅が進しん捗ちよくしないので、ハッパをかけに来たらしい。

　周りの住民からも『そうだ、さっさと行け！』『早く魔王を倒してこいよ、勇者だろ！』などと声が上がる。

　エレナは何も言わず頭を下げたあと、大通りを歩いて城壁から外へ出た。

　そしてグラン王国を振り返り、

『レイさん……またいつか、お会いしたいです』

「ぎにゃあ────!!」

　魔王が叫び声をあげ、爆炎魔法で天井に大穴をあけた。

　そのまま暴れまくる彼女の口に、カイムは瓶をつっこむ。

　これはエレナ使用済みポーションの空き瓶。ミミックがゴミ箱に変装してまで得たものだ。

　その成功を受け、ミミック族は全員がゴミ箱への改造を進めている。『ミミック』ではなく『うごくゴミ箱』と呼ばれる日も近いかもしれない。

「ん……んちゅんちゅ、美味しい、勇者のお汁、美味ひぃっ……」

　赤子が乳ち房ぶさを求めるように、瓶に吸い付く魔王。

　そのさまにカイムは心中ため息をつきながら、

（エレナよ、お前には悪いが、もう会うことはなかろう）

　これ以上、エレナの恋心を燃え上がらせる訳にはいかないのだ。





　　　　●






　ともあれ、勇者エレナの旅が再開された。

　グラン王国から、街道を西に進む。

　丸一日歩いたあと、森に入って夜営する。簡単な食事をとってから、木に背中をあずけて目を閉じたが……

『……っ！』

　少し物音がすると慌てて剣を構え、動物によるものとわかるとホッと胸をなで下ろす。

　どうやら先日冒険者に襲われた恐怖が残っているため、なかなか眠れないようだ。

　カイムはひとり玉ぎよく座ざの間の魔法画面で、その姿を見つめていた。今夜は徹夜で部下に指示を出し、彼女を守るつもりだ。

（この前のような、不届き者が現れたらまずいからな）

　美しいエレナを、邪よこしまな目的で狙う人間から護衛せねばならない。

　カイムはそのためグラン王国近きん辺ぺんに『死の絡繰人形デスマシーン』という魔物を送り込んでいた。

『死の絡繰人形』は剣やボウガンなど様々な武器を持つ。身長も一・五メルトナ程しかないので隠おん密みつ行動もしやすい。

　しかもレベルは40もあるため、先日の冒険者程度なら瞬殺できるはずだ。

　この魔物にエレナを一晩中守らせる。

　だがエレナ当人は勿もち論ろん、護衛されているとは知らない。不安で眠れないようなので、カイムは《念話》で他の魔物に命令を出した。

　それを受け、大きな花に脚がついた魔物……『人食い花ヒユーマンイーター』がエレナに忍び寄る。

　花を揺らし、催さい眠みん性せいの花粉を放つ。

『あれ、なんだか急に……ふぁ…………』

　エレナは可愛いあくびをしたあと、眠り始めた。

『よくやったぞ人食い花。次は小妖精たち、ゆけ』

　カイムの命令で、身長三十サンチほどの小妖精がわらわらと出てきた。

　彼らはエレナを柔らかい草の上に横たわらせ、さらにその顔に化け粧しよう水すいをかけて肌のケアをする。

　エレナを刺そうとする羽虫から、一晩中守らせたりもした。

　そして夜明け前に、小妖精たちを撤てつ収しゆうさせる。

『カイムさま、頑張ったからお菓子ー』『勇者、またねー』『〝死の絡繰人形〟おつかれー』

　死の絡繰人形も、小妖精に鉄製の腕を振り返している。どこかほのぼのする光景だ。

　それから少しして、エレナが目をさました。

『んぅ……いつの間にか、ぐっすり寝ちゃった……』

　目をこすったあと、何気なく顔を撫なでると、

『あれ？　なんだかいつもよりスベスベな気がする……あれ??』

　小妖精によるケアのためである。魔王が満足するために、エレナにはいつも肌状態を良くしておいて欲しいのだ。

　エレナは狐につままれたような顔をしつつも、軽い朝食をとって旅を再開する。

　──そのとき、玉座の間の大扉が開き、魔王ジャフィが入ってきた。

　後ろには魔ま界かい教きよう皇こうソゥ、魔ま界かい建けん築ちく士しチクシーが付き従っている。

　もう一人の四天王マッドは、ローパー事件での懲ちよう罰ばつの為まだ生き返らせてもらっていない。

　カイムが挨拶すると、魔王は鷹おう揚ように手を振って玉座に座る。

「カイム、勇者護衛のため、寝ずの番ご苦労」

「はっ。『死の絡繰人形』など、部下たちの働きあってこそであります」

「その言げんや良し。さて、我が愛しの勇者の様子はどうかな」

　魔王は長い脚を組み、魔法画面を凝ぎよう視ししはじめた。

　エレナは昼になったあたりで街道を外れ、森の中にぽっかりと口をあけた洞窟にたどり着いた。

『勇気の洞窟』である。

　魔王城に入る鍵となる『聖せい剣けんヴルガラッハ』を手に入れるためには、勇気、愛、知恵、闘志、信頼の宝ほう玉ぎよくを手に入れねばならない。

　そのうち『勇気の宝玉』がある洞窟だ。

『はぁ』

　エレナはあまり気乗りしない様子で、洞窟へ足を踏み入れていく。

　魔王は、闇色の髪を細い指で弄もてあそびながら、

「さて。『勇気の洞窟』で勇者をもてなす準備をしたのは……」

「はいっ、このボク、チクシー・アンロッドが、洞窟の大幅な改装リフオームをおこないました」

　チクシーが魔王の前へ出た。あどけない顔が、やや緊張に染まっている。

「チクシーよ、勇者のためにどのような改装をしたのじゃ？」

「はい。魔法画面をご覧ください」

　魔王が言われた通りにすると、画面の中のエレナは驚いた様子で、

『あれ？　どうしてこの洞窟、こんなに明るいの……？』

『勇気の洞窟』の中は、天井からの仄ほのかな明かりで照らされていたのだ。

　チクシーが言う。

「天井にヒカリゴケを塗り、勇者が怖がらないようにしたのです」

「見事な心こころ配くばり！　勇者の姿もしっかり見られるし、一石二鳥じゃのう」

　魔王が笑顔で膝をたたいた。

　カイムは考える。

（たしかこの洞窟は単純な一本道で、一番奥に『勇気の宝玉』が祀まつられた大きな祠ほこらがあったな）

　祠には意思を持った像『勇気を司つかさどる石像』があり、勇者に試練を与える。

　それを乗り越えると『勇気の宝玉』を得られるという流れだ。

　このシンプルな構造の洞窟を、チクシーがどう改装したか。カイムにも興味があった。

　魔法画面の中のエレナは、洞窟の奥まで進んだとき、戸惑いの声をあげた。

『……あれ？　このあたりに、祠があるんじゃないの？』

　祠があった場所には大きな穴があいており、丈夫そうなツタがぶら下がっている。

　チクシーが魔王に言った。

「ボクは部下の魔物に洞窟を掘くつ削さくさせ、地下六階まで作りました。そこに祠を移築し、勇者がツタを伝って下に降りねばならないようにしたのです」

　魔王が困こん惑わく気ぎ味みに、チクシーにたずねる。

「むぅ。それに何の意味が？」

「つまりですね──」

　チクシーが魔法画面を指さす。

　エレナがツタを伝って降りており……それをイビルアイが下から撮っていたのだ。

「勇者のスカートの中が、イビルアイで覗き放題になるのです！」

「おぉ！」

　魔王が歓喜の声をあげた。

　勇者のパンチラのためだけに掘削に励はげんだ魔物たち。それを思うとカイムは少し切なくなる。大きな祠の移築も、さぞ大変だったことだろう。

「素晴らしい、素晴らしいのぅ…………ん？」

　魔王が首をかしげ、闇色の髪を揺らした。

　魔法画面を指さして、

「勇者は、こんなエロいパンツを穿はいておったか？　以前見た時は勇者の心を示すような、純じゆん白ぱくじゃったが……」

　カイムもエレナのスカートの中を見てみる。

　……確かに扇せん情じよう的てきなパンツだ。黒くてレースがついていて、しかも微かすかに透けている。

　魔王が声を張り上げた。

「ソゥ、魔界教皇ソゥよ」

「はっ」

　漆しつ黒こくの法ほう衣いをまとう美女が、歩み出る。

「貴様は知者として名高い。いま勇者が穿いておるパンツについて、知ち見けんを述べよ」

　ソゥは間かん髪はつ入いれず答えた。

「あれは『勝負下着』という物でございます」

「勝負下着、とな？　我ら魔物との勝負──戦いのためのものか？」

　その問いに、ソゥは愉たのしむような微笑を浮かべ、

「いえ、人間の女が、想い人と性交する時に備えて装着するものです」

「想い人と、性交!!」

　悲ひ鳴めい混まじりの絶ぜつ叫きようが、大広間にこだまする。

　魔王は玉座の肘掛け部分を握りつぶし、

「ま、まさか勇者は、レイとかいう……どこの馬の骨とも知れぬ奴との性交に備えているというのか」

（く、雲行きが怪しくなってきたぞ）

　馬の骨カイムが焦った時、魔法画面から悲鳴が聞こえてきた。

『きゃあっ！』

　エレナがツタから手を滑らせたらしい。

　まだ地下一階までは、かなりの高度があるようだ。堅い岩盤に叩きつけられて大怪我……最悪、死ぬかもしれない。

　撮影していたイビルアイも、エレナを見失ってしまったようだ。画面が激しく動いている。

　魔王が立ち上がり、焦りも露あらわに、

「お、おいチクシー!?　勇者が、勇者が落ちたぞ!!」

「どうかご安心を」

　チクシーは落ち着き払っている。

　ようやく画面に、地下一階へ落下したエレナの姿が映し出された。

　どうやら……怪我一つないらしい。落下地点には色とりどりのスライムが大量におり、衝撃を和らげてくれたようだ。

　ただスライムが潰れ、その体液で『冒険者のドレス』が非常に汚れてしまっている。

　チクシーが言う。

「勇者の滑かつ落らくに備え、大量のスライムを配置しておいたのです」

　立ち上がったエレナは、慌てて剣を構えたが……

　スライムたちは何もせずに離れていく。エレナは不思議そうに、それを見送った。

　ともあれ彼女が落下したおかげで、勝負下着から話題をそらす事ができた。

（助かったぞ、エレナ）

　カイムが感謝していると……

　エレナがスライムで汚れた身体を見下ろして、がっくりと肩を落とした。

『あぁ、お気に入りのドレスも、買ったばかりの下着も汚れちゃった……』

　そして、ポッと頰を染めて、

『私の勝負パンツ、汚していいのはレイさんだけなのに』

「ぎにゃー!!　またレイぃいいい────!!」

　魔王が爆裂魔法をぶっ放し、大広間の巨大シャンデリアが木こっ端ぱ微み塵じんになった。

（もう勘弁してくれ、エレナよ！）

　エレナのちょっとした言動で、カイムの精神がガリガリ削られていく。生きた心地がしない。

　魔王がふて腐れた様子で、玉座に深く座り直しながら、

「……さてチクシーよ。ここからのプランは？」

　チクシーは自信ありげに、薄い胸を張った。

「実は、勇者をスライムの中に落としたのは、わざとです。あらかじめツタには油を塗っておいたのですよ」

「む？　どういうことじゃ」

「結果、勇者エレナはスライムの体液で服をかなり汚してしまいました。着ているだけで相当気持ち悪いはずで、着替えたくてたまらないでしょう」

「うむ」

「そこでボクは、勇者が進む先にある、地下三階の宝箱に」

　チクシーは、薄い布地でできた服を両手で広げた。どうやらネグリジェのようだ。

「この『やすらぎのネグリジェ』を入れてあります」

「なんと！」

　魔王が勢いよく前屈みになり、胸をぶるんっと揺らした。

『やすらぎのネグリジェ』は、強力な防御魔法がかけられた優れた防具。

　ただかなり薄手で、大胆きわまりないものだ。

「やすらぎのネグリジェをまとう勇者が見られるのか！　楽しみじゃのう!!」

　魔王は立ち上がり、マントを翻ひるがえしてくるくる回った。

　それを横目に、カイムはチクシーにこっそり声をかけた。

「勇者の服を汚し、着替えさせるとは……よく考えたものだな」

　チクシーは照れくさそうに頭をかいて、

「カイムさんは勇者の古着を手に入れたりして、魔王様を喜ばせていらっしゃいました。同じ四天王として、ボクも見み習ならわなきゃと思って」

「そんな事で見習われても困るが……」

　先輩として、複雑な気持ちになるカイム。

　ソゥが嫋たおやかに首をかしげて、

「でも『やすらぎのネグリジェ』って超レアな防具でしょう？　私が知る限りだと、魔王城の宝物庫にある一着だけだわ」

「はい、これがその一着です」

　…………

　妙な空気になった。

　ソゥは考えを整理するように、杖の先端を額に当てながら、

「ええと……ではチクシー。貴方はもう一着『やすらぎのネグリジェ』を見つけたの？」

「？　いいえ？」

「……では貴方が持っている『やすらぎのネグリジェ』は何？」

「これは魔王様にお見せするために、見本として」

　チクシーは己が持つ『やすらぎのネグリジェ』を見つめた。

　そして大きな瞳を、これ以上ないほど見開き……

「あああああああああああああぁあああああ─────!?」

　断末魔の悲鳴にも似た声が、玉座の間に響く。

　魔王が不快そうに柳りゆう眉びを寄せて、
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「なんじゃ、妾が『やすらぎのネグリジェ』への期待感を高めている時にうるさいぞ」

「も、申し訳ありません！」

　ぺこぺこと頭を下げるチクシー。

　その華きや奢しやな両肩をカイムは抱いて、魔王から離れる。

　ドＳのソゥは状況を楽しんでいるようで、薄笑いを浮かべながらついてきた。

「チクシー、一体どういう事だ？」

「ボ、ボク……この『やすらぎのネグリジェ』を、『勇気の洞窟』地下三階の宝箱に入れにいくのを、すっかり忘れていました」

　カイムは銀髪をかいて嘆たん息そくしながら、

「そうか。ではこれから勇者が開けるであろう宝箱は、空っぽか？」

「いえ『アルマジロの鎧よろい』を入れてあります」

「何故だ!?」

　あまりのダサさゆえに、カイムが買い占めてまでエレナが入手するのを阻そ止しした鎧である。

　チクシーは内股になり、涙がこぼれそうな瞳で見上げてきた。

「ど、洞窟内に置いた宝箱って、湿気で中がビチャビチャになってしまうんですよ。『アルマジロの鎧』は湿気を吸ってくれるので、『やすらぎのネグリジェ』を入れるまでの乾燥剤代わりにと」

（本当に便利だな、『アルマジロの鎧』……）

　つくづく、防御以外の用途でこちらを苦しめてくれる。

　カイムは状況を整理する。

（いま魔王様は、エレナが『やすらぎのネグリジェ』を着ることを最高に楽しみにしておられる）

　なのにエレナが着替えるのが『アルマジロの鎧』だったらどうなるか……考えるだけで恐ろしい。

　涙目でガタガタ震えるチクシーに、魔王が声をかける。

「お～いチクシーよ！　勇者が『やすらぎのネグリジェ』に着替えたあとは、何かプランがあるのか？」

「は、はいっ！　勇者が探しているアイテム『勇気の宝玉』はダンジョンの最下層・地下六階にありますが……そこに、『動く床』を設置してあります」

『動く床』は、上に乗った者を強制的に移動させるトラップだ。《飛行フライ》で逃れることもできない。

「動く床の先には池を作りました。そこに勇者を落とすのです」

「なんと！」

　魔王の黄金の瞳が、期待で爛らん々らんと輝く。

「つまり……『やすらぎのネグリジェ』を着た勇者が、濡ぬれ透すけになるわけじゃな!!」

「はい、そのつもり…………でした……」

『でした』の部分が、消え入りそうだ。

　だがそれに魔王は気づくことなく、子供のように飛び跳ねる。巨乳が上下に激しく揺れている。

「なんと素晴らしい計画よ！　チクシー、お前こそは妾の宝じゃ!!」

　その賛さん辞じと裏腹に、チクシーの顔色は死人のようだ。

　カイムの軍服の胸元をつかんできて、上うわ目め遣づかいで、

「どどど、どうしましょうカイムさん……もう魔王様に『宝箱の中身はアルマジロの鎧です』なんて言い出せる空気ではありません」

　ソゥがチクシーの首を、人差し指で撫でて、

「このままだとチクシー、魔王様にお仕置きされちゃうでしょうねえ。拷ごう問もんからの処刑コースね」

「ひぃいいいいいい!!」

　チクシーが小さな頭を抱えてうずくまった。

　カイムはその背中をポンポンしつつ、考える。

（チクシーは俺にとって、可愛い後輩だ）

　後でソゥが復活させるとはいえ、拷問および処刑で痛みを味わわせるのは忍びない。

　ならば……。

（今から『勇気の洞窟』地下三階に行き、宝箱の中身を『アルマジロの鎧』から『やすらぎのネグリジェ』に替えてくるしかない）

　それができるのは、《転移テレポート》が使えるカイムだけだ。

　二度とエレナには近づかないと決めたが……今はチクシーの命がかかっている。

（大丈夫だ。エレナに会わずに、宝箱の中身を替えるだけでいいんだ）

　そう己に言い聞かせ、チクシーに手を差し出す。

「『やすらぎのネグリジェ』をよこせ」

　カイムを、チクシーが迷子の子供のような瞳で見上げてくる。

「俺が、宝箱の中身を入れ替えてくる」

「ほ、本当ですかっ!?　ありがとうございます、ありがとうございます！」

　何度も頭を下げてくる。チクシー。

　それから彼女にカイムは、改装した『勇気の洞窟』の地図を見せて貰い、宝箱の場所を詳しく聞いた。

（早く行かないと、エレナがその宝箱をあけてしまう。急がねば）

　気合いを入れるカイムに、ソゥが愉たのしそうに微笑ほほえみながら、

「ちょっと問題があるわ。今、勇者をイビルアイが撮影しているけれど……万が一カイムも魔法画面に映り込んだら、魔王様が絶対に怪け訝げんに思うわ」

「……それは」

　確かに、その通りだ。

　一応、いつも人間界に行くときの格好に変装して行くつもりだが、それだけでは心こころ許もとない。

　カイムは顎に手を当てて考える。

（イビルアイは見たモノの情報を魔力に変換し、それを魔法画面に送ることで、映像として映し出す）

　この流れをどこかで止めれば、魔法画面にカイムが映ることはない。

「ソゥ」

「なぁに？」

「もし俺が、勇者とともにイビルアイに撮影されそうになったら、《念話》でソゥに合図を送る。そうしたらお前は魔王城の周りに結界を張り、イビルアイからの魔力を妨害してくれ。そうすれば魔法画面には何も映らなくなるはず」

　やや強引な手段だが、ソゥなら可能なはずだ。

　なるほどね、とソゥは感心したようにうなずいて、

「わかったわ。面倒だけれど……その埋め合わせはチクシーにしてもらいましょう」

「ひぃい」

　舌なめずりするソゥに怯えるチクシー。

　ドＳのソゥだからロクなことはしないだろうが、多少はチクシーに我慢して貰うしかない。

　そしてカイムは、玉座に座る魔王に言ごん上じようした。

「魔王様、どうやら私の管かん轄かつ区く域いきでトラブルが発生した模も様よう。まことに失礼ながら中ちゆう座ざさせていただきたいのですが」

「……ん？　おぉそうか、ゆけゆけ」

　魔王は手をひらひらと振る。

『やすらぎのネグリジェ』への期待感で、カイムの事など気にも留とめていないようだ。

　魔法画面を見ると、エレナは地下三階へのツタを降りはじめたところ。これならギリギリ間に合うだろう。

　カイムは玉座に一礼した後、大広間から出ようとしたが……

　扉をあける寸前、魔王に声をかけられた。

「あ、そういえばカイム！」

　無視するわけにもいかないので、振り返る。

　魔王は真剣きわまりない顔で、

「後日でいいから、妾の部屋のエレナの姿をしたイミテーターにも、勝負下着とやらを穿かせておいてくれぬか」

（いいから魔法画面の、エレナのパンチラでも見ててください!!）

　クソどうでもいい理由で、少し足止めされてしまう。

　カイムは失礼にならない程度に相づちをうったあと、玉座の間の外に出た。

　大急ぎで《変身チエンジ》をとなえる。

　豪華なマントが消え、軍服は貴族っぽい服に変わった。そしていつも人間界に行く時のように、目元を覆う仮面をつける。

　エレナと会うつもりはないが、万一には備えねばならない。

「よし行くぞ……《転移》」

　緊張に満ちた声とともに、カイムの姿は魔王城から消えた。
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　カイムは『勇気の洞窟』地下三階に降り立った。

　洞窟にしては不自然なほど明るい。天井に、エレナが怖がらないようにヒカリゴケが植えられているからだ。

　そして、目の前には『アルマジロの鎧』が入っているであろう宝箱。しっかり目的地についたのだ。

　手に持った『やすらぎのネグリジェ』を見つめる。

（エレナに会わずに、これを宝箱に入れる。そしてすぐに魔王城に戻る）

　やることはそれだけだ。

　そう思った瞬間、歓喜に満ちた声がした。

「ああっ……！」

　振り返ると──そこにいたのは勇者エレナ。

　緑柱石エメラルドの瞳は潤うるみ、満面の笑顔でこちらへ駆け寄ってくる。

（畜ちく生しよう!!）

　さきほど魔王に足止めされたのが災いし、カイムの計画は崩壊した。

　更に悪いことに……一体のイビルアイが、エレナを撮影している。このままではカイムも魔法画面に映り込むだろう。

　慌てて《念話》でソゥに伝える。

『ソゥ！　さっきの打ち合わせ通りにしてくれ！』

『早いわねぇ。了解したわ』

　イビルアイが魔王城へ送った魔力は、ソゥの結界で妨害される。

　これで玉座の間の魔法画面には、何も映っていないはずだ。

　カイムの焦しよう燥そうも知らず、エレナは金髪を激しく揺らして飛び跳ねる。『冒険者のドレス』はスライムの体液でかなり汚れていた。

「レイさん、レイさんっ！　お会いしたかったです！」

「お、おぉ、そうか」

「グラン王国の露店がなくなってしまったから、もうお会いできないのかと……あれっ」

　カイムの手元を、エレナが見つめてきて、

「その大胆なネグリジェは一体？」

「あ、ああ。お前に着せねばと思っ……」

「つまり私への、プレゼントですね!?」

（しまった──────────!?）

　カイムは己を叱しつ責せきする。もっと言い方があったはずだ。

　エレナは引ったくるようにネグリジェを取り、頰ずりする。

　目に涙を浮かべて、

「嬉しいっ……レイさん、私の愛の告白に応えていただけるのですね」

「何故そうなる!?」

　驚きよう愕がくするカイム。

「愛を告げた女にこんな大胆な服を持ってくるなど、そうとしか思えません」

（正論だ……）

　追いつめられていく魔軍参謀。

　そして勇者は追つい撃げきを緩ゆるめない。至近距離まで近づき、カイムを見上げてきた。

「レイさん、お話があります」

「な、なんだ」

　エレナは一瞬の間のあと、かたちのいい胸に手を当てて、

「私──魔王討伐の旅をやめたいのです」

「は!?」

　またしても予想外の発言。

　魔軍の魔物たちは皆、エレナの旅のために準備を重ねているのだ。

　たとえば……魔王城へ通じるエレナ専用のトンネルを掘るため、すでに一万体もの魔物が死んでいる。旅をやめられたら、その犠ぎ牲せいがすべて無駄になる。

　ミミック一族も全員が、エレナ専用ゴミ箱への改造を行っているのだ。

　この洞窟だって、チクシーが知恵をしぼって改装したものである。

　カイムは慌てて言った。

「お前は人類の希望ではないか。グラン王国の人々も悲しむぞ」

　エレナは暗い笑みを浮かべて、

「だって私……スラム出身だからって、ずっとあの町の人々から見下されてました。なのに『勇者の紋もん章しよう』が見つかった途端に祭り上げられ、世界を救えと言われても」

（正論だ!!）

　思わず納得してしまうカイム。

　エレナは死んだ目で、恨うらみ節ぶしを次々に吐と露ろする。

「町の男性は私をえっちな目で見たりするし、冒険を全く手助けしないくせに文句ばっかり言うし、失敗すると石まで投げられて……王様は旅立ちの時も路ろ銀ぎんを殆ほとんどくれないし、同行する冒険者を用意する等のバックアップもしてくれない……」

　そしてエレナは、話すのも忌いま々いましいというように、

「さらに許せないのは──勇者としての訓練の時、セクハラを受けた事です」

「セ、セクハラだと？　イヤらしい事でもされたのか？」

　エレナは首を横に振り、

「いいえ……『攻撃訓練』と称して、貴族のドＭのオジさんを、ひたすらに棒で叩かされました」

（人間界にも、マッドのような奴がいるのだな）

　カイムは切なくなった。マッドはカイムに土下座までして、痛めつけることを要求してきたものだ。

「わかるぞ勇者よ……やりたくもないのに、ドＭを痛めつけるのは辛いよな」

「意外なところでの共感！」

　エレナが緑柱石の瞳を見開く。

　それから、力なくうつむいて、

「そういう訳で、私はグラン王国を……ひいては人類を救おうという思いが、湧いてきません。なので、旅をやめたいのです」

　やはりエレナなりに、色々と思うところがあったようだ。

　だがカイムとしては『はいそうですか』という訳にもいかない。会話を続け、解決の糸口をさぐらなくては。

「か、仮に冒険をやめたとして……お前それからどうするのだ」

　エレナは長い脚をもじもじさせる。

　唇に手を当て、希望に満ちた瞳で見上げてきて、

「レイさんに、さらっていただけたらな……と」

「なぁ!?」

　カイムがさらったら、一気にラストダンジョンである。

　それからもエレナは、驚愕の発言を続けた。

「そしてレイさんの職場で、一緒に働かせていただくとか」

（勇者が魔軍の、どこで働くんだよ……）

　エレナは胸の前で、ポンと両手をたたいて、

「前に聞いたところによると、レイさんの上司、とっても厳しいんですよね？　でも二人一緒なら耐えられると思うんですっ」

（残念ながら、それはない）

　カイムがエレナと結ばれて魔王城に戻ったら、待っているのは確実なる死だ。

　カイムはもはや、懇こん願がん交じりに言う。

「勇者よ。頼むから魔王討伐の旅は続けてくれ」

「……ではレイさん、私が魔王を倒したら──」

　エレナは耳まで赤くなって、胸の前で両手の指をからめた。

　そして熱のこもった声で、

「わ、私と、結婚していただけますか」

「なにぃ!?」

　さすが勇者。まったく歩みを止めない。ただそれを恋愛方面に全ぜん振ふりするのはやめてほしい。

「……もし俺が断ったらどうする？」

「はい。傷しよう心しん旅りよ行こうに行こうと思います」

「だ、だから、冒険の旅をしてくれ……」

　出口の見えない状況に、カイムは困り果てた。

　少し状況を整理してみる。




　告白を受け入れる→魔王にカイムが殺される

　告白を断る→エレナが冒険の旅をやめ、いずこかへ消える。魔王がブチ切れる




　どっちに転んでも地獄。

　一体どうすればいいのか、とカイムは銀髪をかきむしった。

「ううむ、勇者よ、お前の不満もわかるが……」

「エレナです」

「え？」

　エレナは頰を膨らませて、そっぽをむく。

　拗すねた声で、

「この前──お祭りの帰り道で『エレナと呼んで下さい』と言ったじゃないですか。なのに今日は『勇者』とか『お前』とか……」

「……う」

　──カイムは今日、魔王にこんなことを言われていた。




『勇者と仲良くなってから〝勇者じゃなくエレナって呼んで下さい〟って赤面しながら言われたいんじゃ。それが楽しみで、楽しみでな～』




　この言葉があったから『エレナ』と呼ぶのを無意識に避けていたのかもしれない。

　だが名前で呼ばなければ、エレナは話を続けてくれないだろう。

　仕方ない。

「エ、エレ…………ナ」

「もっとハッキリと」

「エレナ！」

「『愛する』と付けてくれなきゃ駄目です」

「愛するエレ……って、調子に乗るな」

　軽く小突くと、エレナは両頰に手を当てて笑った。

　楽しくてたまらない、という表情。どうやら機嫌を直してくれたようだ。

（よ、よし。ここからの会話で、エレナが冒険するように持っていけるかも……）

　カイムがそんな希望を持ったとき。




「エ、レ、ナ……エレナじゃと……？　名前で呼んでおるのか……？」




「!?」

　突とつ如じよ、洞窟に響いた声。

　そこには全身の血が凍こおるような、恐ろしい殺気がこもっていた。

（こ、これはまさか……）

　とつぜん頭の中に、ソゥからの《念話》が聞こえてきた。

『ねぇねぇカイム』

『ソゥ！　おい！　これはまさか……』

『魔法画面、さっきからずっと映らないから、しびれを切らした魔王様がそちらの洞窟へ《転移》で行ってしまったわ』

『な!!』

『気をつけてね～～～』

　能のう天てん気きな声とともに《念話》が切れる。

　そして……洞窟の入り口側から、魔王ジャフィがゆっくりと歩いてきた。爛々と輝く黄金の瞳で、カイムを睨にらみつけてくる。

（エ、エレナと一緒にいる所を、魔王様に見られた……）

　さらに悪いことに──

　エレナが本能的に恐怖を感じたのか、カイムの胸に強くすがりついてきた。

「私、怖いです……」

　それを見た魔王の殺気が、一層ふくれあがった。

「あ……あぁあああああ、あああぁあアアアアアアアア、殺すぅううううう!!」

（終わった……）

　カイムは、心の底から絶望した。
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（どうする？　どう切り抜ければいい？）

　魔ま軍ぐん参さん謀ぼうカイム・ノイエジークは懸命に頭を回転させていた。

　状況は最悪。

　魔王が思いを寄せるエレナに、抱きつかれているのだ。

　しかも魔王の悲ひ願がんだった『エレナと名前を呼ぶ』ところも目撃されている。

　言い訳の言葉が、まるで浮かばない。

　魔王が、エレナに強こわばった笑みを向ける。

「勇者よ、久ひさしいな」

「え？　どこかでお会いしましたっけ」

　その言葉に、魔王の美び貌ぼうが歪ゆがんだ。

　そして縋すがるように、

「い、以前、グラン王国の練れん兵ぺい場じようで会ったではないかっ」

「す……すみません。覚えていないです。勇者である私を見物するため、練兵場にくる方、かなり多かったですし」

　カイムは思い出す。

　以前、グラン王国へエレナを暗殺しにいった夜、彼女が魔王に言った言葉を。




『よく見えないけどその格好と口調……〝魔王プレイ〟って奴のためなんだよね？　この城に住む貴族、魔王っぽい格好をさせた娼しよう婦ふを責めるのが好きな変態が多いらしいから』




　城をおとずれた他の娼婦たちも、練兵場に見物に行っていたのだろう。

　エレナにとって、魔王もその一人にすぎなかったのだ。

　しかもあの夜の明かりは、かすかな月げつ光こうだけ。

　夜よ目めの利く魔族のジャフィと対照的に、人間のエレナには魔王の姿がクッキリと見えていなかったのだろう。

「……ま、まあいい。思い出はこれから作っていけばよい」

　魔王はかなりのショックを受けたようだが、懸命に気持ちを立て直している。

　そしてエレナに抱きつかれているカイムを、黄金の瞳で睨にらみつけてきた。

（う……！）

　カイムの全身を戦せん慄りつが走り抜けた。

『裏切り者』の汚名を着せられ、果てしない拷ごう問もんの果てに処刑されるのだ。歴戦の強者である彼でも、背筋が凍る。

　そして魔王は、呪じゆ詛そのこもった声で……こう言った。

「な、なんじゃ、その男は」

（……え？）

　カイムは一瞬考えたあと、ハッとした。

（俺がカイムだと、気づいていないのだ！）

　仮面をつけ、人間の服に着替えていたのが幸いした。

　エレナが夢ゆめ見み心地ごこちで、カイムにさらに強くしがみついてくる。

「私が心の底から愛する、レイさんです」

「!!」

　魔王が大きくよろめき、岩壁に手をついた。

「そ、そやつがレイか」

　そして魔王は……妖よう艶えんな見た目とは裏腹に、駄だ々だっ子このように足を踏みならす。

「許さん許さん、勇者よ、そんな奴と結ばれるなんて、妾わらわが許さーん!!」

　エレナが、ムッとした様子で、

「な、なぜ貴方あなたに、そんな事を言われなければならないんですか」

「妾の方が、そのレイとかいう奴よりずーっと、ずーっと……」

　魔王が頰ほおを染め、目を閉じ……

　思い切ったように言い放った。

「勇者のことを愛しとるからじゃっ！」

　沈黙が訪れた。

　エレナは当惑したように、瞳を何度も瞬しばたたかせる。首をかしげて金髪を揺らし、

「え？　貴方と私、女同士ですよね？　おつき合いするのはちょっと難しいかなと……」

　本当は『勇者と魔王』という、さらに難しい部分があるのだが。

　魔王は豊かな胸に手を当てて、言葉をほとばしらせる。

「同性である事など関係ない！　妾がどれほどお主ぬしを愛しておるかというとじゃな……」

　自信満々で語り始めるジャフィ。

　しかしその内容は……魔王としての価値観ゆえか、酷ひどいものだった。

　エレナが捨てたポーションの小瓶をペロペロしていること、等身大ブロンズ像を作って毎日キスをしていること、いつも見ていること（イビルアイで）など……

　魔王が熱弁を振るうたび、エレナの顔色はどんどん悪くなっていく。

「な、何故そんな事、するんですかぁ……」

「なんども言わせるでない」

　魔王は笑った。愛情を示しているのだろうが、ストーカー行為を口くち走ばしった後では異常者の笑みにしか見えないだろう。

「妾はお主を愛している。全てモノにしたいのじゃ。身体も、魂もな……!!」

「ひぃいいいいいい!!」

　エレナの絶叫が、洞窟に響き渡った。

　そしてカイムの胸板に、顔を強く押しつけてくる。

「ストーカー、怖いです……」

「な、なぜレイに抱きつく!!　こんなに妾の愛を説明したのに！」

「すみません、勘弁してください……」

「む？　勘弁？」

　そして勇者の次の言葉は、魔王に──伝説の剣を遙はるかに超えるダメージを与えた。

「キモチワルイです」

「!!」

　愕がく然ぜんとする魔王。

　黄金の瞳から光は失われ、足はふらつき……ぺたんと尻しり餅もちをつく。

　あまりに弱々しい姿。とても魔王とは思えない。

「ご、ごめんなさい、言い過ぎまし……」

　エレナも罪悪感を覚えたのか、そう言った瞬間。

　ぶわっ。

　魔王の殺意が、熱風のようにカイムたちの全身を打った。

「く……くくく……ははははははははは！」

　狂ったような笑しよう声せいをあげる魔王。長い黒髪と豪華なマントが、激しくはためいている。

「もう……もう、どうでもよいわ。全てを破壊してやるッ！」

　魔力で洞窟全体が鳴めい動どうし、軋きしみをあげている。どこかで崩ほう落らくが起きたのか、岩が砕ける音がした。

　カイムにエレナが、一層強くしがみついてきて、

「な、なんですかあの痴ち女じよストーカーさんは!?　とんでもない程の威圧感です！」

（それはまあ、お前にとってのラスボスだからな……）

　カイムは覚悟を決めた。今の魔王は平常心を失っており、説得してどうなるものではない。気絶させる等などして、落ち着かせるしかないだろう。

　カイムのレベルは75。魔王のレベルは82。

　正直厳しいが、戦術次第ではなんとかなるかもしれない……と思った瞬間。

（あれは!!）

　カイムは魔王の様子に焦った。

　漆しつ黒こくのオーラをまとい、わずかずつだが全身が縮みはじめている。

（まさかいきなり、第二形態になられるおつもりか！）

　魔王ジャフィは第二形態になると、外見はロリになるがその戦闘力は爆発的にアップする。

　そのレベルは──実に１２０。

　これはもう、どうしようもない。カイムでも瞬殺されてしまう。

　しかも第二形態には、さらなる問題がある……魔王ジャフィの身体に非常に負担がかかるのだ。

　半年前、魔王が魔軍の方針転換を発表したとき──当時の四天王、魔ま将しようゴルディックが不満分子を率いて反乱を起こした。

　魔王は第二段階に変身して一撃でゴルディックを倒したが、その反動でしばらく寝たきりになったほどだ。

（なんとかして止めなければ）

　すでに魔王の身体はかなり縮み、変身が進んでいる。急がなければ。

　カイムは懸命に知恵をしぼり……
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　己にしがみついているエレナに声をかけた。魔王に『カイム』と気づかれないよう、少し低い声を作る。

「エレナよ！　お前の好みのタイプはどんな奴だ！」

「え」

　エレナは頰をぽーっと染めた後、カイムの胸元を指でいじってくる。

「レイさんのような方です」

「そうか、つまり年上だな！　年上が好きなんだな！」

「い、言われてみればそうかもしれません」

　カイムの剣けん幕まくに気け圧おされたか、何度も頷うなずくエレナ。

　続いてカイムは……ロリ体型の第二段階に変身中の魔王に、聞こえるように叫ぶ。

「つまりエレナは、ちっちゃな体型の奴なんてもっての外ほかだな!!」

　その瞬間。

　身体の収しゆう縮しゆくが止まり、もとの妖よう艶えんな姿へと戻っていく。

（あ、危なかった……）

　どうにか変身はやめてくれたようだ。

　だがピンチは続いている。魔王の殺気自体は、全く衰えていない。

「レイさん。怖いです。あのヤンデレストーカーさん、刃物で襲ってきたりしないでしょうか」

　むしろ、それで済めば御おんの字じである。

「ではゆくぞ……」

　魔王が昏くらい声で詠えい唱しようすると、掌てのひらに炎えん弾だんがあらわれた。まるで小さな太陽が生まれたように、洞窟内が照らされる。

　あれは魔軍四天王のマッドですら、一瞬で黒焦げにした──

「レ、レイさんあれは!?」

「《至高天の炎エンピレオ》だ……！」

「火炎系の最強呪文!?　ヤンデレストーカーが使う魔法にしては、凄すぎませんか!?」

　驚きよう愕がくするエレナに、魔王が叫んだ。

「勇者ぁ！　おまえを殺して、妾も死ぬ!!」

　人間界に、平和が訪れそうなことを言う魔王。

『手に入らぬなら壊してしまえ』とばかりに、エレナを殺そうとしているのだろう。

（だが、そうはさせるか）

　今の魔王は冷静さを失っている。想い人であるエレナを殺せば、あとで激しく後悔するはずだ。ソゥが《復活リザレクシヨン》で生き返らせることができるのは、魔族だけなのである。

　主君に、そんな後悔をさせるわけにはいかない。

　カイムはエレナの前に立ち、身構えた。

「エレナよ、お前は俺が絶対に守る」

「レイさん……やっぱり大好きっ!!」

　エレナの幸せいっぱいの声に、魔王の殺気がふくれあがった。

「レイぃぃぃぃいいいイイイ、ブッッッッ殺す!!」

　カイムは泣きたくなった。主君のために、エレナを守ろうとしているのに。

　そして魔王の攻撃が始まった。

「燃え尽きろッ《至高天の炎》！」

　魔王が右手を突き出すと、巨大な炎弾が襲いかかってきた。あまりの高熱に、洞窟の地面がマグマのように泡立つ。

　エレナが悲鳴をあげ、背中をきゅっと摑んできた。

　カイムは詠唱しながら、目にもとまらぬ速さで印いんを組む。

「《紺碧の魔盾アズールイージス》！」

　目の前に輝く障壁があらわれ、《至高天の炎》を防ぐ。

　まさか止められるとは思わなかったのだろう。魔王が驚愕に満ちた声をあげる。

「なにぃっ、最上級の防御魔法ではないか!?　きさま何者だ!?」

　あなたの部下です。

　まさかそう言う訳にもいかず、カイムは魔王の魔法攻撃をしのぎ続ける。

《紺碧の魔盾》を何度も張り直し、魔王の《至高天の炎》を同じ《至高天の炎》で相そう殺さいし……

　戦いの余よ波はで洞窟は崩れかけ、壁や床があちこち溶よう解かいし、辺りは地獄のような有あり様さまだ。

　苛か烈れつ極きわまりない魔王の攻撃に一歩も引かず、魔軍参謀は秘術を尽くして勇者を守り続ける。

　その姿にエレナは夢中なようだ。うっとりした声で、

「レイさん、凄すぎるっ……私の心は全て、貴方のものです……」

「グギギギおおぉぉオおおおお、レイ死ねレイィィイイイイああああああ────!!」

　……最悪の状況だ。




　カイム（レイ）の戦いぶりにエレナの好感度が上がる


　　　↓



　魔王が怒って、さらに攻撃が苛烈になる


　　　↓



　それを防いで、エレナの好感度が一段と上がる


　　　↓



　魔王が怒って、攻撃がさらに強烈に……




　という悪あく循じゆん環かんに入ってしまっている。

　しかもカイムにも、さすがに疲労がたまってきた。

　地じ力りきはあちらが上なのだ。打開策を考えるためにも、一度距離をとって時間を稼ぐべきだろう。

「いったん退くぞ、エレナ」

「はいっ！」

「よし──《水の大弓ウオーターバリスタ》！　《地獄炎ヘルフアイア》！」

　カイムは水魔法と火炎魔法を両手同時に放ち、それをぶつけて水蒸気を大量に発生させた。

　煙えん幕まくの代わりである。

「ぐぬっ!?　小こ賢ざかしい事を！」

　魔王に背を向け、洞窟の奥へ駆け出す二人。

　できれば入り口側に進んでそのまま逃走したいが、そちらには魔王がいる。とても無事に通り抜けられるとは思えない。

　一生懸命に走るエレナだが……すぐにカイムから遅れ始めた。二人のレベルには約60もの差があり、脚力が段違いだからだ。

「ちっ、仕方ない！」

　カイムはスピードをゆるめて、エレナをお姫様だっこした。編あまれた金髪が頰にあたって、くすぐったい。

　エレナは夢見るような瞳で、カイムを見上げてくる。

「ありがとうございます！　細身なのになんて逞たくましい……ますます惚れちゃいますっ！」

　この洞窟での行動全てが、エレナの好感度アップに繋がってしまっている気がする。

（ともあれ、このままでは防戦一方。なんとか反撃して魔王様を戦闘不能に追い込まなければ……）

　カイムは、チクシーに見せられた地図を思い出しつつ、洞窟を駆けた。

　そしてエレナのパンチラ撮影のために掘られた縦穴を《飛行フライ》で降りる。

　地下四階に到着した。

　地下五階への縦穴は、ここから離れたところにあるはずだ。再び駆ける。

　チクシーの改装により、この洞窟は地下六階まである。追い詰められる前に反撃の手段を考えねばならない。

　カイムの最強奥義は、先日冒険者くずれにも放った《流星落下メテオストライク》。隕いん石せきを召喚し、ぶつけるものだ。

　威力は十分で、魔王といえど気絶させることができるだろう。

　ただ──当てるのが難しい。

　漫まん然ぜんと放っても、魔王相手ではよけられるだけだ。何とか隙を作り出さないといけないが、カイム一人ではムリだろう。

（エレナがもう少し強ければ……）

　彼女のレベルはまだ12。

　せめて17なら、ある程度強力な魔法《雷撃サンダーフレア》を覚え、少しは戦力になるのだが。

　その為にはあと『５』レベルを上げねばならない。

　それほどの経験値を得るのは、メタルゴブリンを倒してもムリだ。

（何かいないか。大量の経験値を得られて、エレナがすぐに倒せるような魔物……）

　カイムは懸命に頭をひねり──ひらめいた。

　抱えているエレナに言う。

「エレナ、俺は今から《念話コール》で仲間と連絡をとる。少し待っていろ」

「はい！　レイさんのいうこと何でも聞きます！」

　そこまで盲もう目もく的てきに信じられても、ちょっと怖いのだが。

　カイムは移動しつつ《念話》を使った。相手は魔王城にいるチクシーだ。

『チクシー、聞こえるか』

『はい。ボクのミスのせいで大変な状況になって、本当にごめんなさい！　何と謝ればいいか……』

『その話は後だ。玉ぎよく座ざの間の魔法画面モニターに、こっちの様子は映っているか？』

『はい。魔王様がそっちの洞窟に《転移テレポート》してから、ソゥさんがイビルアイの魔力を妨害するのをやめたので』

　魔王と違ってチクシーは、こちらが仮面をしていても『カイム』だとわかるようだ。

『では、こちらの状況は理解しているな』

『はい。……でも勇者と、ずいぶん仲がいいんですね……』

　どこか拗すねたような声だ。

『そんな事はどうでもいい。お前が魔王様に言っていた件について、詳しく聞きたいのだが──』

　カイムの質問に、チクシーは丁てい寧ねいに答えてくれた。

　続いて《念話》をソゥと繋げる。

　カイムが頼み事を言う前に、澄すんだ笑い声が聞こえてきた。

『ふふ、ふふふふっ……！　カイム、面白い事になっているわね』

　さすがドＳのソゥ。カイムの窮きゆう地ちが愉たのしくてたまらないらしい。

　笑われるのはシャクにさわるが、今は彼女が頼りなのだ。

『ソゥ。魔王様を落ち着かせるため、折り入って頼みがある。それはな……』

　アイデアを聞き終えたソゥは、呆あきれた様子で、

『さすが魔軍参謀……というべき奇策だけど、あなたも中々の鬼き畜ちくねえ』

『うむ、やってくれるか』

『構わないけれど、一つだけ条件があるわ』

『なんだ？』

　ドＳのソゥのことだ。きっとロクでもない条件に違いない……と思ったが。

　それは、意外すぎるものだった。

『私との《念話》を切るとき、キスの音を聞かせて頂ちよう戴だい』

『は??』

　全く意味がわからない。

　恋人同士が《念話》をし、切り際にキスの音をさせるというのは聞いたことがある。

　だがカイムとソゥは、恋人同士でもなんでもないのだ。

『やらないなら、貴方の依頼は受けないわ』

『わ、わかったわかった！』

　カイムは赤面しながら、唇をとがらせて『ちゅっ』と音を出した。

『はいありがとう。ではすぐにやるわね。うふふっ、くすくすくす……』

　不吉な笑いとともに《念話》が切れる。

（いったいソゥは、何のつもりだったんだ？）

　そう思ったとき、凄すさまじい殺気を感じた。魔王からではなく……抱いているエレナのものだ。

「レイさん……今、《念話》を切るときにキスしてましたね？　いったい相手は誰ですかぁぁああああ!?」

「ひぃいいいい！」

　ソゥの狙いはこれだったのだろう。今頃、魔法画面に映ったカイムを見て笑っているに違いない。

　カイムは荒あらぶるエレナを何とかおちつかせ、地下五階へ降りたあと彼女を下ろした。

　上の階層から魔王の咆ほう哮こうが聞こえてくる。カイムたちを見失っているのかもしれない。

　今のうちに策を進めなければ。

「エレナ、剣を上段に構え、目を閉じてくれ」

「は、はい」

　エレナが言われた通りにする。

　そしてカイムは、ソゥに再び《念話》をする。

『今だ、ソゥ』

『ええ。戻りたまえ命の息吹いぶき──《復活》』

　次の瞬間……目を閉じているエレナの前に、漆黒の魔法陣が現れた。

　そこから、壮そう年ねんの男が湧き上がってくる。

　魔軍四天王の一人──先日、ローパーでエレナを辱はずかしめたため魔王に処刑されたマッドだ。服ごと焼き殺されたので、全裸である。

　生き返ったばかりなので、見るからに弱っている。

　緩かん慢まんな動作であたりを見回して、

「我わが輩はい、復活したのであるか？　ここはどこであろう──」

「よしエレナ、剣を振り下ろせ」

　エレナの剣が、マッドを斬りさいた。

「ぎゃあああああああああ────!?　ありがとうございま────す!!」

　歓喜の咆ほう哮こうとともに、マッドは再び死んだ。

　復活後、速攻で殺されるのは初体験だったのかもしれない。ドＭの彼にとって、さぞ気持ちよかった事だろう。

　マッドの断だん末まつ魔まの声に驚いたのか、エレナはおそるおそる目をあけ……ひぃっと悲鳴をあげる。

「な、なんですか、このオジさんの死体!?　私が殺しちゃったんですか!?」

　カイムは適当にごまかす。

「このダンジョンに現れる、ボーナスモンスターだ」

「見た目に、ボーナス感がぜんぜんないですけど!?」

　確かに、全裸のオッさんの死体にしか見えない。

「だが経験値は、たっぷり得られただろう？」

　そう──エレナは、魔軍四天王であるマッドを倒した。とうぜん大量の経験値が入る。

　カイムは《計測サーチ》でエレナを測定した。




『12』だったエレナのレベルが『17』に上がっている。




「あ、レイさん。私《雷撃》という魔法を覚えたようです」

（よし──これで第一段階はクリア。ありがとうマッド）

　同僚の死体に心中で礼を言うと、ソゥが《念話》で尋ねてきた。

『ところでカイム』

『うん？』

『運良く、勇者ちゃんが丁ちよう度ど《雷撃》を覚えるレベルに達したからよかったけど……マッドを殺しても経験値が足りなかったら、どうするつもりだったの？』

『簡単なこと。再びお前にマッドを生き返らせてもらい、またエレナに殺させるだけだ。何度でもな』

『……』

　さすがのソゥも、若じやつ干かん引いているようである。

　そのとき、魔王の叫び声が近づいてきた。魔王にマッドの死体が見つかると話がややこしくなるので、土魔法で埋めて隠す。

　続いてカイムはエレナを再びお姫様だっこし、駆けた。そして最下層への縦穴を《飛行》で降りていく。

「いよいよ、二人で反撃に移るぞ」

「レイさんと私の、初めての共同作業ですねっ！」

「……は、初めてか？」

　先程のえげつないレベル上げも、二人の共同作業だった気もする。だがエレナの中ではカウントされていないようだ。

「まあいい。エレナには先ほど覚えたばかりの《雷撃》を、魔王さ……いや、ストーカーに当ててもらう」

　仕留めるには威力不足だろうが、決め手はカイムの《流星落下》だ。

　それをブチ当てるための隙さえ作ってくれればいい。

　エレナが不安げに、カイムの胸元を握ってくる。

「でも私《雷撃》は覚えたばかりです。ぶっつけ本番で放っても当たる気がしませんけど……」

「その策は考えている」

「さすがレイさんです！」

　エレナが唇を近づけてきたので、カイムは魔法でバリアを張って止めた。

　そうこうしているうちに、二人は洞窟の最下層──地下六階へ降り立った。

　かなり広い。魔王城の玉座の間と、同じくらいだ。

　最奥にはチクシーが移築した『勇気の宝ほう玉ぎよく』が祀まつられた立派な祠ほこらがあるが……

（今はそんな宝玉など、どうでもいい）

　そんなカイムの心中も知らず。

　祠に立つ勇ゆう壮そうな形をした石像が、エレナへ大声を発した。

『よくぞ来たな勇者よ。我は〝勇気を司つかさどる石像〟じゃ』

　本能的に、エレナが勇者とわかるらしい。

　鷹おう揚ような口調で、

『さあ勇者よ──〝勇気の宝玉〟を獲得するための試練を、其方そなたに授けよう』

「すみません、いま忙しいので」

『わざわざ来ておいて!?』

　愕がく然ぜんとする、勇気を司る石像。

　だが、エレナの言うとおりだ。今は石像なんぞの相手をしている暇はないし……試練なら今、最悪の難易度のものを味わっている。

　カイムが魔王を警戒していると、石像が不満げに、

『おい無視するな。我は魔物たちにムリヤリ地下深くに移築され、不満がたまっているのだ。さっさと勇気を試す試練を……』

　カイムは《至高天の炎》を、石像の近くにある大岩に放った。猛烈な熱でバターのように溶ける。

「勇気を司る石像よ。ああなりたくなければ、しばらく黙っていろ」

『は、はぃいい!!』

　勇気を司っているのに、情けない悲鳴をあげる石像。

　カイムがエレナを地面に下ろすと、彼女がたずねてきた。

「レイさん、これからどうするのですか」

「服を脱げ」

「……え？」

　エレナは頰をぽーっと染める。

　彼女は震える指で『冒険者のドレス』の胸元のリボンをつまんだ。それを解ほどくと、下着に包まれた形のいい胸が見えた。

「……つ、ついに私、レイさんに初めてを捧ささげるのですね」

「絶対、言うと思ったわ!!　作戦だから、早く脱げ！」
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　魔王ジャフィ・サタナー・アンフィスバエナの心は、かつてない程グチャグチャだった。

　愛いとしの勇者は、なぜ自分を見てくれない。

　あのレイとやらの、どこが好きなのだ。それに何故あの男は魔王の攻撃を凌しのぐほど強いのだ。

　なぜ。なぜ。なぜ。

　いくつもの疑問と怒りがごちゃまぜになり、冷静な判断力はとっくに失われている。

　心を占めるのは殺意、それにエレナへの思し慕ぼだけだ。

　魔王は《飛行》で、洞窟の最下層まで降りてきた。

　二人の姿はない。だが上の階層はくまなく捜したから、いるとすればここしかない。

　どこかに息をひそめているはずだ。チクシーが移築したらしい祠の陰などが、怪しいが……

（む）

　魔王の鼻が、嗅かぎ慣れた匂いをとらえた。優しく甘く、脳を溶かすような香り。

　あたりを見回し、黄金の瞳を見開く。

（……あれは！）

　少し離れたところに、エレナの『冒険者のドレス』が落ちている。

　スライムの体液が染しみこんで、動きづらくなったから脱ぎ捨てたのか。

　本能に突き動かされるように、魔王は『冒険者のドレス』に全速で駆けだした。

　頭からスライディングしてドレスを摑んだ、その瞬間。

　いきなり体が、強烈な力で横に動かされる。景色が猛スピードで流れていく。

（な、なんじゃこれは!?）

《飛行》で逃げようとしてもできない。魔王の身体はそのまま運ばれていく。
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　カイムはエレナとともに岩陰にいた。

　視線の先では『冒険者のドレス』を握りしめた魔王が、床の上を滑るように運ばれていく。

（我が主あるじは、どれほど周りが見えていないのだ……）

　罠に引っかかってくれたのはありがたいが、部下として複雑な気分である。

　あれは──『動く床』。

　チクシーがエレナを池に落とし、服を濡ぬれ透すけにするために設置した罠だ。

　ざぱーん、という盛大な音と水しぶきをあげて、魔王が池に落ちた。

　カイムはエレナと共に岩陰から飛び出した。作戦通り、エレナが魔法を唱える。

「いきます。正義の刃、雷となりて悪あしきモノを打ち払え──《雷撃》！」

　池に強烈な雷が落ちた。

　エレナにとって初めての魔法。命中はしなかったが、水を通して魔王に電撃は伝わる。

「こ、小こ癪しやくな！　しかし、いつの間に《雷撃》を……」

　所しよ詮せんはレベル17で覚える魔法であるため、レベル82の魔王にそれほど効くわけではない。だがエレナが突然《雷撃》を覚えたことに混乱しているようだ。

　カイムは既に最大魔法《流星落下》の詠唱を開始している。

　発動までには、もう少しの時間が必要……そして命中させるには、魔王にもっと大きな隙を作らねばならない。

　その大たい役やくを担になうのが、エレナである。

　エレナは池の縁へりまで行き、魔王を見下ろした。

　魔王の長い黒髪はぐっしょりと濡れ、マントが水面にひろがっている。

「どうでしたか、私の《雷撃》は」

「驚きはしたが大して効かんわ。勇者よ、さっき言ったようにお前を殺して妾も死……」

　魔王が言葉を止め……

　エレナを見上げて目を見開き、絶叫した。

「ってぉぉぉぉおおおおおおおおお、その格好は!?」

　そう。

　エレナがいま着ているのは、魔王が大いに楽しみにしていた『やすらぎのネグリジェ』であった。

　しかも濡れており、健康的かつ色香のある肢し体たいにぴっちり張り付き、ところどころ透けている。

　さっきカイムが着替えさせ、池の水をかけておいたのだ。

　エレナは恥ずかしいのか耳まで真っ赤にしている。後ろで手を組んでいるのは、身体を隠さないように我慢しているからだろう。

　魔王は錯さく乱らん状じよう態たいになり、叫ぶ。

[image: ]

「イビルアイ！　イビルアイはおらぬか。勇者の姿を撮り、網もう膜まくに焼き付けよ！　それを永遠に我が部屋に飾るのだ!!」

　これ以上ない隙。

　カイムは全身全霊で、最大魔法を放つ──！

「《流星落下》!!」

　夢ゆめ見み心地ごこちでエレナを見つめる魔王。

　その脳天に隕石が直撃し──死闘は幕を下ろした。
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（や、やってしまった……）

　魔軍参謀カイムは、両手両膝をついた。

　勝利の喜びに浸れるはずもない。池に白目を剝いて浮かんでいるのは、大切な主君である。

　大量の経験値を得た為、カイムのレベルが75から76に上がったが、どうでもいい事だ。

「レイさ──んっ」

　エレナが駆け寄ってきて、ジャンプし、思い切り抱きついてくる。

　喜びのためか、恥ずかしい格好をしているのも忘れているようだ。濡れ透けのネグリジェ姿は、魔王が夢中になるのもわかるほど色っぽい。

「見事ヤンデレストーカーを倒しました！　私たちの愛の勝利ですね！」

　まさか目の前に浮かんでいるのがラスボスとは、夢にも思うまい。

「さて……と」

　続いてエレナが、おもむろに剣を引き抜いた。

　そして水面に浮かんでいる魔王のマントにひっかけて、ゴミのように引き寄せ始める。

　何をするつもりだ、とカイムが尋たずねると、

「水から引き上げて、とどめを刺します」

「なんでだ!?」

　可愛い顔をして、恐ろしい思し考こう回かい路ろだ。

　エレナは自分でも不思議そうに、首を傾かしげる。編んだ金髪がネグリジェをなでた。

「何故かわかりませんが……ここでとどめを刺しておかないと、私の前に何度も立ちはだかりそうな気がするのです」

（お前の勘、すごいな）

　さすが勇者である。

　だが、主君にとどめを刺される訳にはいかない。

「エレナよ、それはやめておいた方がいいと思──」

「レイさん」

　カイムを見つめてくるエレナ。満面の笑みだが、その瞳には魔王より深い闇が渦うず巻まいている。

「なぜ止めるんです？　まさか……この女に、気が？」

　かなりのレベル差があるというのに、カイムは思わず身震いした。

　エレナも、魔王なみのストーカー気質なのかもしれない。

「エ、エレナよ、それは誤解だ」

　カイムは、白目を剝いて浮いている主を指さし、

「あの女も、一時の気の迷いからストーカーをしてしまったのだろう。許してやれ」

「『一時の気の迷い』の割には、語る内容が濃すぎましたが……」

　確かに一時の気の迷いで、等身大ブロンズ像は作るまい。

　エレナは少し考えたあと、

「それくらい許す度ど量りようがある女の方が、好きですか？」

「……。……あ、ああ。好きだぞ」

「わかりましたレイさん！　エレナは身も心も、貴方の色に染まります!!」

　エレナが魔王の引き上げをやめ、カイムに再び飛びついてきた。

　そして、子猫のように頰ずりしてくる。

（は……はは……これからどうすればいいのだ）

　思わず、心の中で笑ってしまう。

　この状況から魔王とエレナを結ばせるなんて、世界征服より難しいだろう。

　カイムは天を仰いだが、いつまでもこうしているわけにもいかない。

　いつ魔王が気絶から覚めるか、わからないのだ。

　エレナを見下ろし、真剣な声で言った。

「ところで、そろそろお別れだ」

「えっ」

　エレナの美しい顔が、絶望に染まる。

　何か反論しかけてきたが、カイムは遮さえぎるように告げる。

「俺には俺の仕事がある。それは、エレナが手伝うことは絶対にできないものだ」

　なんといっても、エレナへのストーカー行為の補佐だ。

　エレナは、絞り出すように声を出して、

「私がついていったら……ご迷惑ですか」

「ああ」

　カイムはハッキリと言う。

　エレナは唇をぎゅっと嚙みしめ、すがるように見上げてきた。

「ど、どうしたら、私とまた会っていただけますか」

「魔王討伐の旅を続けることだ。そうすればいつか俺と会えるかもしれない」

　魔軍の大幹部としてだが。

　エレナはしばらく俯うつむいていたが……不ふ承しよう不ぶ承しようといった様子で、弱々しくうなずく。

「わかりました。旅を続けます──」

　それからカイムの胸を弱くたたいてきて、

「でも絶対、絶対っ、また会いましょうね」

「ああ。旅を続けてくれてありがとう」

　カイムは心から感謝した。

　そして思う。

　勇者エレナ・シャロットはこれから先も、魔王が主導する様々なセクハラに見舞われることだろう。

　これまでも、ローパーによる触手プレイ、イビルアイによる盗とう撮さつなど、色々なことがあった。

　だからカイムは──エレナの両肩に手を置いて、こんな言葉を贈る。

「エレナよ」

「は、はい……」

「どれほどエロい目に遭あっても、くじけず旅を続けるのだぞ」

「どんなアドバイス!?」

　エレナが緑柱石エメラルドの目を見開いた。
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　それから……

　エレナはこの洞窟へ来た一応の目的である『勇気の宝玉』を『勇気を司る石像』から貰もらった。

　本来なら、何らかの試練を受けねばならなかったらしい。

　だが石像はカイムのあまりの強さに怖おじ気けづいたらしく『つまらないものですが』とあっさり宝玉を渡してくれた。つくづく名前負けの石像だ。

　それからエレナは旅を再開する準備を整えたあと……カイムに深く頭をさげてくる。

「じゃあレイさん、今日も守ってくれてありがとうございました」

「う、うむ」

　カイムは池をチラチラ見ながら応じる。魔王が今にも目覚めないか、気が気でない。

「それに貴方にいただいたコレ、大事にします」

　カイムはエレナに、個人的にあるものを与えていたのだ。

「また、絶対お会いしましょうね」

「ああ」

「よし、魔王討伐がんばるぞ～」

　もう倒しているとは夢にも思わず、エレナはツタを伝って上層へ登っていく。その途中、名残なごり惜おしそうに何度もこちらを振り返りながら。

　カイムはエレナへ手を振り、彼女の姿が消えたのを確認したあと……

「ふぅ」

　これから始まる憂ゆう鬱うつな作業に、ため息をついた。

　まず仮面をはずし、着ている鎧を《変身チエンジ》で変化させて魔軍参謀の格好に戻った。

　それから《飛行》で池の上まで飛び、気絶したまま漂ただよっている魔王の両脇下をつかんで持ち上げる。

　魔王はエレナの『冒険者のドレス』を握りしめたままだ。すごい執しゆう念ねんである。

　カイムは魔王を地面におろし、回復呪文をかけた。そして肩をつかんで揺する。

「魔王様、魔王様」

「ん……む」

　魔王が黄金の瞳をゆっくりとあけ、カイムを見た。

　そして上半身を起こす。豊かな胸から、濡れた服がずり落ちそうになっている。

「おぉカイム、来てくれたか！　ここに勇者エレナと、レイとかいう奴がいなかったか？」

　カイムは罪悪感に耐えつつ、首を横に振り、

「い、いえ、私が到着したときにはもう」

「そうか」

　魔王は親指の爪を嚙んで、

「勇者はまだ低レベルゆえ、大した事はなかった。じゃがあのレイとかいう奴……妾とまともに戦えるとは、恐ろしい武人よ」

「いやぁ」

「なぜお前が照れる!?」

　珍しく魔王に褒ほめられたので、思わず喜びの声が出てしまった。

　カイムは誤ご魔ま化かすため、難しい顔を作り、

「そ、そうなのですかー。人間にも侮あなどれぬ奴がいるようですな」

「うむ。しかも勇者は、あのレイとかいう奴にメロメロのようじゃ……どうすればいいのか、全くわからん」

「心中、お察しいたします」

　カイムも、どうすればいいのか全くわからない。

　魔王はしばらく頭を抱えていたが……

　顔をあげ、黄金の瞳を輝かせ、カイムの両手を摑んできた。

「妾がもっとも信頼する部下・カイムよ」

「はっ」

「ともにあの『レイ』を倒そうぞ」

「……は、はい……」

　そう答えるしか、カイムに選択肢はなかった。

　魔王は張り切った様子で、

「よし早速、『レイを殺した者には、世界を半分やる』という通告を魔軍全体に……」

「お待ちくださ────い!!」

　そんな事になったら、魔物たちは血ち眼まなこで『レイ』を捜すだろう。結果、正体はカイムだと突き止められかねない。

「むぅ？　カイムよ。なぜ止める」

「そ、それはですね……」

　カイムは必死に、それっぽい理由をひねり出した。

「あのレイとやらは、魔王様に匹ひつ敵てきするほどの強者。弱い魔物が恩おん賞しよう目当てに襲いかかっても、返り討ちにあうだけでしょう」

「なるほど！」

　魔王が感心したように、無む邪じや気きな笑顔を向けてくる。

「さすが魔軍参謀。みごとな深しん謀ぼう遠えん慮りよよ」

　信頼が胸に痛い。

「ところでカイム。話は変わるが、勇者はどうした」

「はっ。『レイ』と別れて、旅を続けるようでございます」

「そうか…………むむっ。お前、よく見れば……」

　魔王はカイムの顔をまじまじと見てきた。

　まさかエレナがらみで、何か気づかれたのか……と危き惧ぐしていると、

「ちょっと今《計測》してみたが、お前のレベル、75から76に上がっておるな。カイムほどの高レベルになると相当な経験値が必要な筈じゃが、強力な敵でも倒したのか？」

　まさか『先ほど魔王あなたを倒したからです』とは言えない。

「こ、このカイム、魔王様のお役に立つべく日々修行を欠かかさないもので」

「おぉ、まさに忠ちゆう臣しんの鑑かがみ──父上は妾に様々な遺産を残してくれたが、一番はお前という部下じゃな!!」

　罪悪感で、胃に穴があきそうだ。

　心の中でジャフィに謝り続けるカイム。その苦悩も知らず、彼女は拳を突き上げた。

「ではカイムよ、魔王城へ帰還するぞ！　再び勇者ウォッチングの開始じゃ」

「はい」

「そして勇者を我がモノとするため、必ずや『レイ』を亡き者にする！　お前も全ぜん身しん全ぜん霊れいを捧ささげ、それを手伝え！」

「……はい……」

　魔軍参謀カイムの心しん労ろうは、まだまだ続きそうである。

　見えない未来に呆ぼう然ぜんとしているうちに、魔王が《転移》で一ひと足あし先さきに戻ってしまった。

　カイムも続こうとした時──

『勇気を司る石像』が話しかけてきた。

　カイムの弱みを握ったと思ったのか、調子づいた様子で、

『お、おいお前、魔軍参謀だったのか？　ほぉ～、だが正体を隠して、魔王が好きな勇者とも一緒にいると』

　さきほどの会話で、状況を把は握あくしたらしい。

『我がこれを魔王にバラしたら、お前どうなるかな～』

　カイムは嘆たん息そくしたあと……

《飛行》で『勇気を司る石像』に近づき、見下ろした。

「おい……よけいなことを喋ろうものなら、貴様の首を落とし、口の部分に穴をあけ、魔物たちの便べん器きにしてやるぞ？」

『なぁ!?』

「今日、ここで見たことは全て忘れろ。わかったか」

『はい、我──いや、僕はただの石です。しがない石ころです!!　石ころですので何も見てませんし、聞いてません!!』

　つくづく、勇気を司る資格のない石像だった。
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　それからカイムは《転移テレポート》で魔王城の玉ぎよく座ざの間へ戻った。

　ソゥとチクシーが駆け寄ってきて、迎えてくれる。

　まずソゥが己の頰ほおに手を当て、恍こう惚こつの笑みを浮かべた。

「うふふ……魔王様にバレないよう悪あく戦せん苦く闘とうする貴方あなたは、ここ数十年で一番愉たのしい見せ物だったわぁ」

「このドＳ教きよう皇こうめ……」

　カイムは苦々しい顔をした。

　だがソゥがマッドを復活させてくれなければ、魔王に勝てなかっただろう。ソゥが果たしてくれた役割は大きい。

　続いて、チクシーが腰にすがりついてくる。

「カイムさ───んっ。ボクのミスのせいで危ない目にあわせて、重ね重ね申し訳ありませんでした！」

「気にするな。後輩の尻しり拭ぬぐいは先輩の仕事だ」

　チクシーの頰が、ぽっと染まった。

　誰もが見み惚とれるであろう可か憐れんな表情……だがカイムは困惑して眉まゆをひそめる。

「……ところでチクシー、その姿は何だ」

　チクシーは……なんというか、奇妙な格好をしていた。

　犬耳としっぽ、首輪がついており、手袋と靴は、犬の足を模もしたもの。

　それ以外の箇か所しよは、胸や下腹部など大事なところを覆おおっているだけ。

　しかも四よつん這ばいになっており、首輪から伸びた紐リードはソゥが握っている。

　チクシーはカイムの視線が恥ずかしいのか、真っ赤になってうずくまる。その姿が、余計に背はい徳とく感かんをかきたてる。

　ソゥが、芝居がかった溜ため息いきをついて、

「チクシーがミスをしたせいで、私たちすっっっごく苦労させられたでしょう？　その埋め合わせよ」

「はぅう」

　チクシーは涙目でうなだれる。犬耳と尻尾も哀かなしそうに垂れ下がっていた。

「さぁチクシー。明日はその格好で、私とお散歩しましょうねぇ？　その場所は……」

　そしてソゥは、恐るべきことを言った。
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「貴方の部下が工事を頑張っている、魔王城へのトンネルね」

「ボク一応、四天王ですよ！　こんな姿を部下に見られたら……」

「だから良いのではないの」

「ひぃいいいい！」

　チクシーが四つん這いのまま、カイムの後ろに隠れてくる。

「あまりいじめてやるな、ソゥ」

　カイムはチクシーを元気づけようと、その小さな頭を撫なでた。

　するとウットリ目を細め、お腹も撫でて欲しいとばかりに仰向けになった。舌を出して「はっはっ」と息を吐はく。なぜかカイム相手にはノリノリだ。

「……」

　カイムは大きく嘆たん息そくした。

　上司も同僚も、クセ者ばかりで疲れる。

　もう一人の四天王・マッドは、洞どう窟くつで死んだままだ。だが奴なら、放置プレイ扱いで喜んでくれるだろう。

　死体を洞窟の生物に食い散らかされる事も、喜びに変えるはず。それを彼への礼としておく。

（だが今日は、色々ありすぎて疲れた……もう休もう……）

　カイムがチクシーのお腹を撫でながら思ったとき、ふと違和感を覚えた。

「む？　魔王様はここにいないのか？　俺より先に《転移》で戻ったはずだが」

「え？　見ていないけれど。ねぇチクシー」

　ソゥが問うと、チクシーが肯定するように「わん！」と吠えた。

　そういえば魔王は《転移》を多少苦手としていた。目標としていた場所から、ズレることがたまにあるのだ。

（まぁ、この近くにいるだろう……）

　そう思った瞬間。

　すさまじい爆音とともに、玉座の間の壁がぶち破られた。

《飛行フライ》を使った魔王が、文字通り飛び込んでくる。見るからに焦っていて、どう見てもただごとではない。

　どうやら《転移》したのは、玉座の間の外だったらしい。

「い、いかがなされたのですか」

「黙っておれ、妾わらわが用があるのは魔法画面モニターじゃ！」

　魔王は全速力で、玉座の脇にある魔法画面へ向かっていく。カイムとソゥ、そして四つん這いのチクシーも続いた。

　魔王はエレナの『冒険者のドレス』を大事そうに抱えながら、

「よいか皆の者。勇者は先ほど、濡れ透けの『やすらぎのネグリジェ』を纏まとっていた」

「は、はぁ」

「勇者がその前まで着ていた『冒険者のドレス』は、ここにある。ゆえに勇者はまだネグリジェ姿のはず。これを見逃してなるものか！」

　魔王は鼻がつくほどの距離で、魔法画面に見入る。

　画面には、草原を歩くエレナの姿が映っていた。だがその格好は、濡れ透けの『やすらぎのネグリジェ』ではなく……

　カイムが、人間のフリをするため着ていた服であった。




　──先程『勇気の洞窟』の最下層で魔王を倒し、エレナに旅を続けさせる約束をしたあと。

　カイムは少し困っていた。魔王の想い人にネグリジェ姿で旅をさせる訳にはいかないからだ。

　ゆえにカイムは、一度エレナを最下層で待たせ、大急ぎで洞窟の地下三階へ戻った。

　そこの宝箱から『アルマジロの鎧よろい』をとる。

　無論これはあまりにダサいゆえ、エレナに着せるわけにはいかない。

　だからカイムが『アルマジロの鎧』を着た。どうせ《変身チエンジ》で魔軍参謀のマントと軍服に変えられるから、問題ない。

　そして脱いだ服を、エレナに譲ったのだ。




　そして今……

　魔法画面に映るエレナは、カイムの服を着て鼻歌交じりで歩いていた。

　彼とはかなり身長差があるため、ズボンの裾すそは折りたたみ、袖そでの部分は余らせている。

　エレナは服の襟えり元もとに顔を近づけて、

『えへへ、いい匂い。レイさんに抱きしめられてるみたい……』

　そして余った両袖を口くち許もとに当て、頰をこれ以上なく紅あかく染めて、

『……大好きっ、レイさん』

「ぎにゃ─────!!」

　魔王が魔法画面を蹴りあげた。天井を突き破り、遙はるか彼方かなたに吹っ飛んでいく。

　そして天を仰いで両手を広げ、魔王城全体に響き渡るほどに咆ほう哮こうする。

「レイ、レェェぇぇェイ、絶対、ぜ─────ったいに、殺すぅう──────!!」

　主しゆ君くんからの全力の殺害予告を受け、カイムは泣きたくなった。

　ソゥがお腹を抱えて笑い、背中をばんばん叩いてくる。

　チクシーはカイムを慰なぐさめるように、四つん這いのまま体をすりよせてきたのだった。
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　ファミ通文庫では初めまして、壱いち日にち千せん次じと申します。

　このたびは『勇ゆう者しやよ、たのむからオレでなく魔ま王おうさまに惚ほれてくれ！　絶ぜつ体たい絶ぜつ命めいの魔ま軍ぐん参さん謀ぼう』を手にとっていただき、誠にありがとうございます。

　しばらくＭＦ文庫Ｊで色々書いてきましたが、御ご縁えんがあってこちらでもラノベを出させていただくことになりました。

『文ぶん学がく少しよう女じよ』や『バカテス』などのファンだったので、そのレーベルで書かせていただき光栄です。僕が（多分）最初に読んだファミ通文庫はベルウィックサーガ（とんでもなく難しい、シミュレーションＲＰＧの傑けつ作さく）のノベライズです。夢中になって読んだことを覚えています。




　さて、本作はファンタジーラブコメっていうんでしょうか。

　主人公のカイム君は魔ま軍ぐん参さん謀ぼうという凄すごく偉いヤツですが、主しゆ君くんである魔王、そして勇者との間で色々苦労します。カイム君の同どう僚りようの四天王も含めた、キャラクター達が起こす騒そう動どうを楽しんで頂ければ幸いです。

　それでは謝しや辞じに移ります。

　担当のＳ様、いきなり名めい刺しを渡しにいった僕に、後日執しつ筆ぴつ依い頼らいのご連絡をいただきありがとうございました。企画立案や直しなどへの沢たく山さんのご意見、ほか多くのご尽じん力りよく、深く感謝申し上げます。

　イラストを描いて頂いた雛ひな咲さき様、僕の想像を遙はるかに超えて、美び麗れいかつエロい絵を仕上げて頂いて感激しております。ジャフィの衣い装しようの攻めっぷりとか、素す晴ばらしいです。

　校正様、デザイナー様など、この本に携わって頂いた方々にも御礼申し上げます。




　あと最後に、宣せん伝でんです。

　今月（十月）二十五日、ＭＦ文庫Ｊでも新作の『俺おれのお嬢じよう様さまと天てん使しと悪あく魔まが生せい徒と会かいで修しゆ羅ら場ばってる！』が刊行されております。こっちは現代もののラブコメ（天使だの悪魔だの出てきますが）なので、ファンタジーである今作とは違った読み味だと思います。

　そちらも合わせて、お楽しみいただければ嬉しいです。

　それではまたお会いできればと思います。
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